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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人形のお話です。

　あるところに、操あやつり人形たちがおりました。







　ある人形は、いつかご主人様と心が通い合えばいいのにと思っていました。

　そうすればきっと、今よりも楽しく踊れるだろうに、と。

　ある人形は、周囲の人々を冷ややかに見ていました。

　自分は踊っているだけなのにいちいち反応して、バカみたいだ、と。

　ある人形は、踊らされている自分がとても厭いやだけど逆らえませんでした。

　言うことを聞かないと、ご主人様に捨てられるから頑張らなきゃ、と。

　ある人形は、何も感じていませんでした。

　ただ黙だまって、糸の命じるままに動いているだけでいいのだ、と。







　さて、ここで問題です。

　この人形たち、ある日突然、糸が切れて人間になったとします。

　いちばん幸せを感じる人形は、どれでしょう？
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　学校の近くにある喫茶店で、僕は舞まい鶴づる蜜みつと向かい合っていた。

　今回の事件がすべて終わってから半月ほど経たち、八月の十二日。夏真っ盛りの暑さはピークに達し、外を見るだけでうんざりしそうな熱ねつ気きがウィンドウ越しに伝わってくるようだ。それに顔をしかめながら、僕は運ばれてきたアイスコーヒーに口をつける。

　対する舞鶴は、紅茶を傍そばに不ふ機き嫌げんそうな顔をして、フォークでパイを突いていた。

「……ひとつ、尋ききたいんだけどね」

　発する言葉にもまた──棘とげが見える。

　彼女は、言った。

「あんた結局、どう思ってる訳？」

　何をだ、と、僕はとぼける。

　けれど舞鶴蜜は里り緒おや殊こと子こと違って、優やさしさの欠片かけらも持っていなければ、僕の諧かい謔ぎやくを見て見ぬ振りなどしない。それどころか──敵てき愾がい心しんと軽けい蔑べつの視し線せんを僕へと向けてくる。

「ふざけないで。あんたのやり方のことよ」

　苦虫を噛かみ潰つぶした顔で、吐き捨てるように。

「いつもやってるでしょう？　今回も。壊こわれた日常を外側だけ埋めて、何事もなかったかのように表向きだけで取とり繕つくろって、実質何ひとつ解決していない……いえ、解決しないっていう、あんたのその無様極まりない結けつ論ろん。それについてあんた、いつもどう思ってるのよ」

　どうもこうもない、と僕は答えた。

「だからそうやって誤ご魔ま化かすんじゃないって言ってるのよ、私は。……真ま面じ目めに尋いてるのよ。あんたに少しでもまともな神経があるんなら、答えなさいよ」

　その言葉に僕は俯うつむく。

　答える気がないのではない。ただ──、

「……いいわ」僕が沈ちん黙もくしていると、舞鶴は睥へい睨げいの視線とともに嘆息した。

「あんたが私に本心を告白する度胸があるくらいなら、そもそも情けない方法なんて選ばないだろうし。それに……私だってもう、あんたを責められるほど立派でもないしね」

　情けない、か。

　何か言い返したくなったが思い留とどまる。口論を始めればきりがないし、何より、

「まぁ、私のことを抜きにしてみれば……あんたがそうやってへこんでるのを見るのは楽しくて仕方がないし。答えを聞き出すのは許したげるわ」

　何より──自分のやり方が無様なのは自分でよく自覚しているのだ。

　だから、他人の不幸がそんなに楽しいか、とだけ。

「ええ、楽しいわね」舞鶴は嗜し虐ぎやく的てきに笑う。

「私の名前を忘れた？　城き島じま晶あきら。『他人の不幸』って意味よ」

　蜜の味。蜜──彼女の名前。

「でも……今回に限って言うなら、私も含めて、あんたは不幸でもなんでもない。不幸だなんて形容されるとはっきり言って虫むし酸ずが走るわね。ただの自業自得じゃないの」

　彼女は続ける。

「いいえ。自業自得と言うよりも、浅せん薄ぱく、かしら。今回のことでよくわかったわ。あんたには結局、意志も度胸も足りてないのよ。要するに半端なのね。最初から、徹てつ頭とう徹てつ尾び、一貫して。……鳥でもなく獣けものでもない、蝙蝠こうもりみたいにね」

　それは棘とげよりも深く、刃物よりも鋭するどく、僕の胸の中へ侵入していく。

「どっちかを拾うならどっちかを完全に捨てればいいのに。見てらんないわね。気分が悪いわ。まぁ……どっちみち、鳥にも獣にもなれないんでしょうね。たとえ割り切ったとしても、あんたは結局、どこにも受け入れられない異質なのだから」

　ただ──。

　僕は、彼女のその言葉に対して、怒りを感じなかった。

　舞まい鶴づるの言葉は、嘘うそも欺ぎ瞞まんもない正直な嫌悪は。

　すべて、一言一句、僕だけではなく彼女自身にも向けられていたのだから。

　故に、言い返さない。せめて彼女の顔から眼を逸そらさず、じっと見詰め返す。

「……まったく。最低ね。あんたも……私も」

　やがて舞鶴は、ひとしきり僕と自分自身へ雑言を叩たたき付けて苛いら立だちが飽和したのか──切り裂いたパイの欠片かけらを口に運び、あまり美お味いしくなさそうに咀そ嚼しやくして呑のみ込む。

「ねえ、城き島じま晶あきら」そして一転、どこか憂うれいのある表情を浮かべ、

　──身を乗り出し頬ほお杖づえを突いて、僕の眼を、細めた黒こく瞳とうで覗のぞき込んだ。

「ひとつ、教えてくれる？」その仕し草ぐさは、知らない人間には可愛かわいらしく見えるかもしれない。

　僕はだけど、こいつに、怖おぞ気けにも似た、氷のような殺意を見る。

　自己嫌悪と世界への憎しみを混ぜこぜにしたような、底なしの殺意だ。

「あなたの、あの機き械かい人形のこと」

　舞鶴蜜みつは言う。その姿勢のまま、穏おだやかに残酷な視し線せんで。

　顎あごの下に重ねた指先で、小さなフォークを凶器のように弄もてあそびながら。




「あなた、あの時、あの娘の……硝しよう子この死体を見て、何を思ったの？」




　僕は答える。

「たぶん、お前と同じだよ……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」

　無表情に。

「何も、だ。僕は何も思わなかった。怒りも、悲しみも、喜びも何も」

「それは何な故ぜ？」

「……全部、僕のせいだからだ」

　真まっ直すぐに、彼女の殺意をそのまま返すように。

「硝しよう子こが死んだのは僕の責任だ。だからもし僕が何かを思ったとするなら、何かを感じたとするなら、それは……全部が全部、僕へと返ってくるべきものだからな。事実、僕はあいつが死んだことに際して、何も思わなかったし、今でも何も思わない。お前と……お前が自分の失敗に関してそう思ってるのと、同じように」

　その言葉に満足したのか──、

「そう」

　舞まい鶴づるは瞼まぶたを閉じ、頬ほお杖づえをやめて椅い子すの背もたれに身を預け、カップへと手を掛ける。

「やっぱり……本心を言う気はない、ってことね」そして、呟つぶやいた。

　紅茶を飲み、大きな溜ため息いきを吐つきながら、伏し目がちに。

　ここまで届く吐息は、ミルクティーの匂においがした。

　舞鶴は表情の読めない顔で、再びフォークをパイに宛あてがい、切り分ける。

　だけど。

　斬きり殺し刺し貫いた菓子の欠片かけらを、彼女は口に運ばない。それを水平に持ち上げると、まるで生いけ贄にえを捧ささげるかのように──僕の視し線せん上じようへ真っ直ぐに突き出す。

　今度ははっきりと、怒りに眉まゆを欹そばだてて、

「……でもね」吐き捨てた。

「私はそんなことが聴ききたい訳じゃないのよっ！」

　フォークが生贄ごと、音をたてて皿に突き刺さる。

　絶叫にも近い、遠えん慮りよのない声。

　舞鶴は僕を睨にらみ付ける。

　生き地じの間から染み出た蜂はち蜜みつが、ゆっくりと溜たまりとなって、皿の上に広がった。
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　梅つ雨ゆが明けると気温はますます上がり、蝉せみの声は連日のように窓の外で鳴り続けています。

　今年ことしもまた猛暑だとニュースでは言っていました。ただ、私がこの世界にやって来てから六年、猛暑でなかった夏は未いまだありませんので、私はこれを平常通りと判断しています。

　しかし教室のクーラーは八月の夏期講こう習しゆうから作動するそうで、つまり一学期の間はこの蒸むし風ぶ呂ろの中で過ごさなければならない模様。私立のくせにせせこましいです。

　朝のうちはこれでもまだ涼しい方なのですが、三限目を過ぎると人の体温が教室に籠こもり、活動に支障が出るほどになります。窓を開け放していても生なま温ぬるい風しか入ってこないのは大いなる自然が人類に鳴らす警けい鐘しようだそうです。最近テレビで学習しました。

　そんな今日きようは七月二十三日。夏休み二日前。明日あしたで一学期が終了ということもあり、昼休みの教室はどこかだらけた空気が漂っていました。

「うーん……」と、それを裏付けるように。

　私の向かいでお弁当を食べていたきみちゃんが、箸はしを持つ手を止めたままげんなりとした顔で溜ため息いきを吐つきます。

「食欲がないのですか？」

　いつも食べるのが遅いきみちゃんですが、今日はまた特別なようです。

「食事を始めて十分経たちましたが、普ふ段だんの半分しか進んでいませんよ」

「だって暑いんだもん……ってか硝しよう子こちゃん、統計とってるのー？」

「夏バテ？」心配そうに尋きく八や重えさんもまた、今日はパンひとつです。

「でも、硝子はいつも通りだよね」

「いえ、お弁当のメニューはちゃんと軽めのものになっていますよ。……というかきみちゃんのおかずがちょっと夏場にしては重いのではないですか？　アスパラのベーコン巻きと野や菜さい炒いためとハンバーグって……油分が多めですし」

「朝は食欲あったんだよー……」

「君きみ子こ、そのメニューなこと多いよね」

「うん、私の得意料理だしねー」

「しかし、油分が多い食事を摂取し過ぎると、にきびができ易やすくなりますよ？」

「うー、硝子ちゃん意地悪だー」唇を尖とがらせてこっちをジト目で見るきみちゃん。

「まぁ、食べきれないというなら手伝うのもやぶさかではありませんが」

　私は助け舟を出しました。

「訂正ー。やっぱ硝子ちゃん優やさしいー」すると彼女は破顔。

「じゃ、ハンバーグひとつお願ねがい！」

　お弁当箱の中のミニハンバーグを箸で突き刺すと、私の口くち許もとへ持っていきます。

「はい、あーん」

「あーん……んぐ」

「……餌え付づけみたい」

　ぼそりと八や重えさんが呟つぶやいたので、私はハンバーグを噛かみながらきみちゃんに目で合図。

　アイコンタクトは成功です。

「はい、じゃ、八重ちゃんにはねー、アスパラのベーコン巻きー」

　きみちゃんは楽しそうに頷うなずくと、八重さんの口にもおかずを持っていきました。

「え？」

「あーん」

「あ、いや、私は……」

「あーん！」

　子供を叱しかる母親のような声で、きみちゃんが繰くり返します。体格と顔立ちはどちらかと言えば逆なのですが、それでも八重さんは困ったような顔をしながら口を開けました。

「はい、あーん」

「…………、んぐ」

「よくできましたー！」

　けらけらと笑うきみちゃん。これで残ったお弁当はあと少し。きみちゃんの箸はしもさっきと比べてやや進みが早くなったようです。

「味はどうー？」

「塩味のバランスがさすがです」

「美お味いしいよ」

「そう、よかったー」

　と、そんなことを話していた私たちの横に、

「あ、あの」不意に気け配はいが立ちました。

「どうしました？」横を向けば、そこには私たちのクラスメイト、上うえ野の恭きよう一いちくんが。

「ひょっとして席を使いますか？」

　上野くんの机は私の隣となりで、今はきみちゃんが借用しています。課か題だいでもやるのでしょうか。

「あ、ごめんねー」

「いや、違うよ。あの……これ」

「え？」

　立ち上がろうとしたきみちゃんを慌てたふうに制し、上野くんは手に持っていたビニール袋を、怖おず怖おずと私たちの前に突き出してきます。

　見ると中には、購こう買ばいの紙パックジュースが幾つか。

「それを……何ですか？」

「うん」上野くんは少し照れくさそうに頷き、声を小さくして、

「あのさ、城き島じまさん、いつも課題見せてもらったりしてるから、お礼というか……」

「……はぁ」いささか唐突な出来事に、私は生返事。

「いや、この前、なんか奢おごるよって約束したし」

「ああ、そう言えば」確たしか十日ほど前に上うえ野のくんがそういうことを言っていました。その時は社交辞令だと判断したのですが、上野くん、なかなか律りち儀ぎです。

「そんなに気を遣わなくても、上野くん」

「いや、あの……気を遣ったって訳でもないよ。どうせ購こう買ばいのジュースだし。人数分買ってきてるから、直なお川かわさんたちもどうぞ」

「えぇー、いいのー？」

「……私たち、何もしてないよ」

「うん、だからついでというか。城き島じまさんも気にしないで」

「しかし、数が多いですね」

「あいつらの分もなんだ、今日きよう、パシり当番」

　上野くんが親指で差した先には、クラスメイトの男子生徒が数人。なるほど、日々持ち回りでジュースを毎日誰だれかひとりが買いに行っているという訳ですか。

「そうですか？　では、遠えん慮りよなく頂きます」

「ありがとう」八や重えさんがぶっきらぼうにお礼を言い、

「ありがとー。上野くん優やさしいねー」きみちゃんも天てん真しん爛らん漫まんに破顔します。

　それに顔を赤らめる上野くん。彼は私たちのグループと接する時、こういう顔をすることがよくありました。理由は判然としないのですが、女の子慣なれしていないのでしょうか？

　彼、女子のクラスメイトからは『顔が可愛かわいい』とかで人気がありましたし、他ほかの女子と話している時はあまりこういう顔はしないのですが──。

「ありがとうございます、上野くん」ともあれ、貰もらえるものは貰っておくのが礼儀だといつかマスターが言っていました。ここはひとつその言葉に従っておくとします。

　袋の中は全部いちご牛乳。よって選ぶ必要はありません。私はきみちゃんたちを代表し、上野くんが口を広げた袋の中から人数分のパックを取りました。

　すると、

「……え、あれ？」上野くんが何な故ぜか、不ふ思し議ぎそうな顔をして私の胸元を見ています。

「どうかしましたか？」私はパックを抱えた自分の腕を確かく認にん。

「何か問題が……」

「硝しよう子こ？」八重さんまでもが怪け訝げんそうな表情で、私を見てきます。

「……あ」そこで──私は気付きました。

　ビニール袋の中から私が取り出したジュースは、四つ。

　私の分、きみちゃんの分、八重さんの分、それと──。

「すみません、間違えました。ひとつ多かったようですね」

　私は咄とつ嗟さに、曖あい昧まいな笑えみを作成して、ジュースをひとつ上うえ野のくんに返します。

　八や重えさんときみちゃん、それに上野くんが、一いつ瞬しゆんきょとんとした後、

「……どじっ子」

「あはっ！　硝しよう子こちゃん、いやしんぼだー」

「はは、別にもうひとつ持っていってもいいよ。あいつらの分がなくなるけど」

　笑いながら口々に、私をからかい始めました。

「いえ、違いますよ。これは暑さのせいです」

　言い訳をしつつ席へ座りますが、見れば教室の隅、上野くんが所属するグループの男子生徒たちまでもが「俺おれの分取んなよー」などとふざけて言ってきます。

　ええと、こういう時どういう反応をすれば自然なのでしょう。滅めつ多たに失敗などしないので経けい験けん不足です。取とり敢あえずは顔を俯うつむかせつつ、『曖昧な笑え顔がお』を保持したまま座りました。

　──しかし、周囲の喧けん噪そうを他よ所そに。

　私はさっきの自分の間違いについて、別のことを考えざるを得ませんでした。

　人数分、と言われ、いつもの調ちよう子しでカウントした数、四。

　きみちゃん、八重さん、私。そして、もうひとり。

　私の記き憶おく領域に、ひとりの少女の顔がフラッシュバックします。

　ふたつに纏まとめた髪に、人の良さそうな目鼻立ち。

　ほんの二週間前まで、グループのメンバーにいた少女──ひめひめの顔が。

　私は薄うすく息を吐きます。彼女は、もう私たちのグループにはいません。

　いえ、それどころか、私と一部の人間を除くクラスメイトたちの記憶の中にも、彼女はいません。八重さんもきみちゃんも、姫ひめ島しま姫ひめという友人が存在していたことすら忘れています。

　虚軸キヤストという異世界と、それを受け入れるための世界の仕組み、修正力リペイントマーカーによって。

　そして、それを悪用する、私とマスターの『敵』、無限回廊エターナル・アイドルによって。

　だけど、ひめひめは決して死んでしまった訳ではありません。彼女の身体からだと記憶は無限回廊エターナル・アイドルの手の内にある──それがわかったのは、つい昨日きのうのことでした。

　そう。昨日、無限回廊エターナル・アイドルが私の前に、ひめひめの姿で現れたことで。

　ひめひめは生きていて、私の行動次第によっては戻ってくる。あれは私にそう告げ、故に私は、あれからずっとそのことについて思考を続けていて──、

「ね、硝子ちゃん？」と、そんな私の耳に、不意にきみちゃんの声が届きました。

「え……はい？」私は我に返り、彼女の方を見ます。

　同意を求められたようでしたが、会話の内容が不明でした。

「あれ？　聴きいてなかったのー？」

「すみません。ちょっと考えごとを」

　言い訳をしつつ、私の本体は、これは普ふ段だんならあり得ない失態だ、とエラーを発してきます。当然でした。機き械かいである私が、単一の思考に囚とらわれて外界情報の記き録ろくを怠おこたっていたなど、それはエラー以外の何ものでもありません。

「何を話していたのですか？」

「うんー。夏休みになったらね、三人でどこか行きたいね、って」

　ようやくお弁当を食べ終わったきみちゃんが、楽しそうに言いました。

「え……三人で、ですか？」

　しかし私は、三人、というその単語に再び思考を奪われてしまいます。

　四人ではなくて、三人。

「そうだよー。どうかしたのー？　あ、まさか彼氏さんも一緒に連れて行きたいとかー？」

「いえ、そういう訳では」

「あれ、いつもみたいに否定しないねー」

「いえ、ですからそういう訳では」曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしつつ、さっきから『曖昧に笑って』ばかりの自分がいることに気付きます。ですがこれ以上の反応をすることができません。

　ひめひめのことを考えると、どうしても機能が低下してしまいます。

　ひとり足りないというその事実を、きみちゃんも、そして八や重えさんも自覚していません。

　理解しているのは私だけ。

　この世界に働く修正力リペイントマーカーの影えい響きようを受けにくい、別世界の住人である私だけ。

「硝しよう子こ、気分でも悪い？」

　心配そうにこちらを覗のぞき込んでくる八重さんに、私は大丈夫ですよと応こたえます。

「ちょっとぼうっとしてしまったようです。暑いですし」

　こんなことは今までありませんでした。機械の私は、たとえ複雑な計算をしながらでも、友人と会話できるはずなのに。それなのに、まるで人間のように考え込んでしまうなど──。

　何が原因なのだろう、と。私はその理由を思考しますが、それを考えた途と端たん、ひめひめの顔が頭に浮かび──それすらも上う手まくできませんでした。




　だけどそれでも、時間というのは容赦なく過ぎていきます。

　昼休みが終わり、五限目は水泳の時間でした。

　私はひめひめのことを取とり敢あえず脇わきへと追いやり、授業に没頭することに決め、

「ほら、もう少しだよ硝子ちゃんー！」

　そんなこんなで、集中して泳いでいました。

　息継ぎをした私の耳に、きみちゃんの声が届きます。ゴールはもう直前。私は再び顔を水中へと沈め、脚を動かし、コースの壁かべに接触する感触を合図に泳ぎを止めて──、

「ああもう、惜しいー！」

「……おかしいですね」

　顔を拭ぬぐって、見ればゴール地点の飛び込み台に座ったきみちゃんの姿は真横に。

「惜しくはないと思うけど……」

　目の前には──プールサイドに座った八や重えさんの膝ひざ小こ僧ぞうがあります。

「なんでゴール直前で直角に曲がっちゃうのー？　硝しよう子こちゃん」

　立ち上がったきみちゃんが、八重さんの隣となりへとやってきます。

「って言うかさ、硝子……ちゃんと水中で目、開けてる？」

「失礼ですね八重さんは」

「じゃあなんでそうなっちゃうのよ」

　すいません八重さん、私は嘘うそを吐ついています。

　手に持ったビート板を抱いたまま頭の中でだけ謝しや罪ざいしました。

　私の不ふ得え手てとする体育の中でも、特に厄やつ介かいなこの科目。六月に水泳が始まってから、毎回繰くり返される光景がそこにはあります。

『泳げない硝子を特訓しよう計画』──ひめひめによって名付けられたこの計画は、名付け親がいなくなっても忘れられることなく続いていました。

「しかしふたりとも……私が泳げるようになることに私自身が意味を見み出いだせないのですが」

　私は水泳帽を取り、プールの縁ふちに片手を乗せながら言います。

「その歳としで泳げないって恥ずかしいと思うけど」と、八重さんの溜ため息いき。すらりとした身体からだに学校指定の水着が似合う彼女は、泳ぎが得意です。

「いいんだよー。だって硝しよう子こちゃんのバタ足、変で面おも白しろいんだもん」無責任に笑うきみちゃん。こちらはジャージ姿。彼女は喘ぜん息そく持もちだそうで、水泳は今までずっと見学です。
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「面白いとはなんですか面白いとは。水をかけますよ？」

「だって面白いんだもーん」

　ビート板を構える私へ、きみちゃんは一歩下がっておどけます。

「だいたいビート板使ってるのってあんただけよ」そこへ八や重えさんのつっこみ。

「……な、まさかそんな……！」

　見渡してみると、確たしかに白いスチロールは私の手元以外からは発見できません。

「なるほど……。これがカルネアデスの板にならないように気を付けることにします」

「何それ？」首を傾かしげる八重さん。

「んーとねー、板に掴つかまって漂流してる人はね、他ほかの人を蹴けって溺おぼれさせてもいいんだよー」何気に雑学豊富なきみちゃんが説明します。あまり説明になっていませんが。

「このプール程度の深さじゃ溺れないよ」

「甘いです。生物は洗面器の水でも溺れることができるのですよ」

「そう。それなら溺れないで済むように練習しようか」八重さん、容赦がありません。

　しかしこれは私の論ろん理り展開が不充分だったせいです。つまりは私の責任。

「じゃあ、私、向こうで硝子ちゃん待ってようかー？」

「待ってくださいきみちゃん。その前に休きゆう憩けいです」

　私はビート板をプールサイドに置くと、縁ふちに手を掛けて水から身体からだを引き上げました。

「乳酸が蓄ちく積せきしています。このまま泳いでも二十五メートルは不可能だと判断します」

「じゃ、休んだら泳げるの？」

「ごめんなさい」

　ふふ、と笑い。入れ替わりに八重さんが飛び込み台に立ちました。

　完かん璧ぺきなフォームでの飛び込み。近くにいた数人が感心したように見み蕩とれています。

「上う手まいねー、八重ちゃん」

「そうですね。スクールにでも通っていたのでしょうか」

　私はきみちゃんとふたり、フェンスに背を預け並んで体育座り。

　水泳の授業は基本的に、教師が細かな指示を出すことはありません。しばらくサボタージュしていても煩うるさく言われることはないでしょう。

　しかし、この暑さの中、大概の生徒にとってこの時間は何よりの納涼であるはずで──水に浸かれないきみちゃんにとっては苦痛かもしれません。

「暑くはないですか？」

「ん？　大丈夫だよー」

　尋きくと、あっけらかんとした返事が来ました。

「足だけでも水に浸けてはどうですか？」

「うーん、それもいいけど捲まくるの面めん倒どうだしねー」

　きみちゃんはショートパンツではなく、ジャージのズボンを穿はいています。

「ショートパンツに着替えてくればいいではないですか」

「忘れちゃったんだもん」残念そうに口を尖とがらせるきみちゃん。

「……それに、あの格好ちょっと恥ずかしいし」

「まぁ、水泳以外の授業でも穿いてる人は半々といった感じですが……一昔前のブルマとかいうのよりはましではないですか？」

「生まれる時代が遅くて助かったねー」

　きみちゃんはけらけらと笑います。

　と、

「露ろ出しゆつは水着の方が大きいじゃんか」不意に、砕けた口く調ちようの声が上から降ってきました。

　見ると、にやにやとした顔で私たちを見下ろす男子生徒が数名。

　牧まき孝たか雄おくんと、中なか津つ昭しよう吾ごくん。それから──私の隣となりの席の上うえ野の恭きよう一いちくんでした。

「それとこれとは違うよー」人好きのする笑えみで、きみちゃんが彼らに応こたえます。

「え、そうなの？」尋いたのは上野くん。

「ファッション性の問題だよー。ね、硝しよう子こちゃん？」

「そうなのですか？」

「そうだよー。あのブルマって、何か変だし」

「私は絵などでしか見たことがないので判断できないのですが……確たしかに脚部の露出で言うなら大きな差異はありませんね。一度穿いてみれば差異も確かく認にんできるのですが」

「ちょっと……硝子ちゃん？」きみちゃんが何な故ぜか慌て、

「え、城き島じまさんのカレシってひょっとしてその手の趣しゆ味みがあるの？」牧くんが好こう事ず家かめいた顔で、にやにやしながらそんなことを言ってきました。

「その手の趣味、とは何でしょう？　あと先せん輩ぱいは彼氏ではないと何度言えば……」

　私の反はん論ろんに、しかし彼らは反応しません。

「でもさ、学校指定の水着姿じゃ色気が足りないよな。な、上野？」

「え、いや、僕は別に……」

「直なお川かわの水着姿とかも見たいけどな、俺おれ」

「え……あの、私……」

「って言うかさ、そこで提案なんだけど……夏休み、海行かねえ？」

「あ、いいな海。どうよ？」

　困惑し恥ずかしそうにするきみちゃんも無視して盛り上がる三人の男子生徒たち。

　これはもしやドラマなどでよく見る、一夏のアバンチュールを目もく論ろむ若気の至りによる勇気を振り絞っての暴ぼう走そうという奴やつなのでしょうか。確たしかに彼らと私たちのグループとは比較的世間話をする方ですが、まさかこのような誘いを受けてしまうとは。

　ひょっとして、昼休みに上うえ野のくんがジュースを持ってきたのはこの伏ふく線せんでしたか。

　とは言え、きみちゃんが無言で助けを求めるようにこっちを見ています。

　当然でしょう。ドラマだとこのような誘いをほいほいと受けた後に待つのは、痴ち情じようがらみの殺人事件と相場は決まっています。特に火サスでは。

　何より私はまだ海に行ったことがありませんので、初めて行くのならばマスターに連れて行ってもらうのが当然です。ここははっきりと断らねば。

「申し訳ありませんが、私たちは……」

「そんなこと言わないでさ。別にあの先せん輩ぱい、カレシさんじゃないんだろ？」

　できるだけ角が立たないようにと控えめに口にした言葉は、強引な牧まきくんに遮られました。

「ほら、上野もさ、城き島じまの水着姿見たいだろ？」

「い、いや、だから僕は別に！」

　そして彼らは上野くんを小突きつつ、何か視線で妙な合図を送っています。あまり乗り気でなさそうな上野くんは、妙に顔を赤らめていました。……どういうことでしょう？

　しかし──こんな時八や重えさんがいてくれれば話は早く済むのですが、彼女は水の中。

　もうひとり、はっきりと強い口く調ちようでの断りを言えるひめひめは──。

　いえ、今は考えるのをやめましょう。

「うー……」きみちゃんが眉まゆ根ねを寄せ、困惑しているのは明らかでした。

　仕方ないですね。少々角が立つかもしれませんが、ここは私が。

「すいません。さっきも言いましたが……」

「いいじゃんか。こっちも三人、そっちも三人。丁ちよう度どいい人数だし、さ？」

　牧くんは私の断りを無視し、強引に話を進めようとします。

　後方から鋭するどい声が聞こえたのは、その時でした。

「煩うるさいのよ、あんたたち」

「……え？」開きかけた牧くんの口が止まります。

　三人の男子生徒たちが、一斉に振り返りました。

　私もまた、その声の主の姿を見て思考がナノセカンドほど停止。

　夏の日差しを無視した烏からす羽ば色いろの髪を掻かき上げつつ、苛いら立だたしさを隠そうともしないしかめ面つらでそこに立っていたのは──、

「舞まい鶴づる……蜜みつ」

「ふん」ジャージにも着替えず、水泳の授業など無視した格好で、蜜は言いました。

「いちゃいちゃするのは構わないけれど、別の場所でやってくれるかしら？」

　彼女の剣けん呑のんな気け配はいに、男子生徒たちが一いつ瞬しゆんたじろぎました。

　入学してからずっと、友人を作ろうともせずに周囲を拒絶し孤高を貫いている彼女の存在は、クラスの中で逆説的に目立っています。

　彼女の眼光から最初に立ち直ったのは牧まきくんでした。

「舞まい鶴づる、お前には関係……」しかし、その隙すきもなく。

「邪じや魔ま」蜜みつは彼の言葉を遮り、更に追い込みます。

「通れないのよ。やるんなら他ほかでやって頂ちよう戴だい。……それとも何？　あんたたちのくだらない痴ち話わに私が遠えん慮りよしろって言うの？　だとしたら勘違いしてんじゃないわよ」鼻で笑い、

「凡ぼん庸ようなあんたたちに、私の行く先を妨げるほどの価値があるとは思えないわ」

　そう、吐き捨てました。

　視し線せんは鋭するどく、他人を拒絶する気配を纏まとってはいても、彼女は非常に整ととのった容姿をしています。そんな彼女からの嘲ちよう笑しよう。彼らが抗あらがえる術すべはありませんでした。

　三人の男子生徒は無言で──それでもはっきりと殺気立ったまま、道を開けます。

　モーゼのように歩き出す蜜。

　ふん、と彼らを一いつ顧こだにせず、すれ違いざま、私たちを眇すがめに見下ろし、

「……ぼーっとしてんじゃないわよ」

　そう呟つぶやき──更衣室へと向けて、背中を遠くしていきました。

「何だよあいつ……」

　牧くんが負け惜しみのように小さく舌打ちし、空気が見る間に澱よどんでいきます。

「あ、あの……もう行こうよ」そんな彼らを促したのは上うえ野のくんでした。

　多少気弱な、中性的とも言える彼の仕し草ぐさに、残るふたりの気配が和らぎます。

「ごめんね、城き島じまさん。変なこと言っちゃって」

「いいえ、大丈夫ですよ」上野くんの謝しや罪ざいに私は微ほほ笑えみを作成。

　そうすることでその場は収まり、三人の男子生徒は去っていきました。

「ふうー……」彼らが揃そろって水に飛び込んだのを見てから、ようやく。

　きみちゃんが大きく溜ため息いきを吐つき、安心したように身体からだを弛し緩かんさせます。

「あー恐かったー。でも、助かったのかなー……？」

「……そうかも、ですね」

　彼女にその気があったかどうかは疑わしいですが、舞鶴蜜の行動が私たちにとって有利に働いたのは確たしかです。そういう意味では礼を言うべきなのでしょうか。言いませんけど。

　しかし、ひょっとしたら、

「きみちゃん。彼女ときみちゃんは確か同じ中学の出身だったと記き憶おくしていますが……中学時代には何かしらの交流があったのですか？」

「ううん、ないよ」私の質問に、きみちゃんは怪け訝げんそうに首を振りました。

「二年生の時に同じクラスだったけど……舞まい鶴づるさん確たしか、その時からあんな感じだったから。……どうかしたのー？」

「いえ、何でもありません」私は返しながら、疑問を口には出しませんでした。

　舞鶴蜜みつの、最後の言葉。

　──ぼーっとしてんじゃないわよ。

　それはまるで、言わば身内である私にではなく、きみちゃんに向けて発せられたように聴きこえたのですが……思い過ごしでしょうか。

　以前、『用があるから』と私を呼び出した時の蜜は、同様にケーキ屋さんに私を誘っていたきみちゃんに対して高圧的な態度で臨のぞんでいましたから。

「……？　何かあったの」

　ようやく泳ぎを終えて戻ってきた八や重えさんが、私たちの気け配はいの変化を察して尋きいてきます。

「うん、なんかねー……牧まきくんたちが、海に行こう、って……」

「そっか。それでどうしたの？」

「一応断ったのですが……あれは諦あきらめていませんね」

「上うえ野のくんもいたの？」

「うん、いたよー」

「やっぱり」

　得とく心しんしたように頷うなずく八重さんですが、私にはその意味がわかりませんでした。

「やっぱり、とはどういうことですか？」

「え……硝しよう子こちゃん？　気付いてないのー!?」

　何な故ぜかきみちゃんが不ふ思し議ぎそうな顔でこっちを見ています。どうしたのでしょう。

「気付いてない、とはどういうことですか？　上野くんがあまり乗り気でなかったというのは気付きましたが……それにしても牧くんたち、なんでまた私たちを誘ってきたのでしょう？」

「無む駄だだよ、君きみ子こ」

　今ひとつ要領を得ない会話をしている私たちに、八重さんが割って入りました。

「硝子、こういうとこだけ鈍いし」

「そっかー。じゃ、仕方ないね……」

　どうやらそのわからないことがわからないのは私だけのようで、きみちゃんと八重さんはふたりで納得したように頷うなずき合っています。私は仲間はずれ。

　或いは、ひめひめだったら何か教えてくれたのだろうか。私はそう、ふと思いました。

　そしてその思考がまた、私の心拍数を僅わずかに上昇させます。

　──考えまいとしていたのに……。

　牧くんが先ほど発した言葉も、私の中には残っていました。

　こっちも三人、そっちも三人。丁ちよう度どいい人数だし、さ。

　三人。八や重えさん、きみちゃん、そして私の三人を指して、彼はそう言ったのです。

　もしこの場所にひめひめがいたら、彼らもあんな誘いを言ってこなかったのでしょうか？

　それはわかりません。けれど。

　けれど──思考は再びひめひめのことに逆戻りし、それ一色に塗り潰つぶされていきます。

　八重さんときみちゃんは目の前で会話しているのに内容が聞き取れません。その内に視界までもがどこかへ飛んでいき、思考回路にエラーが頻ひん出しゆつし始めます。

　やはり私は昨日きのうからずっと、機き能のう不全を抱えている──それだけは確たしかなようです。
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「うーん……！」と。

　五限目終了の礼が終わり、隣となりの席の森もり町まち芹せり菜ながうんざりしたように伸びをした。

「そんなに退屈だったのか？」僕は苦笑しつつ、それでも椅い子すの上で足を伸ばす。

「退屈って言うより息が詰まるよ、理り恵え子この英語」

　ゆとり教育の発生と終しゆう焉えんなど存在していなかったとでも言いたげなほどに厳きびしい年とし嵩かさの女教師は、下の名前の理恵子という呼び捨てが愛称となって、生徒たちからある意味親しまれている。何せ、指示した単語を十五秒以内に辞書でひけなかったら椅い子すの上で五分正座だ。彼女の担当するクラスは平均点が他ほかと比べて十点近く違うという実じつ績せきは伊だ達てではない。

　芹菜はその毒どく牙がに連続して噛かみ付かれ、計二十分正座させられていた。

「城き島じまも足、痺しびれてんじゃない？」

「まあね」かく言う僕も二回、十分間の憂うき目に遭あっていたのだが。

　痛みを感じない身でも足は痺れる。硝しよう子こがこっちの世界に定着する際、僕から奪ったのは感覚としての『痛み』ではなく『痛い』という概念だから仕方のないことではあるけれど。

「次は……国語かぁ。一応、楽できるかな」

「当たる列じゃなかったっけ？」

「今日きようは四列向こう。絶対当たんないよ」

　僕の顔を覗のぞき込んで楽しそうに笑う芹菜。僕は、そっか、と呟つぶやいて伸びをする。

　少しだけ、今のは誤ご魔ま化かしたように見えたかもしれない、そう思った。

　昨日きのうの夕方。

　芹菜は、僕を散歩に連れ出し──僕へ告白をした。

　その時のことを思い出す。彼女は、好きだという気持ちと共に、僕にとって都合のいい、だけどとても難むずかしい注文をしたのだ。

　返事はして欲しくないということ。そして、態度を変えて欲しくないということ。

　芹菜は覚悟を決めてしまっているようで、逆に、妙に吹っ切れた感がある。

　故に、要は僕がそれをちゃんと受け止められるか、受け流せるかという話なのだが──或いは、僕が意い識しきし過ぎているのかもしれない。

　こういう、すべてをなかったことにする小手先の取とり繕つくろいが僕の取り柄だと思っていたけれど、どうにも心地ここちは悪かった。上う手まくやれているかを自分で気にしてしまうという辺りが。

「そうだ。次の国語、問題集解いてきた？」

「ああ、一応だけど」

「ちょっと答え合わせしていい？」

　言いつつ、隣となりから手を伸ばし、僕の座る席、机の中へ手を入れて探る。

「勝手に取るなよ」

「まぁまぁ。……あ、これ？」

　僕は薄うすく溜ため息いきを吐ついた。こういうところに吹っ切れていると思わせられる。

　小学校の頃ころの芹せり菜ななら平気でやっていたこと。そして中学、高校になるにつれて周囲の目を気にしてやらなくなったこと──それを再開した。要するに、変な遠えん慮りよがなくなった。

　吹っ切れたというよりは、変化していたのを元に戻した、と言った方が自然か。

　だけど中身は違う。

　子供の頃の彼女が持っていたのは親愛だけど、成長した彼女が抱いているのは──。

「借りるね」
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　ひょっとしたら確かく信しん的てきにやっているのかもしれないとすら思わせる笑え顔がおで、芹せり菜なは言った。

　僕は肩を竦すくめ、それでもどこか空々しく苦笑する。

　仕方がない。こうなってしまった以上は。

「間違ってるかもしれないぞ」

「うん。でも、文章読解は得意でしょ？」

　自分の問題集を広げ、僕のと突き合わせ始めた芹菜を他よ所そに、僕はぼんやりと教室を見渡した。休み時間の砕けた雰囲気は妙に浮ついている。明日あしたで一学期が終わるからだろう。

　まあ、明後日あさつてから一週間の夏期講こう習しゆうがあるから登校はしなければならないのだけど。

　ふと、窓側の席、背の高い見み慣なれたドレッド頭の後頭部が目に入る。

　敷しき戸ど良りよう司じだ。そしてその席の前に立ち、嬉うれしそうに話をしているのは──鴛おし野の在あり亜あ。

「……随分と……まぁ」

「ん、何か言った？」

「いや」顔を上げる芹菜に肩を竦め、僕は少し考える。

　中学時代から内気で、異性どころか他人と話をするのさえ苦手にしていた鴛野は、つい二週間前の事件を切っ掛けに、社交的な性格に変へん貌ぼうした。

　平行世界──『虚軸キヤスト』の力によって、他者の人格を抱え込み、文字通り人が変わったのだ。

　もちろん彼女のことは僕が納得した上で放置しているのだから、それについて当の僕が怒ったり呆あきれたりする謂いわれはない。ただ。彼女が別人のように変わった、そのことは──その変化は、僕にとって果たして日常か、それとも非日常なのか。それを、少しだけ考えた。

　もちろん僕にだってわかっている。僕が必死であいつから守ろうとしている『日常』は、決して不変のものではない。流転し変化し、時間とともに別のものになっていく。

　しかし、ならば。非日常によって変化させられた事象もまた、日常と言えるのではないか。

　虚軸キヤストを排除せずに取とり繕つくろった日常も、こんなふうに違和感なく回っているのだから。

　だったら、彼女のように。切っ掛けが異常だとしても、それを越えてしまえば、そこにあるのはいつもと同じ、有り触れた光景と言ってもいいのではないか──。

「……くだらない」

「ん？　さっきから何言ってんの城き島じま」

「いや、何でもないよ」

　僕は思考を無む理り矢や理りに停止させた。

　鴛野在亜は一時的なイレギュラーだ。それに、彼女を見張っていれば、いつかあいつが鴛野に寄生した虚軸キヤストを回収しにくるかもしれない。だから罠わなの一部で、何も問題はない。

　決して許容している訳ではない、そう結けつ論ろんし、僕は瞼まぶたを閉じた。




　そして、六限目と七限目がいつものように過ぎ、終礼が済んだ後。良司と数分ほど他愛無い雑ざつ談だんを交わしてから部活へ行く良りよう司じを見送り、荷物をまとめ、帰ろうと席を立った時。

「おい、城き島じま」クラスメイトの塚つか原はらが僕を呼んだ。

「どうかしたか？」どこか遊びに行こうとでも言うつもりなんだろうか。

　夏休みは目の前だが、部活は普通にある。サッカー部に所属するこいつも練習を控えているはずだからそれはないか。だったら何か別の……などと僕が思考していると。

「……はぁ」塚原は何な故ぜか僕をじろじろと眺め回し、盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　それに妙な既視感がある。というか、前にもこんなことがなかったっけ？

「なぁ城島、俺おれ、前にも言ったけどさ」やっぱり前にもあったらしい。

「何だ？」確たしかこいつがこういう態度だったのは、半月近く前。

　舞まい鶴づる蜜みつが僕を教室の外で待っていた時だったか──厭いやな予感がした。

「いや……繰くり返すまい」と。

　塚原は急に、僕に向けていたジト目に光を宿らせる。これは……決意の光だ。

　厭な予感が増した。

　慌てて教室の外を見み遣やる。人の多い廊下。開け放たれた窓の外に見える、立ち姿。

「あいつ……なんでまた」教室の前で僕を待つなんて何を考えてるんだ……？

　目立つほどに小柄な身体からだと、後頭部にリボンを着けた女子生徒が、そこにいた。

　周囲の注目を浴びまくっているのにも構わず、教室の中をちらちらと窺うかがっている。目が合いそうになったので、その前に僕は慌てて俯うつむいた。

「城島……秘ひ訣けつを教えてくれ！」案の定、と言うか。

　塚原がとてつもなくアレな科白せりふを、戦地に赴おもむく新兵のような顔で堂々とのたまう。

「確かに俺はお前が憎かった時期もあった。何でお前ばかりと嫉しつ妬ともした。だがな……もうそういうのはやめにしたんだ。前向きに考えることにした。つまりポジティブシンキングだ」

「そういうのはポジティブとは言わない……」

「だからな、城島」こいつ、全然聴きいてない。

「お前にくだらない嫉妬を抱くよりも、ここはお前に師事することで秘訣を学ぼうと思うんだ。どうせ冴さえないお前のことだ。何か秘密があるんだろう？　脅迫とか、薬物とかさ。それを使えば俺にだって、いつかお前のような全方位フラグが……」

　血走った目で危ないことを言い始める塚原。こいつはどこへ行こうとしているのだろう。あと前回も思ったけどこれはやっぱり怒った方がいいのかもしれない。

「脅迫も薬物も犯罪だ塚原……というかフラグって何だ？」

「とぼけるなっ！」

「意味わかんねえよ！」

「いいから教えてくれよ、俺はお前が教えてくれるんなら土下座でもなんでもする！　あ……そういやお前、けっこう保健室行ってるよな!?　もしかして佐さ伯えき先生か！」

　ついに佐さ伯えきネアの名前まで出してきた。

「そうか……あの人なら特殊な薬品を持っててもおかしくない……」

「いや、それはおかしくないけど……」って、しまった。失言だった！

「ほら見ろ！　やっぱり薬物か！」

「違うって言ってんだろ！」

　いつの間にか会話の声量が大きくなっていたようで、教室に残っているクラスメイトまでこっちを見ている。ひそひそ話をしているのも耳に入ってきた。

「……薬物だってよ……」

「……え……まさか、嘘うそでしょ……？」

「……でもよく考えたら、城き島じまにあんな可愛かわいい彼女がいるっておかしくないか……？」

「……従兄いとこの特権とかじゃなかったんだな……」

「……きっと洗脳されてるのよ、あの娘こ……」

「……そういや俺おれ、あの娘が入学してからずっと、見掛けたら目で追ったりなんかしてるんだけどさ……いっつも表情動かないんだよ。笑ってるとこ殆ほとんど見たことなくて……そういうキャラだと思ってたんだけど、違うのかも……」

「……笑ったり泣いたりできなくされてるってことか……」

　……いや、誰だれか庇かばえよ、僕を。

「やってられるか」これ以上いると人間不信になりそうだったので、僕は立ち上がった。

「おい待て、無視するな……いや待ってください師匠！」

「誰が師匠だっ！」

　追いすがる塚つか原はらを一いつ蹴しゆうし、クラスメイトたちの含みのある視し線せんを無視し、教室を出る。背後で、離はなせとか俺は本気なんだとかそんな悲鳴が聞こえた。サッカー部の連中がいたたまれなくなって止めたのだろう。頑張れサッカー部、塚原の社会復帰は絶望的だぞ。

「行くな塚原！　あいつのところに行ったら社会復帰できなくなるぞっ！」って、僕かよ。

「そいつの方がボーダーだっ！」思わず捨て台詞ぜりふを残し、僕は教室を出た。

　しかし──芹せり菜なや良りよう司じが部活へ行ってしまった後で助かった。

　良司はともかく芹菜がいた日にはどんな騒さわぎになるかわかったものじゃない。いや、もうこれはかなり騒ぎになってる気がしないでもないけれど。

「で、何か用事か？」硝しよう子この前に立ち、溜ため息いき混じりに僕は言った。

「玄関で芹菜先せん輩ぱいに、まだ先輩は教室にいると教えてもらったものですから」

「教えたの森もり町まちなのか……」

「そうですが、何か？」

　どうにか脱出した僕の気も知らず、硝子は無感情極まりない顔で、僅わずかに首を傾かしげる。

「まぁいい。で……何の用だ？」

「いえ、差し迫った用事などは特にありませんが」

「は？　じゃあ何でわざわざ……」

「一緒に帰りましょう」

「……は？」ただの気紛れなのか、ひょっとしたら。

「ですから一緒に帰りましょう。……どうかしましたか。何か約束でも？」

　──まったく。

　こいつは自分の容姿が目立つということにさっぱり気付いていないから仕様がないのかもしれないけれど、少しは気を遣って欲しいと思う。

「いや……用事も約束もない」

「そうですか、では行きましょう」返事に頷うなずき、さっさと踵きびすを返す硝しよう子こ。

　僕はその場から逃げるように後を追った。

　どうにもさっきから廊下を行き交う視し線せんが痛い。教室の中からはこっちを窺うかがう気け配はいがするのは気のせいであると思いたいけれどたぶん気のせいじゃない。

「あ」と、不意に硝子が立ち止まった。

「何だ？」

「行きましょう、ではありませんね。帰りましょう、です」

「……どっちでもいい。くだらないことで立ち止まるな、行くぞ」

「帰るぞ、ですよ」

「だからどっちでもいいって言ってる！」

　とにかく、教室の周りを離はなれさえすれば僕らを知っている人間の数は減る。硝子を追い越し、やや早足で、一刻も早く階段を下りようと僕は急いだ。

　玄関口で一いつ旦たん別れ、靴を履はく。外へ出るともう待っていた。相変わらず行動が素す早ばやい。……僕が見ていない時の行動だけなのだけど。

「二カ月と十一日ぶりですね、一緒に帰るの。もっと言うと二カ月十一日と五十四分ですが」

「いや……お前ほど正せい確かくには覚えてないけどな」

「あ、今、五十五分になりました」

「いちいち報告しなくていい……」軽口を叩たたきつつ校門へと向かう。

　ここまで来ると知り合いに出くわすことも少ない。遠くにはいるのかもしれないが、空間が広いし学校帰りの人間はそれなりに多いので目立たないのだ。

「今日きようは友達とは？」

「八や重えさんは部活ですし、きみちゃんは図と書しよ館かんに行きました。長くかかりそうなので先に帰っていてくれということでしたので」

「そうか」

　硝子の友人。

　本当はもうひとり、姫ひめ島しま姫ひめという娘がいた。しかしその名前が硝しよう子この口から出ることはない。姫島姫は、今はもう、鴛おし野の在あり亜あの中に断片的に存在しているだけだ。

　あれから、硝子は彼女のことについて何も言わない。

　僕も、それについて何も尋きかなかった。尋けなかっただけかもしれないけれど。

　校門を出てから並木道へ。学生服の連中はまだ目立つが、この通りを抜ければ校外の人間も増える。ぽつぽつと、僕らは口数少なく歩き──。

「……ん？」それに、気付いた。

「おい、硝子」

「マスター」僕の疑問に、硝子は囁ささやいた。

「失礼します」囁くと同時。

「おい」その小さな指が、僕の手に絡められる。制服姿で、しかも理由もなく手を繋つなぐ。硝子にとっては本来ならあり得ない行為だった。

「……あれと関係あるのか？」僕は前を向いたまま、気け配はいだけで背後を指した。

「はい」応こたえる硝子は飄ひよう々ひようと、自然に僕の手を握り、同じ速度で歩いている。

「人数は……三人、か？」

「ご名答です」

　学校を出るまではわからなかったけれど、僕らの後ろを付かず離はなれず、窺うかがうようにして尾行している連中がいた。僕は首を傾かしげる。危険な気配はないようだが、意味がわからない。

「何だ、ありゃ」

「クラスメイトです」

「は……？」硝子のクラスメイト？　だったら、こんな誤解を招くようなことは……。

「マスター、むしろ腕を組んでもいいですか？」

「いや、さすがにそれは……」正直、街中やこの前の遊園地とかならともかく、こんな誰だれが見ているかもわからない場所でそこまではできない。

「そうですか。でしたら……いえ……去ったようですね」

　背後に集中すると気配がなくなっていた。僕は内心で安あん堵どする。

「で、何でまたこういうことになってんだ」

「私の後を尾つけていたのは、クラスの男子です」

　クラスの男子、という硝子の声に、一いつ瞬しゆんだけ心しん臓ぞうが跳ねる。

「……ひょっとして僕の教室まで来たのもそのせいなのか？」

「ええ、実は。それで諦あきらめるかと推測していたのですが、浅せん慮りよだったようです」

　クラスメイト、それも男子に後を尾けられていたというのはどういうことだろう。硝子が何か失敗を仕出かしたのだろうか。いや、それより妥当なのは──、

「もしかして……」僕は、ややいぶかしみながら尋いた。

「変な虫、という奴やつか……？　いやまさかそんな」

　我ながら変な表現だ。心中で苦笑するが、硝しよう子こは至って真ま面じ目めに、

「はい。変な虫、という奴です」とぼけた返答をする。

「はぁ？」

「実は今日きようの五限目に、男子生徒三人から海へ行こうと誘われました」

「はあ、海にね……って、え？」

「断ったのですが、放ほう課か後ごも誘いがあったもので」

　僕の足が、予期せず止まった。それにつられて、まだ手を繋つないでいた硝子の足も止まる。

　硝子は手を僕の指から離はなし、片手で持っていた鞄かばんを両手で握り直す。

　誘われた、それは──。

「私ときみちゃん、八や重えさんの三人と、計六人で海へ遊びに行こうという話でした」

「それって、つまり……」思わず息を呑のみ、僕は硝子の言葉を待つ。

　が、

「察するに、彼らのひとりがきみちゃんか八重さんに好意を持っているのではないかと」

「そうか……」硝子の返答は、僕が予測していたものと違っていた。

「そのふたりは嫌いやがってるのか？」

「表情と心拍数や口く調ちようからは迷惑だと判断できました。そもそも八重さんは彼氏持ちですし」

　ふうん、と僕は頷うなずいた。それなら──いや。

「……待てよ」それなら納得、ではない。おかしい。

「だったら、何でお前が尾つけられなきゃならないんだ？」

「その辺りの彼らの心理状況はやや不明なのですが……きみちゃんも八重さんも、クラスの中では彼氏がいないと認にん識しきされています。ですから彼らは私たちを誘う際、彼氏がいないのであれば行くことは吝やぶさかでないのではないかというような主しゆ旨しの誘い文句を使っていました」

「……で？」

「恐らく、私がさしたる理由も提示せず頑かたくなに断ったせいで、彼らは……私とマスターが男女交際をしているという噂うわさが本当ではないのかと疑問を持ったのでしょう」

　聴ききつつ、僕は妙な違和感を覚える。そして、

「故に、彼らはその真偽について確たしかめようとしたと推測できます」

　結けつ論ろんにあたり、違和感は確かく信しんに変わる。

　……変な頭痛がしてきた。僕は眉み間けんを押さえ、

「お前……その考え、直なお川かわと皆みな春はるに言ったか？」

「いえ、言っていませんが……」やっぱり。言っていたなら大笑いされている。

「そっか、じゃあお前ひとりで立てた推論か……」

　要するに硝子の理屈、その大前提が間違っていて、故にこんな意味不明の論理が構築されてしまっているのだろう。

　結局、僕がさっき少し焦ったのは、まったく正しかったという訳だ。

「お前、それな……」誘われているのは直なお川かわ君きみ子こでも皆みな春はる八や重えでもない。

　僕らが尾つけられているのが何よりの証拠だ。こいつはたぶん、そういう感情がまさか自分に向けられることがあるとは露つゆほども考えていない。

「……はい？」

「どう考えても……」狙ねらいはお前だぞ。

　──そう言いかけて、僕は硬直した。

　その程度のこと、硝しよう子こが分析し間違えるというのはおかしい、そんな気がしたのだ。

　もちろん単に、恋愛感情や男女のことをまったく理解していないというだけなのかもしれない。だけど人間の心理をロジックとして完かん璧ぺきに分析し、状況に応じた言葉や表情を作成し社会生活を送ることさえできるこいつが、こんなおかしな論ろん理りを自分で考え、それに疑問も持たないなんてこと、あるのだろうか？　どこかおかしい。

　二週間前のショックから立ち直っていないのかもしれない、と。僕はふと、そう思った。

　何せ友達がひとり死んでしまったのだ。姫ひめ島しま姫ひめは、硝子の友達は、もう二度と戻ってこない。そのことを、感情の芽め生ばえ始めた硝子は上う手まく処理できずに──混乱しているのか。

「……いや、まあいい」僕は、口を噤つぐんだ。

「何でしょうマスター。何を言おうとしていたのですか？」

　大したことじゃないからいい、そう呟つぶやくと歩みを再開する。

　何か言ってやりたかったけれど、いい言葉が浮かばなかった。家に帰って、もう少し硝子に時間を与えてから、改めて切り出そう。

　硝子はほんの僅わずかに首を傾かしげたが、結局何も言わず、僕に並ぶ。

　だけど、そんな僕の思考を、

「マスター」

「何だ？」硝子の不意打ちが、停止させた。

「ひとつ、質問があるのですが……もしもきみちゃんがその誘いに否定的でなく、八重さんも承しよう諾だくしたとしたら……私はどうするべきでしょうか？」

　まるで電でん撃げきのような、その言葉。

「……え？」

「彼女たちに付き合って、海に行くべきでしょうか？　それとも断るべきでしょうか？」

　思わず硝子の顔を見る。

　屈託なく、無表情で、普通の人間が見ても何を考えているかわからない、いつもの顔。

　ただ、その気け配はいが、いつもと違って読めず──何を言いたいのか、僕にもわからない。

「私はマスターの所有物です。ですから、勝手に遊びに行ったりなどは……」

「別に、いいんじゃないか」咄とつ嗟さに、そんな言葉が口をついて出た。

「ですが……」

「お前が女友達と遊びに行くのを僕は別に制限してないし、お前もいちいち許可を得ないだろ？　だからそれと同じようにすればいい」

　言い訳のように口走りながら、僕は焦りを必死に押さえ、考えを巡らせる。

　僕の知らない男と遊びに行く硝しよう子こ。

　正直なところ、そんなことは想像もしていなかった。

　それに対して僕は何を思うのだろう。思えばいいのだろう。

　確たしかにこいつは僕にとって、虚軸キヤストとか固定剤リターダとかそんなものとは関係なく大事な存在だ。だけどその僕の感情は何に起因するものなのか。それがわからない。

　親愛か、恋愛か。前者ではないと思う。だけど後者とも違う。だったら──仮に将来、硝子が恋愛感情を持つようになったとして、その思慕が、僕ではない誰だれかに向いたとしたら？

　考えられないのか、考えたくないのか。僕の脳は活動したがらなかった。

「……そうですか」硝子の声は無感情。

　それでも、いつもは何を考えているかがわかるのに、今は何も読み取れない。

「では、もしその時が来たら、私は自身の規き範はんに従って行動することにします」

「ああ、そうしろ」頷うなずくのが、精一杯だった。

　──こんなことを考えてしまうのも、りなちゃんのせいかもしれない。

　あくまで日常の範囲における、関係の変化。今までは想像だにしていなかった、当たり前のこと。昨日きのうの告白からこっち、僕はどうにもそればかりを考えてしまっている。




　　　　‡




　そして日が暮れて、夜。

　騒さわがしくない程度の音量で、テレビがニュースを伝えています。マスターは台所でごそごそと、冷蔵庫の霜しも取とり中。私はその間、優ゆう雅がにお茶を飲んでいました。ほうじ茶です。

「終わった」と、マスターがようやく台所から帰ってきました。

「何だあれ。溜たまり過ぎだ」

　疲れた両手首をぶらぶらとさせながら、愚ぐ痴ちを零こぼしています。

「けちって買い替えないからです。そもそも霜が出る時点で旧式ですよ」

「う……いや、まぁそりゃそうなんだけど。勿もつ体たいないだろう、まだ使えるんだから」

「マスターはいつもそうやって勿体ない勿体ないと。よくよく考えるとビデオデッキやテレビもですね。そんなに『勿体ない』ばかり言ってると、勿体ないお化けが出ますよ」

「……硝子……それは逆だ」

「そうでしたか？」私はお茶に口を付けます。

　今日きようのような暑い日は冷たい飲み物とプリンというのが一日の疲れを癒いやすという意味でも最も適切なのですが、本日は生あい憎にくプリンのストックがありません。マスターの不備ではなく、私が先日買い物に出掛けた時に忘れてしまっていたというのが原因なので文句も言えません。

　機き械かいの私が物忘れをするなどということ、本来は考えられないのですが……それは、買い物に行く直前に出会った、彼女のことが原因でした。

　ひめひめ──いえ、ひめひめの身体からだと記き憶おくを乗っ取った、無限回廊エターナル・アイドル。

　彼女にどう対処すべきかという結けつ論ろんは、未いまだ私の中で出ていません。

　ただ、一刻も早くひめひめから無限回廊エターナル・アイドルの存在を切きり離はなし、彼女を取り戻さなければならない、それだけは確たしかなのですが。

　向かいのソファに座ったマスターを見ます。彼は、急きゆう須すに入ったほうじ茶を自分の湯ゆ呑のみに注いでいました。肉体労働をした後なのに、理に適かなっていませんね。

「暑くはないのですか？」

「いや、さっき冷たいオレンジジュース飲んだから別に」

「おやおや」こっそりそんなものを。

「何だよおやおやって……お前最近どうにも反抗的だな」マスターは苦笑しました。

「この状態を反抗的というならば、私が従順だった時というのはいつ頃ごろなのでしょうか」

「ん？」私の問いに考え込んで、にやりと笑い、「ないな……未いまだかつて」

「倒置法を使ってまで強きよう調ちようしないでください。まったく。散々私を弄もてあそんでおいて、まるで掌てのひらを返したかのようにそんな……もう私はあなたから離れられないというのに」

「いつ僕がお前を弄んだ!?　変な言葉ばっかり覚えやがって……！」

「ちなみにこれは先日の……」

「いやいい言わなくて大体わかる」

「そう言っていた女は開始二十九分で刺殺されました」

「だから言わなくていいっ」

「ところでマスター、犯人を自分で追い詰めておきながらラスト十分で『死んでしまった人間が悲しんでいる』とかなんとか無関係な立場から説得しつつ、犯人が逮捕された後には『悲しい事件だった』などと他ひ人と事ごとのように締しめる素人しろうと探偵についてどう思いますか？」

「サスペンスの定番だから仕方ないけど……僕はあれが嫌いで見ないんだ」

「そうですか。あれ、マスターにそっくりです」

「…………どこがだ」

「犯人を精神的に追い詰める手口が」

　まあ、火サスの探偵役は天然で、マスターは確かく信しん的てきにやってるという違いはありますが。そしてどちらかと言えば社会通念上、後者の方が遙はるかに非人道的です。

「そう……なのか……？」

　と、妙に神妙な顔でマスターが考え込み始めました。

　まぁ、オレンジジュースを黙だまって飲んだペナルティはこのくらいにしておきましょうか。

「でも、同じ部屋で夜を共にしていたではないですか。五年前までは」

　それは事実です。マスターがまだ小学生で、しかも私が満足に動けない頃ころ、私の介かい護ごをするために隣となりの布団で寝てくれていただけなのですが。

「いや、だからそういう問題じゃ……あぁ、もういいや」

　マスターは何か遠いところを見始めました。そっちは壁かべですよ？

　私は、話題を変えることにしました。

「ところでマスター。あれから、学校での変化は特にないのですか？」

「ああ」マスターの視し線せんが現実に帰ってきます。

「全校生徒の九割九分は確かく認にんしてる。職しよく員いん室しつにも何度か行ったんだけど、無む駄だ足あしだった」

「継続するしかない、ということですか」

「そうだな……里り緒おに負担を掛けることになるけど」

　マスターは、毎朝と、それから放ほう課か後ごに週二回のペースで、里緒さんと一緒に校内の生徒を検分しています。里緒さんは虚軸キヤストが憑ひよう依いした人間をひと目で見分けることができるが故です。

「牽けん制せいにもなるし、例のメールマガジンのこともある。用心しておかないとまずい」

「メールマガジンの方は……あれから私も可能な範はん囲いで調しらべてみましたが、何も」

「……僕もだ。或いは鴛おし野のの嘘うそかもしれないけどな」

　前回の事件で明らかになったことのひとつに、無限回廊エターナル・アイドルが個人で作り上げているらしいコミュニティの存在がありました。友人の紹介がなければ入れないという名目で、無作為に挾はさ間ま市し内ないの人々をメールマガジンに登とう録ろくさせ、そうして自分の手て駒ごまになりそうな人間を選定しているようです。私もマスターも、クラスメイトにそれとなく尋きいたりなどして調べているのですが、現在のところ、存在の有う無むすらも確認できていません。

「あれから二週間、か。いずれ尻尾しつぽを掴つかめるとは思うんだけど……」

「そうですね」

　まだ二週間、なのか。もう二週間、なのか。

　主しゆ観かん的てきな時間の流れは機き械かいである私の中には存在しませんので、私には十五日間という定義でしかありませんが、マスターはどう感じているのでしょう。私にはわかりませんでした。

「あの、マスター……」ですから私は口を開き、会話の取っ掛かりを捜し、

「あ、そうだ」と、唐突に。

　思い出したかのように、マスターの言葉。

「あ、はい。どうかしたのですか？」

　私が言いかけた言葉には気付かず、マスターは、あのな、と姿勢を改め、

「明日あした、里り緒おが家に来るけど、いいか？」

「食事にですか？」機き会かいを逸した私は、それでも話題に乗ります。

「ああ。この前倒れた件の全快祝いというか、慰い労ろうみたいなものだ」

「慰労……とすると、殊こと子こさんや佐さ伯えき先生や、舞まい鶴づる蜜みつはどうするのですか？　協力してくれたというのなら彼女たちにも声を掛けなければならないのでは」

「勘弁してくれ……」マスターは、苦笑と苦渋の中間のような表情をしました。

「今回は内祝いみたいなもんだし、何より、あいつら全員家に揃そろってみろ」

　言われて、私はそうなった時の状況をシミュレートします。

　里緒さん。殊子さん。佐伯先生。それに、あり得ないけれど、舞鶴蜜──。

「結けつ論ろんが出ました、マスター。……我が家は崩ほう壊かいします」

「それに、わざわざ家に招待なんかして喜ぶような連中でもない……いや……殊子は違う意味で喜ぶかもしれないけど、あいつの喜びは僕らの苦しみだぞ」

「私には苦しいなどという感情は存在しませんのでそこは構わないのですが、何らかの徒労が代価として支払われることにはなるでしょうね」

「いつも協力してくれたあとはファミレスで奢おごってやってるし、それで充分だ」

「わかりました。では、里緒さんの分の食事を追加でいいのですね」

「ああ。普ふ段だん碌ろくなもん食べてないから、できるだけ栄養のバランスが取れた奴やつがいいな。それと……ひょっとしたらというか、たぶん泊まっていきたがる気がする」

「では、明日晴れていたら布団をひと組干して行きましょう」

「頼む」頷うなずくマスター。そこでふと疑問が生じました。

「ところで、里緒さんはマスターの部屋で一緒に寝たがるかもしれませんね」

「……え？」どうやら、その可能性にまったく気付いていなかったようです。

「それはさすがに……いや……あり得る、か？」

「一緒の布団にしますか？」

「ば、何を言い出すんだお前は！」

「仮に別の布団としても、この場合……マスターの部屋に敷しくべきでしょうか、布団」

「いや、待て、ちょっと待て」私の質問に、マスターは必死で何やら考え始めました。

　それはまずい、とか、いやまずくもないのか、とか、いいややっぱりまずい、とか、しかしそういう問題でも、とか、ぶつぶつと呟つぶやいています。

「どうしたのですか？　まさか一緒の部屋に寝ると、夜中に思いあまって里緒さんを……」

「あまるかっ！」

「それでは、私の部屋に里緒さんの布団を敷きましょうか？」

「ああ、それが……いや待て、それは里緒が気を遣うかも……」

「確たしかに。……では、わかりました」歯切れが悪いというよりも、軽く混乱しているマスターに、機き械かいたる私が合理的かつ万事解決な結けつ論ろんを提示することにしましょう。

「何だ？　何かいい方法でもあるのか？」

「はい」私は姿勢を正し、背筋を伸ばして、

「マスターと私と里り緒おさん、客間で三人一緒に寝ましょう。川の字です」

　…………おや？

「どうしましたマスター。何か問題でも……」どういう訳か、私の完かん璧ぺきな解決案にマスターは今まで以上に頭を抱えています。おかしいですね。

　マスターと里緒さんが一緒の部屋で寝るのが問題で、かつ私と里緒さんが同じ部屋で寝るのにも問題があるのなら、その方法しかありません。そもそも私とマスターは五年前まで同室で寝ていたのですから問題がある訳はなく、里緒さんもふたりより三人の方が喜ぶはずです。私が一緒に寝ることでマスターも里緒さんに対して気を遣わずに済むし、里緒さんも私に対して気を遣わずに済みます。一いつ石せき二に鳥ちよう、いえ三鳥です。

「お前の思考回路が時々わからなくなる……」

「川の字というと、まるで家族水入らずのようですね。この場合、私とマスターが夫婦役でしょうか？　それとも里緒さんと……」

「人の話を聴きけっ。……とにかく、布団を敷しく場所は明日あしたまた考えればいい」

「誤ご魔ま化かしましたね。その辺りの論理の摺すり替えも、サスペンスの探偵役にそっくりです」

「うるさい」呟つぶやきながら、再びマスターの視し線せんが遠くを見始めました。

　どうやら私と里緒さんとマスターとの三人家族の図を想像してしまったようです。

　この辺で勘弁してあげることにしましょうか。

「まあ、布団のことは明日考えましょう。しかし、夕食のメニューはどうしましょう？」

　食べ物の味がわからない里緒さんですが、味付けに手を抜く訳にはいきません。しかし肉料理中心にしてしまうと栄養が偏かたよります。野菜中心で、夏に相応ふさわしいものを。

　そんなことを言っていた時です。

　あれこれと提案する私の話を聴いていたマスターの表情が、ふと変わりました。

「……どうか」しましたか、と言いかけて、気付きました。

　マスターの視線はテレビに固定されています。そして、画面の中から流れるニュースに。

『よって、県けん警けいは犯人を一刻も早く突き止めるとともに、残酷な犯罪がペットたちにこれ以上及ばないように、夜間の見回りなどを強化しつつ……』

「これは……」全国区ではなく、ローカルのニュース。

「隣となりの玖く珠す市しで、飼い犬の惨殺が相次いでるらしい。バットか何かの鈍器で頭部を一いち撃げき」

　説明するようなマスターの言葉。

　隣の市と、殺害。その符合は、春先に起きた事件と妙な一致を見せていました。

「八や重えさんではあり得ませんし、単なる異常者の行動かと推測できますが」

　二カ月前の事件。

　私の友達である八や重えさんが、無限回廊エターナル・アイドルに唆そそのかされて起こした、虚軸キヤスト絡みの──隣となりの玖く珠す市しでの連続殺人事件。世界に働く修正力リペイントマーカーによって、その殺人事件はすべて『なかったこと』にされたので、被害者はひとりも存在しなくなり、かつ人々の記き憶おくにも残っていないことではありますが、覚えている人間にはあれを連想させるのも確たしかです。

「わかってる。単にちょっと気になっただけだ」

「八重さんは関係なくても、虚軸キヤストが関係している可能性もあるということですか？」

「ああ。皆みな春はる八重にあいつが渡した虚軸キヤストと似たものを、あいつは持ってるらしいし」

　二週間前に、無限回廊エターナル・アイドルと直接対たい峙じした里り緒おさんの証言です。

「すべての事件に対して網を張ることもできませんが……」

「人間じゃなくて庭先で飼われてる犬を中心にした犯行らしいけど……注意しておくに越したことはない。玖珠市内から来てるクラスメイトにでも尋きいてみようと思う」

「では、私もそうしておきましょう」

　頼む、とマスターが言った時にはもう、ニュースは次のものになっていました。挾はさ間ま市しにあるお寺の池に棲すみ付いた鴨かもが子供を産んだそうです。……ペット惨殺事件のあとにこれですか。視し聴ちよう者しやはあまりほのぼのした気分にはなれないと推測します。

　ともあれ、

「いい加減、打って出ないといけないかもしれないな」

　重く呟つぶやくマスターは、眉まゆ根ねを寄せて真剣な表情をしていました。

「手はあるのですか？」

「正直なところ、ない。鴛おし野の在あり亜あに取とり憑ついた『有限円環アカイイト』を、あいつが回収に来るかもしれないって、それだけだ。それにしたって、あいつはそれを読んでるだろうし……まったく苛いら々いらするな。こっちには守るべきものが多くて、あいつには捨てていいものばかりだ」

　捨てていいもの。

　本来なら虚軸キヤストの存在に不可欠かつ不可分である固定剤リターダ。それを自由に取り替えられる無限回廊エターナル・アイドルにとっては、自分の身体からだすらも使い捨てです。

　そう、今使っている、ひめひめの身体さえも──。

　私は故に、口を開こうとしました。さっき言い損ねた言葉、今が頃ころ合あいです。

「あの、マスター」

「ん？」

　しかし。

「あの……えっと、お茶を……淹いれなおしてきますね」

　本体の下した命令に反し、私の口から出たのは、そのひと言。

　違う、そう思考しました。しかし身体は、言葉を実行しようと動き、本体部分にエラー。

　立ち上がり、急きゆう須すを持ち、私は台所へ行きます。

　マスターの姿を後しり目めに、勝手に動く身体からだを抑えきれずに。

　──薄うすく、息を吐きました。

　私の前へひめひめの姿で現れた、無限回廊エターナル・アイドル。

　彼──或いは彼女──は、言っていました。

　私に感情を芽め生ばえさせる、それが自分の目的だ、と。

　私の中にある、演算不可能な不ふ確かく定てい性せい。それがすべての鍵かぎだ、と。

　それが何を意味しているのか、私にはわかりません。或いはこのエラーがそうなのかもしれません。しかし感情など機き械かいの私に存在するはずはなく、仮に万が一そのようなものが発生したとして、果たして無限回廊エターナル・アイドルにとってどんな得があるのか。

　そもそも、あの存在の目的、それそのものが私にとっては理解も演算も不能です。

　──だけど。

　私がひめひめを『取り戻そうとする過程が重要』と、そう言った以上、無限回廊エターナル・アイドルは近い内に私の許もとへ現れるはずです。それも、私やマスターにそれとわかる手掛かりか罠わなを提示して。

　ポットのお湯を急須に注ぎながら、私は台所からマスターの顔を覗のぞきました。

　あの人はまだ真剣な顔をして、何かを考え込んでいます。

　その光景に私は、思考回路に澱おりのように沈んでいる何かが、自らの裡うちでまた増大するのを確認しました。それは、さっきから何度も──いえ、一昨日おとといの夜から何度も現れるエラー。

　ひめひめのことを考えてしまう度たびに。

　そして、そのことを、マスターに報告しようとする度に。

　そう。

　無限回廊エターナル・アイドルとして私の前に現れたひめひめは、まだ生きているということを。

　私の友人が、マスターの敵になってしまったことを──。

　言わなければならないと完全に理解しているはずなのに、私の口はあれから二十四時間以上経たった今でも、マスターにそれらを告げられずにいます。

　主人に従う機械であるはずの私が行っている、明らかな矛む盾じゆん行動。

　昨日きのうの夜も、実際に何度かその情報を開示しようとしました。しかしその度に私の有機体は本体の思考と命令を無視し、唇を止めて心しん臓ぞうを加速させました。

　明日あしたになったら身体の齟そ齬ごも治る、そう結けつ論ろんして床とこへ就ついたのに。

　一晩経つと事態は悪化し、思考エラーは昼にまで発生する始末。

　家に帰ってからも駄だ目めでした。

　私の口は結局、どうでもいいことばかりを紡つむぎ──。

　機械には、決してあるまじき愚行です。

　それは主人への背反に等しい、私の存在を根幹から揺るがすことであるはずなのに。

　手はない、と。そう言っていたマスターにとってひめひめの情報は、状況を進歩させる術すべに充分なり得るというのに。それなのに、私は……。

「あ……」と。

　流れ落ちる水の音に気付き、私はいつの間にか泳がせてしまっていた視し線せんの焦点を結び直しました。見ればポットから注がれる熱ねつ湯とうが急きゆう須すを溢あふれ出し、床へと落ちています。

「きゃ！」同時。私の指先に、跳ね返りの雫しずくがかかりました。

　ほんの数滴でしたが、熱あつさに耐え兼ねて反射的に手を離はなします。がしゃん、と。それに伴い、急須が私の指先から零こぼれ、台所の床へと墜つい落らくし──壊こわれます。

「どうかしたのか……って、おい！」

　音に驚おどろいたマスターが立ち上がり、台所へと駆け寄ってきました。

「あ……」

「何やってんだお前……怪け我がは？」

「いえ……あの、その」

　指先が僅わずかに赤くなっています。火傷やけどは軽微です。スリッパを履はいていたので足は無事でしたし、パジャマのズボンのお陰で熱湯と陶器の破片は臑すねを傷付けていません。

「怪我は……ありません」

　マスターは応こたえず、私の肩を抱くようにして、流しの水道を開きます。
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「冷やしてろ」蛇口から出てきた水へ私の指を宛あてがうと、干してあった布巾を掴つかみました。

「あの、マスター……私」

「いいから。ここは僕がやる」

　背中を向けしゃがみ込み、汚くなった床の掃除を始めるマスター。

「お前……普ふ段だんはこんなヘマしないのに。大丈夫か？」

「あ、その……すみません」急きゆう須すの破片を摘つまむ彼へ、私は謝しや罪ざいしかできませんでした。

「いいよ。しばらくそうしてろ。……お前もいろいろあって疲れてるのかもしれない。機き械かい部分がそうじゃなくても、人間の身体からだってのはストレスを感じるもんだ」

　顔は見えませんが、言葉と口く調ちようは私を慮おもんぱかっていました。

　ストレス。

　マスターが想像するそれには、現実に私が抱えているものと差異があります。

　何な故ぜなら彼は──二週間前の事件でひめひめが死んでしまって、そのことを引ひき摺ずっている私がこの失敗をしてしまったと──そう思っている。

「明日あした、ゆっくり話をしよう。今日きようはもう休め」

「マスター、あの」そうではないのです、と。そう言おうとしました。

　けれど、その次の言葉は喉のどから出ず、

「指……じんじんします」

　結局、雑ぞう巾きんで床を拭ふくマスターに、形けい骸がい的てきな言葉を投げ掛けるのみ。

「あとで薬塗っとけ」

「あ、いえ、その……」違うんです。そういうことを言いたいのではなく──。

「わかったよ」マスターは応こたえます。

「塗ってやるから。今は冷やしてろ」振り向き、微かすかに笑えみ。

　それは恐らく彼なりの優やさしさなのでしょう。

　けれど私は──そんなマスターの笑え顔がおを受け取る資格があるのでしょうか。

　マスターに、薬を塗ってもらう資格が──。

　微かに痛む指先と、それを冷やす流水の感覚。

　私は口を噤つぐんだまま、ただ彼の背中をじっと見詰めていました。

　マスター。私は……故障しているのかもしれません。

　そんな言葉がふと浮かび、そして。

　論ろん理り回路の、あり得ない、という否定によって、消えました。

　故障はどこにも認められていない、と。




　　　　‡




「……ふむ」それと、時を同じくして。

　明かりの点ついた城き島じま家けを遠巻きに見詰めながら、『彼女』はひとり、闇やみの中で微かすかに笑えむ。住宅街の路地は暗く、街灯の発する光もすべてを照らしてはいない。

　それは、歳としの頃ころ十五、六ほどの少女の姿をしていた。

　茶ちや色いろがかった髪をふたつに括くくったありふれた顔立ち。しかし、夏の夜にはまるで不似合いな長なが袖そでのセーラー服を着ていた。見る者が見れば異様に映るだろう。

「さて……どうするかな」少女はひとりごちた。

　声もまた、歳と容姿にまったく似合わず打算的で、同時に老ろう獪かいだった。口く調ちようも男に近い。朗らかに笑えば人なつこそうな表情になるだろう目鼻立ちもまた、今は薄うすく歪ゆがんでいる。

　──無限回廊エターナル・アイドル。

　現在は姫ひめ島しま姫ひめの身体からだを固定剤リターダにしてこの世界に居座っているそいつは、コンクリの壁かべに背を預けたまま、城島邸を二十メートルの先から眇すがめに見ていた。

　あの家に住まうふたりで、今度はどういうふうに遊ぼうか、と。無限回廊エターナル・アイドルはそう考える。

　考えた瞬しゆん間かん、胸が痛み、恐怖と罪悪感で足が震ふるえた。

「くく」その反応に、頬ほおを引ひき攣つらせつつ笑う。胸の痛みも恐怖も罪悪感も、無限回廊エターナル・アイドルから発せられたものではない。それは、固定剤リターダである姫島姫の感情だった。

　昨日きのうの夕刻、城島硝しよう子こ──『全一オール・イン・ワン』に告げた通り、無限回廊エターナル・アイドルはまだ、この身体の本来の持ち主である彼女の心を、自我へと完全に癒ゆ着ちやくさせていなかった。

　一度死に、存在の一部を鴛おし野の在あり亜あへと流出させてしまった姫島姫に、本来の意味で『心』というものが存在するのかは疑問だが、それは結局倫理的、哲学的な問いに過ぎないのだろう。

　虚軸キヤストである自分が固定剤リターダにできたのだから、心はあるのだ。

　無限回廊エターナル・アイドルが姫島姫の生体活動を復活させた時、彼女は殆ほとんど死滅していなかった脳細胞に再び電気を点ともし、シナプスを繋つなげて自我を取り戻した。取り込み自分の一部としようかと思ったが、これを使えば面おも白しろいことになる、そう判断してやめておいた。

　その目もく論ろ見みは決して損ではない、と思う。

　何な故ぜならこれは『全一オール・イン・ワン』と、城島晶あきらと触れ合える、絶好の機き会かいとなるはずだからだ。

　──やめて。と、頭の中で声がする。

　恐らく、姫島姫の主しゆ観かんで見るなら、自彼分女の頭の中では無限回廊自分の声が聞こえているはずだ。

　姫島姫は叫んでいた。

　──私の中から出て行って。

　──私を返して。

　──硝しよう子こに……酷ひどいこと、しないで。

　だけどその声と、声に付随する感情は酷く小さく、遠い。当たり前だ。そうでなければお互いに影えい響きようし合い、姫ひめ島しま姫ひめと自分とが溶け合ってしまう。虚軸キヤストが固定されるというのはそういうことだ。別個の意い識しき体たいがひとつに重なり、心が混ざり合う主体の曖あい昧まい化か。無限回廊エターナル・アイドル自身、今まで固定剤リターダにしてきた人間たちの意識をすべて持っている。それはもう混ざり過ぎて、何がどうなっているのか判然としないほどに酷く曖昧になってしまったけれど、それでも。

　計画としては──自分と彼女が混じり合ってしまうと意味がない。

　故に無限回廊エターナル・アイドルは、姫島姫の意識を遠くに置いている。実軸ランナに存在固定できる最低限の居場所だけを作り、あとは隔かく離りしている。彼女は、欠落したものさえ少ないだろう。

　簡かん単たんなことだった。そもそも自分はその程度に脆ぜい弱じやくで、小さな世界に過ぎないのだから。

　──どうするつもりなのよ……！

　叫ぶ声が耳の中ではなく、心の中だけで聞こえる。

　恐らく、自分がまだ何も決めていないことに、どんな手で城き島じま硝子を追い詰めるかをまだ考えていないことに、姫島姫が訝いぶかしみ、恐怖しているのだ。

「さて、お前の言う通り……どうするかな」くつくつと嗤わらう。

　下地はある。インターネット上に張り巡らせたコミュニティだ。メンバーは百五十人ほど。その中には『全一オール・イン・ワン』の通う挾はさ間ま学がく園えんに所属する学生も大量に含まれている。

　そこから得ている情報は莫ばく大だいで、その気になればどんなことでもできる。しかし、ただ無む闇やみに罠わなを仕掛けるのは面おも白しろくも何ともない。何より、今はそれでは駄だ目めだ。

　前々回の皆みな春はる八や重えと直なお川かわ浩こう輔すけのように。前回の森もり町まち芹せり菜なと鴛おし野の在あり亜あのように。城島晶あきらと城島硝子に身近な人日間常たちを巻き込んで、楽しく破綻を導く必要がある。

「……ん？」考えていると、ふと胸が痛んだ。

　おかしいと思う。これは、この痛つう痒ようは姫島姫の感情ではない。

　だったら──自分の思考のどこで、自分は傷付いた？

「……そうか」思い返して得とく心しんした。

　皆春八重と直川浩輔のように、という、そのくだりだ。

　直川浩輔。彼のことを考えた時に。

　考えてみれば当然のことだった。自分が今の固定剤この身体を得る前に憑ひよう依いしていた人物。その『彼』の記き憶おくと感情がフラッシュバックしたという訳だ。

　それは、直川浩輔の父親。

「息子が消えてしまったことを悔いているのか、俺おれは。ふふ……面白いな」

　家族としても薄うすい繋つながりだった。会話らしい会話も殆ほとんどしたことがない。それでもどうやら愛情は持っていたようだ。いや……愛情というよりも、父である自分をもっと見て欲しい、相手をして欲しいというエゴか。まったく歪ゆがんでいる。

　だけど、そこで。

　無限回廊エターナル・アイドルは、ふと、気付いた。

　かつて自分には、直川浩輔の他にもうひとり、愛すべき子供がいたのではなかったか？

　──うそ。

　無限回廊エターナル・アイドルの思考、そのベクトルがよくないところへ向かったのに感付いたのだろう。姫ひめ島しま姫ひめの自我がおののき、心しん臓ぞうを跳ねさせる。

　──まさか。

「ああ……そのまさかだ」

　焦しよう燥そうのバックノイズを受けて動どう悸きを速めながら、無限回廊エターナル・アイドルはそれでも嗤わらった。

「そうだな……こいつは面おも白しろいことになりそうだ」

　どうして今まで気付かなかったのだろう。

　城き島じま硝しよう子この身近な存在。彼女は実に都合がいい。

　彼女を使えば、『全一オール・イン・ワン』の他ほかにももうひとり、舞ぶ台たいに引ひき摺ずり上げられるではないか。

　あの──平坦な戦争を交こう錯さくさせる、容赦のない哄こう笑しようを。

　平面へとぶち撒まけられた、色とりどりの破片を。

「くく……決まったな、これは」

　──嘘うそ、でしょ。

　愕がく然ぜんとする姫島姫の声が無限回廊エターナル・アイドルに染み渡る。

　微小とはいえ存在を重ねている自分にも、その感情は同じように伝わってくる。

「さあ……腹は決まった。さすれば策を練ろうか」

　暗い夜の路地にひとり佇たたずみながら、誰だれに言い聞かせるでもなく、無限回廊エターナル・アイドルは少女の声で以もつて厳おごそかに、しかし浮つきながらひとりごちる。

「せっかくだ、少し手の込んだことをしよう。城島晶あきらのことも忘れてはいけないからな。……あいつらが同様に、きっちりと苦しむような計画を立てよう。この前よりは多少派は手でに行こう。楽しみだ。ああ……楽しみで楽しみで仕方がないな、これは……！」

　まずはコミュニティを確かく認にんし、使えそうな手て駒ごまをピックアップしなければ。

　──やめて……よ！

　姫島姫の絶望が聞こえる。聞こえるだけではなくて無限回廊エターナル・アイドル自身にも伝わる。

　だが、それが心地ここちいい。希望も絶望も喜びも悲しみも、同様に素す晴ばらしい。

　あらゆる人格を抱え込み、あらゆる記き憶おくを共有し、あらゆる感情を味わう。

　苦く悶もんすら娯楽とし、生きていることの実感を得る。

　そう──生きたい。

　それこそが、無限回廊エターナル・アイドルという形式名モデリングを与えられた、自分の存在意義なのだ。

　ブロック塀から背を離はなし、踵きびすを返す。歩きながら携帯電話を開き、コミュニティへと繋つなぐ。

　姫ひめの姿をした無限回廊エターナル・アイドルは、含み笑いを洩もらしながらその場を後にした。
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　図書室特有の静せい謐ひつさの中、最後の一ページをめくり、満足して本を閉じる。

「うーん」物語の余よ韻いんとともに時計を見た。もうすぐ昼休みが終わってしまう。硝しよう子こと八や重えもそろそろ戻ってきているに違いない。教室に帰ろうか、と思い、直なお川かわ君きみ子こは席を立った。

　一学期最後の日である七月二十四日、昼休み。

　中学校までとは違い、終業式もなければ午前中放校でもない。明日あしたからは夏休みだが夏期講こう習しゆうもある。去年までとまったく違う習しゆう慣かんはちょっと新しん鮮せんだった。

「さて、と」考えてみれば、昼休みに図書室へ来るのは初めてかもしれない。

　普ふ段だんならグループのふたりとお喋しやべりに終始するところなのだが、今日きようはふたりとも用事で教室にいなかった。八重が部活の話し合いで、硝子が知人のところ。他ほかの友達と話をしてもよかったのだけれど、そう言えば図書室で借りた読みかけの本がもう少しで終わるというのを思い出し、ついでにここへ来たという訳だ。

　ハードカバーを片手に、『国内文学』の書棚へと歩く。元にあった場所へ本を収め、それから、何か一冊借りて帰ろうと物色し始めた。

「えっと……」読むジャンルに拘こだわりがある訳ではない。ミステリが好きではあるが、それは単に他のものより読んでいてドキドキするからというだけだ。

　ちなみにさっきまで読んでいたのは『獄ごく門もん島とう』。

　こういうのを読む度たびに、友達には、またそんな女子高生らしくないものを、とからかわれる。面おも白しろいのにと反感を覚えるが、それでも君子は無理に勧めたりはしない。そういうことを言う友達も、内容を話して聴きかせれば面白がってくれるから、それだけでいい。

　それに──彼女だって、何な故ぜか本のタイトルだけは知っていたりするのだ。

　と、思い出して笑え顔がおになって、ふと気付いた。

　──彼女、って誰だれだったっけ？

　クラスで仲のいい城き島じま硝子と皆みな春はる八重ではない。硝子は自分と同じく読書好きで君子の読んでいる本を大概読んでいたりするし、八重は本そのものにそれほど興きよう味みがある娘ではない。だったら他のクラスメイトだろうか。でも、どんな本を読んだかなんて、硝子と八重くらいにしか話して聴かせないと思うのだけど──。

　まぁ、忘れているだけで、クラスメイトの誰かにしたことがあったのだろう。

　気を取り直して、本棚に並べられた背表紙を眺める。

　どれにしよう。今晩中に読み終わるようなものがいい。

　本棚の上の方に並べられた文庫本に目を遣やった。読んだことがあるものが多いので、視し線せんを上にしたままカニみたいに横ばいで移動を始める。

　棚が終わり、次の棚へ。カタカナ文字と英字が多くなる。海外文学の棚に移った。

　──あれがいいかな。

『二人がここにいる不ふ思し議ぎ』。タイトルが飾らなくて気に入った。ブラッドベリは読んだことがない。ＳＦだった気がする。確たしか硝しよう子こが詳しかったから明日あした話をしよう。

「よっ」背を伸ばし、本を掴つかもうとした。

　が。そこで君きみ子こは、大変なことに気付いた。

「届かないや……！」これはショックだ。

　確かに自分は背が低い方だけど、ここまでとは思っていなかった。いつも自分よりも更に背が低い硝子と一緒にいるのが原因かもしれない。周囲を見渡す。台は見当たらない。探しに行くのも面めん倒どうだし、何か負けた気がする。故にもう一回挑戦。

　無言でジャンプ。背表紙に指が触れる。でもそれだけ。

　もう一回。触れるけど取れない。狙ねらいも定まらない。

　今度はジャンプせず、背伸びして。そうすると背表紙に指が届かない。でももう少し。

　更につま先立ちになろうとした。

　と、

「……これか？」君子の背後に、背の高い誰だれかが立つ気け配はいとともに、見上げる指先の上空で、その手が目当ての本の隣となりの背表紙を掴んだ。

「あ、その右ー……」思わず返事をする。

「これだな」言ってその人は、書棚から引っ張り出してくれた。

　自分のよりも遥はるかにごつごつした指。振り返ってお礼を言おうとして、

「あ」君子は本を取ってくれた人の正体にようやく気付く。

　担任の、別べつ保ぽ透とおる先生だった。

　古文担当。二十九歳独身。少し厳きびしいけれど間違ったことは決して言わない先生。女子生徒からの人気はそれなり。口くち煩うるさいという人もいるが、君子はあまりそう思っていない。

　別保先生は、取ってくれた本を君子へと渡さず、その表紙を眺めていた。

「あ、あのー……」

「こういうのが好きなのか？　直なお川かわは」

「えっと……まだ読んだことないからわかりませんけど、たぶん好きになると思います」

「ほう」君子の返事に、先生は少し面おも白しろそうに笑った。「何な故ぜだ？」

「あの……タイトルがいいので」

「そうか。なるほど」先生が微かすかに笑った。

　何か変なことを言ったかな、と首を傾かしげる。けれど先生はそれ以上何も言わず、君子の方に本を差し出してくれる。「あ、すいません」慌てて受け取った。文庫本は長い間誰にも読まれていなかったようで、表紙が冷たくて、少しざらざらする。

[image: ]

　と、本を矯ためつ眇すがめつしていた君子へ、先生は難むずかしい顔をした。

「あまりそういうくだらない本ばかり読んでいては駄だ目めだぞ」

　本は本だ。くだらないも何もないし、全部面白いのに。

　だけど、そんな先生の言葉にも、厭いやな気分は感じなかった。

　それよりも。その言葉を聴きいて──。

　何だか懐なつかしいな、と。そう君きみ子こはふと思った。

　何な故ぜだろう。よくわからない。ただ、既視感のようなものを持ったのだ。

　君子が読んでいる本を、読もうとしている本を、くだらない、と断じる居い丈たけ高だかな言葉。

　どこかで、いつも言われていたような気がする。思い出せないけれど、確たしかに。

「直なお川かわ」そんなことを考えていると、不意に先生は数歩こちらへ近付いてくる。

「……はい？」

「少しいいか？」

「あ、でも、もうすぐ掃除……」昼休みが終わると清掃、それから五限目だ。

「いや……すぐ済む」先生は腕時計を一いち瞥べつした。

　君子を手招きする。誘われるままに図書室を出て、廊下の端へ。ちょっと緊きん張ちようした。何か悪いことをしたっけ、とつい思ってしまう。

「直川、お前……先週提出した、進路志望の用紙なんだが」

「はい」あれに何か変なことを書いただろうか。ふざけて書いた覚えはないのだが。

　見下ろしてくる視し線せん。君子がどうしたものかと思案していると、別べつ保ぽ先生は少し顔をしかめ、窺うかがうように問うた。

「お前、第一志望を就しゆう職しよくにしていたな。どうしてだ？」

「え？」どうしてだ、と言われても──。

「もちろんお前の志望は最大限尊重するし、こちらとしてもできる限りのことはする。しかし……うちは進学校だ。できれば大学に行って欲しい、というのが学校側の要望なんだが」

「はあ……でも」そんなことを言われても、ちょっと困るというのが本音だった。

「私、頭悪いしー……」

「何を言ってる？」思わず洩もらした呟つぶやきに、先生は眉まゆをひそめた。

「お前は確たしかにそれほど成せい績せきがいい方ではないが、行ける大学がないほどではないぞ。国語は上位だし、数学もそれなりだ。大学受じゆ験けんは全教科の試験がある訳じゃない。得意科目に絞れば行けるところは沢たく山さんある……それに、そんなふうにして自分を卑ひ下げするのは感心せんな」

　そうなのだろうか。実は受験のことについてよく知らない。

「あ、でも、センターが」国立大学にはセンター試験がある。あれは苦手科目も受けなければならなかったはずだ。だったら足切りされてそれで終わりだと思う。

「別に国立に限った話じゃない」が、先生はどうやら、私立大学のことも言っているらしい。

「あ……その」だけど、君きみ子こにとって私立大学など、最初から予定の外だ。

　母ひとり子ひとりの二人家族。そんな君子が、私立大学に行くなんてできる訳がない。ただでさえ自分が私立高校に通っているために親に負担をかけているのだ。

「お前の家のことは知っているが、奨学金制度もあるから、それほど心配することもないぞ。……それとも、お前が就職したいというのは完全に自分自身の意志なのか？」

　それを聴きいて、君子は言葉に詰まる。

　もし大学に行くのなら文学部だ、という漠然とした思いは確かにある。文学部でどういうことをするのかよくわからない上でのことだから誰だれにも言わずにいたけれど。

「お前の将来の夢はなんだ？」

「えっと、その……」

　将来の夢。そんな大層なものではないが、図と書しよ館かん司書になりたいとはちょっとだけ思う。だけど大学に行かなくても司書資格はもらえるみたいだし、だったら働きながら頑張ろうと考えていた。母親にこれ以上迷惑は掛けられないし──そもそも、あの母が許してくれるとも思えない。どのみち大学なんて無理な相そう談だんだろう。

「私、その、そういうのまだわからなくて」

「まぁいい。明日あしたの午後には三者面談もある。その時にゆっくり話をしよう」

「あ、はい。よろしくお願ねがいします」

　憮ぶ然ぜんとした表情の先生に一礼する。先生はもういいぞ、と言った。君子は踵きびすを返す。

　廊下を曲がり、階段を下り、先生の姿が見えなくなってから、ひとり溜ため息いきを吐ついた。

　──大学、か。

　確たしかに、友達の八や重えも硝しよう子こも大学には進学するだろうし、一緒の大学に行けたら楽しいだろう。だけどそれは仮の話だ。君きみ子この成せい績せきが良くて、家にお金があって、君子にちゃんと父親がいれば。父親というのを君子は知らないけれど、きっと優やさしいんだろうなと思う。母が反対しても君子を庇かばってくれるかもしれない。よくは、わからないけれど。

　思わずこみ上げた寂せき寥りよう感かんに、何だかちょっと泣きそうになった。

　でも、チャイムが鳴る。気を取り直して、後ろ向きな思考を追い出し、唇を咬かんだ。

　そう、大学に行くばかりが人生ではない。結婚してお嫁さんになるという手もあるのだ。

「……相手はいないけどねー」

　いつもの間延びした軽口で小さくひとりごちて、君子は廊下を歩く。




　しかし、直なお川かわ君子は、不ふ思し議ぎに思わない。

　何な故ぜ、自分に父親がいないのか。

　そして何故、高校を出てから就しゆう職しよくするつもりの自分が、この私立進学校に通っているのか。

　ほんの半月ほど前まで、君子の父親は行方不明であり、そのことに君子自身随分と思い悩んでいたのだが──そのことさえも忘れていた。

　それは世界から、人々の記き憶おくから消去された情報だった故に。

　世界の一部である君子には、思い出せない事象であるが故に。
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　明日あしたから夏休み。

　午前中のみの夏期講こう習しゆうが一週間ほど控えているが、クラスメイトたちは早くも、夏休みにどこへ行こうかなどと浮き足立った話題で持ち切りだった。

　僕はしかし、彼らの喧けん噪そうを他よ所そに席に座って、一枚のプリントを睨にらみ、溜ため息いきを吐ついている。

「おい、お前の周りだけ空気が重いぞ？」

「放っておいてくれ……」

　前の席の椅い子すに後ろ向きで腰掛けた敷しき戸ど良りよう司じに片手を挙げつつ、憂ゆう鬱うつの原因であるプリントをもう一度端から端まで確かく認にんした。そのプリントを使う日は──もう明日に控えている。

　見ているプリントは、進路希望調ちよう査さ票ひようの写し。そして控える行事は三者面めん談だん。

　それも、僕のではなく、硝子のだ。

　去年、僕の時は、一応の保ほ護ご者しやとして芹せり菜なの母親に来てもらった。だけど僕はともかく、硝子のこととなるとおばさんだけに任せておく訳にはいかない。故に、今回の硝子の三者面談は、芹菜の母親と僕と硝子、そして一年九組の担任である別べつ保ぽ先生との四人で行なうことになっていたのだが……正直なところ、これが不安極まりない。

「まだ鬱うつになってるの？」隣となりの席に戻ってきた芹せり菜なが、僕を見て呆あきれ顔になった。

「城き島じまがそんなに心配しなくても、硝しよう子こちゃんしっかり考えてるって」

「そうだといいんだけど、本当に……」

　そもそも、学力という面で言うなら、硝子は要するに超絶的高性能のコンピュータなのだから、受じゆ験けんとか試験という概念そのものがナンセンスだ。センター試験で満点を取れない方が故障を疑う。だけど問題はもっと別のところにあって、要するにそれは、『全一オール・イン・ワン』ではなく、人間としての個人、城き島じま硝子の人生における、将来の話である。

　僕は──一週間ほど前、この調ちよう査さ票ひようを持ち帰った硝子との会話を思い出していた。




「これは何をどう書けばいいのでしょう、マスター」

「お前、行きたい大学とかはないのか？」

「そのようなもの、機き械かいの私には存在しません。ただ……」

「ただ？」

「学校へ通う経験は、高校の三年間で充分だと判断しています。それ以上の時間は必要ありません。無む論ろん、マスターが大学へ行けと命令なさるのであれば別ですが、その場合どの大学を選択すればいいのか命令をください。あと、私が大学に行くべき理由の説明も求めます」

「いや、そういうことじゃなくてだな……大学卒と高校卒じゃ就しゆう職しよく先さきの幅も違うんだよ」

「マスターは私が労働することを求めているのですか？」

「いや、何て言うかな……いいかよく聞けよ。お前がこの先、生活していくにあたっての、人間としての暮らしってものがあるだろう？　それを滞とどこおりなく送るためには……」

「私は機械であり、マスターの所有物です。そんなものは必要ありません」

「じゃあお前どうするんだ。生活していくにはお金が必要で、それは労働で得るものだぞ」

「マスターは将来的に就職しないのですか？」

「いや、するだろうけど」

「では問題なしですよ」

「……、ちょっと待て。お前もしかして……この先ずっと……」

「マスターは私の所有者ですから、私を万全な状態に整せい備びするのもマスターの役目です。もう少し簡かん易いな言語で言い直すと、要するに養ってください」

「そんな端的に……っ!?」

「大丈夫です。マスターにはその能力があると私が保証します」

「しかも保証された……！」

「ご飯とお風ふ呂ろは私にお任せください。帰宅と同時に『どちらを先に致しますか？』と三つ指付いてご覧らんに入れます。『それとも、わ・た・し？』は如何いかがしましょう」

「どこでそんな言葉を……いやいい言わなくて大体わかる」

「はい。それを言った犯人の愛人は開始十二分で崖がけから突き落とされました」

「言わなくていいって言ったのに……」

「しかしそうなると、問題は家計の遣やり繰くりですね。もちろん大まかな部分はこれまで通りで問題はありませんが……食費は増加させる必要がありそうですね。というかプリン費を。これはマスターが収入を得るようになるのですから、むしろ正当な報酬と判断します」

「訳のわからない方向に話を進めるな！」

「こともあろうにプリンのことを形容して訳のわからないとは何ですかっ」

「なんで僕が怒られるんだ……」

「マスター、何をぶつぶつ言っているのですか？」

「いや、でもまぁそれはとにかくだ。そうするとお前、いつまで経たっても……」

「ああ、そういうことですか。法的、ひいては倫理的な問題を気にしているのですね。確たしかに従い兄と妹こ同士で何年も同じ家に暮らし続けるには世間体というものもあります。しかし……それについても何ら問題はありません、マスター」

「いや、どうするんだ」

「入にゆう籍せきです」

「……………………、は？」

「ですから入籍です。この国は従兄妹同士での婚姻が法律で認められる希け有うな国ですから。これで法律的にも倫理的にも問題ありません。これまでと同じ生活が送れます。しかし入籍するとなると食費に占めるプリン費の割合を更に上方修正する必要がありますね。これは日々のプリンをスーパー量産品から菓子店直売のものへと変える必要が……」

「いや……お前……僕はその理屈が全然わからない……そもそも入籍ってそれ絶対意味わかって言ってないだろ……。ってちょっと待て！　第一候補の欄らんに『お嫁さん』とか書くなっ！」




　……思い出していたら、頭が痛くなった。

「どうした晶あきら？　ジャケット買いしたアルバムが大外れだった時のような顔してるぞ？」

「いや……ごめん。ちょっと……」

　わかりにくい喩たとえで形容する良りよう司じに応こたえながら、僕は頭を抱える。

　もちろんその後、これはあくまで世間と上う手まくやっていくための建前だと言い聞かせ、硝しよう子この表向きな成せい績せきに無理のない大学名を記入させることで落ち着きはした。が、

「大丈夫だって。うちの母さんいるんだし」

　あっけらかんと言った芹せり菜なの顔を見て、僕は更に頭が痛くなる。

　芹菜の母親は正直当てにならない。

　と言うよりも、冗じよう談だん混じりで面談中に「硝子ちゃんは将来晶ちゃんのお嫁さんになりたいんだよねぇー。でも晶ちゃんにはうちの芹菜ももらって欲しいし、これはどうしたもんでしょう」などと言い出しかねない。いや、絶対に言う。

　そしてそうなった時、硝しよう子こは確かく実じつに、それを真に受けるに違いなく──三者面めん談だんが恐ろしくややこしくなることは確実だった。しかも硝子の担任の別べつ保ぽ透とおる教きよう諭ゆは割と堅苦しく、融ゆう通ずうが利かないらしい。これは非常に困る。

　とにかく、明日あしたの面談は僕にとって、一学期最後の山場になりそうだった。

「ま、硝子ちゃんああ見えてけっこう成せい績せき優ゆう秀しゆうなんだし、いい大学には行けるんじゃない？　あ、それとも……城き島じまよりいい大学に行ったら面めん目もくが潰つぶれる？」

　僕の気苦労にはまったく気付かず、芹せり菜なが楽しそうに笑った。

「いや、まぁそれは別に構わないんだけど……」大学に行ってくれさえすればどうでも。

「それとも硝子ちゃん、城島と同じ大学に行きたがるのかな」と、不意に。

　芹菜は何かを思い馳はせるようにして、そんなことを言った。

　普ふ段だんなら、気にも留めない一言だっただろう。だけど、つい数日前に芹菜からの告白を受けたことを考えると、その言葉は妙な裏を帯びてきてしまう。

「ね、硝子ちゃんはそんなこと言ってた？」そして窺うかがうような視し線せんが、僕に向けられた。

「いや、それは別に言ってなかった」僕は、殆ほとんど苦し紛れにそう答えた。

「ふぅん、そっか」芹菜はひとり頷うなずく。

「そうだよね。城島、まだ完全に志望校決めてないんでしょ？」

「ああ」

「ま、それはそれで早く決めた方がいいよ？　あたしも人のことは言えないけど」

　どこか含みのある言葉。良りよう司じは芹菜の態度に何も悟っていないようで、でも保ほ護ご者しやとしては心配だろ、と、人のいいことを言っていた。

　そうだ──あの時の硝子との会話で、何よりも僕が気になったこと。

　それはつまり、今日きよう明あ日すという話ではなく、明確な将来の問題だった。

　僕とあいつとの戦いがいつまで続くかはわからない。けれど生きていれば、そして世界が終わらなければ、確実に未来はやってくる。三年後、五年後、十年後、更に先──僕と硝子だって、いつまでもこの関係でいられるとは限らない。そして、もし何もかもが決着した時には、硝子もひとりの人間として生きなければならないのだ。

　その時になって、硝子は何をどう選択するのだろう。

　冗じよう談だんか本気にか、意味がわかっているのかいないのか、結婚などと言った硝子。

　だけどもし、硝子が普通の人間として生きる日が来たら。

　そしてもし、僕の手を離はなれ、非日常に足を踏み入れた僕が日常に戻れるようになったら。

　その時僕は、何を選び、何を捨てるのだろう。

　硝子に感情が芽め生ばえ、好きな人ができたら──硝子は何を選び、何を捨てるのか。

　自分でもよくわからない。

「……ま、なるようになるだろうさ。俺おれらだって進路まだ決めてねえんだし」

　軽口のように聴きこえる良りよう司じの言葉に、僕は逆に気が滅め入いってしまう。

　非日常を壊こわし、日常を守ると嘯うそぶく僕。

　だけどその日常は、今こうしている間にも形を変えていく。未来のことになれば尚なお更さらだ。

　自分自身の内核が揺らぐような感覚に目眩めまいがした。

　チャイムが教室の中に響ひびき渡る。芹せり菜なが、良司が、クラスメイトたちが、慌てて自分の席へと着き始める。それはどうしようもない日常だ。いつもの光景だ。この先何度このチャイムを聴かされるのか、計算するのも面めん倒どうで途方もない。

　それでも、このチャイムは確実に、僕らの日常を容赦なく押し進め、変化させていくのだ。もしも僕が失敗し、世界が虚軸キヤストたちに侵しん蝕しよくされ、崩れてしまっても、それでも──。

　僕はその考えから逃とう避ひするようにプリントを机へ仕し舞まい、五限目の準備にとりかかった。
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　五限目終了のチャイムが鳴り、本日の授業は残すところあとひとコマとなりました。

　クラスの中では、今日きようはどこに遊びに行くかなどといった話題が飛び交っています。終業時間はいつもと変わらないにせよ明日あしたから夏休み、開放的な気分になっているのでしょう。

　当然、きみちゃんと八や重えさんも例外ではありません。

「どうするー？　やっぱり、カドー・ドゥ・アンジュに行くー？」

　今日は夏休み突入イベントとして街をぶらつこう、そういう話になっていました。

「そんなにあそこが気に入ったのですかきみちゃん。もう十三回目ですよ」

「紅茶は美お味いしいよ、あそこ」

「そうそうー、八重ちゃんの言う通りだよー。硝しよう子こちゃんさあ、自分がもうプリン全種類三回ずつ制せい覇はしたからって、飽きるの早くない？」

「何を言っているのです、飽きたなどと。確たしかにあと二回ずつほど食せば別の店を開拓する必要性もありますが、私はまだあそこの味を分析しきった訳ではありませんよ。特にあの『カボチャとチョコレートのまったりプリン』、隠し味を使っていますがそれが不明です。それを見極めて家で再現できるようになるまでは……」

「わあ、行く気ばりばりだー……」

「というか再現する気なの……？」

　会話は普ふ段だんと変わることなく、だらだらと続きます。

　ひめひめ不在のまま流れる日常の時間は、それでも破は綻たんすることがありません。

　或いは、まだ破綻を見せていないだけなのかもしれませんが、私にはその機き微びが読めませんでした。ひめひめがいなくなってから、私がそれを計算した話題作りに努めていることが功を奏しているという考えは楽らつ観かん的てきに過ぎるのでしょうか。

　とにかく、私の中のエラーは、一晩経たってまた増大したようで──今日きようは昨日きのうよりもより一層に、ひめひめのことを思考してしまっていました。

「あ……もうすぐチャイム鳴るよ、硝しよう子こ」

「え？」

「今日、日直でしょ」

「あ、そうでした」言われて私は、黒板の板書をまだ消していないのに気付きます。

　また思考によって外界認にん識しき能力が低下していたようです。……『忘れる』など、機き械かいの身には構造上あるはずのない事項にも拘かかわらず。

「私、トイレ行ってくるね」八や重えさんが席を立ちました。

「あ、じゃあ一緒に行くー」きみちゃんがそれに続きます。

「では私、その間に板書消しておきますね」

「うん、わかったー」

　教室を出て行くきみちゃんたちに手を振り、私は席を立ちました。

　黒板へ向かい、ラーフルを片手に作業開始。

　背の届かないところは椅い子すを使いつつ、二分十九秒をかけて終了します。手に付いたチョークの粉を軽くはたき落として席へ戻ると、八重さんときみちゃんが教室に帰ってきました。

　それと同時、六限開始のチャイム。

　一学期最後の授業は、担任の別べつ保ぽ先生受け持ちの古文。チャイムから二十秒以上遅れたことのないほどきっちりとした先生なので、授業はすぐに始まるでしょう。

「……あ！」だけどその時、きみちゃんが私のふたつ後ろの席で素すっ頓とん狂きような声をあげました。

「何、どうしたの」クラスメイトのひとりが驚おどろいて尋ねます。

「リップ、トイレに忘れたー……！」

　もうすぐチャイムが鳴り終わります。クラスメイトは席に着き始めています。それでもきみちゃんは非常に慌てた様よう子すで、再び立ち上がり教室の出口へ駆け出しました。

「きみちゃん、怒られますよ！」私は少し大きな声で背中に呼び掛けますが、

「わかってるー！　でも……」きみちゃんは首だけで振り返り、走り始めた勢いを止めずに、開け放たれた入り口の扉へと突進し、

「あ」全員の見守る中で、

「え……きゃ！」何かのマンガのように、

　どしん、と。

　丁ちよう度ど教室へ入って来ようとしていた別保先生の胸板に、正面衝しよう突とつしました。

　びくともしない別保先生。

　反対に、小動物のように飛ばされて尻しり餅もちをつくきみちゃん。

　あっちゃあ、と。クラスメイトがほぼ全員、そんな顔になります。

「あ、いたた……」静寂に響ひびくのは、きみちゃんの呑のん気きな呻うめき声。

　そして目立つのは、直立不動できみちゃんを見下ろす、別べつ保ぽ先生の姿。

　しかし、次の瞬しゆん間かんでした。

　別保先生がその仏ぶつ頂ちよう面づらを、僅わずかに驚きよう愕がくへと変えます。

　何な故ぜなら。

　きみちゃんは尻しり餅もちをついたまま、明らかに女の子らしからぬ格好で床に座り込んで──。

　なんとまあ、エロテロリストもかくやというほどのＭ字開脚でした。

「あ……」一秒。二秒。三秒。

　別保先生の驚愕が徐々に戻っていくにつれ、きみちゃんがその事実に気付いて悲鳴をあげそうになり、同時にまる見えの脚をがばっと閉じ、結局悲鳴は押し止められ、しまったという顔になり、だけど今にも泣きそうに弱々しげな表情へと変わり、それから昏くらく沈み、

「立てるか？」

「……あ」

　無表情に戻った別保先生の手が、差し伸べられました。

　先生は、未いまだ呆ぼう然ぜんとしているきみちゃんの手を取ると、ゆっくりと、力強く立ち上がらせます。それから表情を微み塵じんも変えぬまま、怪け我がをしていると悪いから保健室に行ってきなさい、と、静かな声できみちゃんへと告げました。間断の後、きみちゃんは大慌てで、はいっ、と短く叫ぶと、真まっ赤かな顔でぎくしゃくとしつつ教室を出て行きます。

　ぱんつがどうこうという空気などまるでない、見事と形容すべき大人おとなな対応でした。

　気け圧おされ、クラス委員は声が出ません。

「号令」ややあって教きよう壇だんに立った先生がそう発すると、慌てて起立の号令があり、全員がそれに従います。私もきみちゃんが怪我をしていないかどうかを考えつつ、立ち上がりました。

　そうしてクラス中が、感心したような、ほっとしたような空気に包まれたまま、授業が始まります。誰だれも何も言わず、いつも以上に厳げん粛しゆくな古文の授業。

　きみちゃんは怪我をしているふうには見えませんでした。だとしたら、或いは先生は、慌てて外に出ようとしていたきみちゃんの様よう子すを察して保健室に行けと命じたのでしょうか。姿勢を正し授業を聴ききながら、私はそんなことを思考し──刹せつ那な。

　微かすかな違和感を覚え、その思考が止まりました。

「これも今は昔、田舎いなかの児の比ひ叡えいの山へ登りたりけるが、桜のめでたく咲きたりけるに、風のはげしく吹きけるを見て、この児さめざめと泣きけるを見て……」

　教科書を読み上げ始めた先生の声。それに耳を傾けるクラスメイトたち。

　誰も気付いていないようです。

　それは、その違和感は──教室の静かな気け配はいの中にあって、ただひとつの異質。

　私は、その元げん凶きようになっている人物を横目で確かく認にんしました。

　彼女は腕を組んだまま、無言で、だけどじっと一点、教きよう壇だんに立つ別べつ保ぽ先生を、まるで射殺すかのように、敵意を隠そうともせずに睨にらみ付けています。

「舞まい鶴づる……蜜みつ？」私は反射的に、誰だれにも聴きこえないように、口の中でだけ呟つぶやきました。

　理由はわかりません。けれど。

　蜜の視し線せんは、周囲とは明らかに違った意志で、別保先生へと──そして、きみちゃんが去った教室の上手扉へと向けられていました。




　そしてそれから、五十八分の後。

　授業が終了し、なし崩し的に帰りのホームルームが別保先生によって執り行われ、明日あした以降の夏期講こう習しゆうの日程についての説明と、夏休みの心構えについてのお説教を経て、いつも通りの固い終礼と同時、一学期は形式上の終わりを告げました。

　クラスメイトたちはそれぞれに騒さわぎ始め、先生もまたその様よう子すを一いち瞥べつすると教室を出て行きます。私はそれを横目に、ふたつ後ろのきみちゃんの席を振り返りました。

「災さい難なんでしたね」

「うー、めちゃくちゃ恥ずかしかったよー」

　あれから十五分後、きみちゃんは顔を赤くしつつ教室へ戻ってきました。

　別保先生の授業特有の厳げん粛しゆくな雰囲気もあって、入り難にくかったかもしれません。とは言え、一時間経たてばアクシデントも話題も風化してしまうのが教室というものです。先生が去った後も、きみちゃんをからかいに来る人はいないようでした。

「怪け我がなかった？」心配そうに言いつつ、八や重えさんが鞄かばんを持って私たちのところへ来ます。

　本来ならここでひめひめがきみちゃんを茶ちや化かし、きみちゃんが真まっ赤かになって反はん論ろんし、私がそれを宥なだめる、という流れがあるのですが──今は思考するのをやめましょう。

「大丈夫だよー。私こう見えて丈夫だもん」

「そう」きみちゃんと八重さんとが笑い合っています。

「すぐに行きますか？」私は自分の席の荷物を手に取り、ケーキ屋さんツアーの件について質問しました。それというのも、私には確たしかめておかなければならないことができたからです。

「少し私は校内で用事を済ませなければならないのですが……」

「あ、私も、部室に行ってシューズ取ってこないといけない」

　私と八重さんの言葉に、きみちゃんはじゃあ、と、唇に指を添え、

「ふたりとも用事あるなら私、別保先生とこにちょっと謝あやまりに行ってこようかなあー……」

「では……そうですね。十五分後に靴箱というのはどうですか？」

　それでいいよ、と八重さんもきみちゃんも頷うなずきました。

「でしたら、それぞれ手早く済ませましょう。……また後で」

　ふたりは鞄かばんを持ち、友人たちに挨あい拶さつをしながら教室を出て行きます。

　それを見送ってから、私は私の用事を済ませるために、教室の中程、椅い子すに座って荷物を片付けている──舞まい鶴づる蜜みつのところへと、歩きました。

「舞鶴さん」

　私が小さく名を呼ぶと、彼女の席の近くでお喋しやべりをしていた集団がぎょっとしたような顔でこちらを見てきます。入学して約四カ月、誰だれかが彼女に話し掛ける光景は、それほどまでに珍しいものとなっていました。

「……何？」蜜は私を一いち瞥べつすらせず、不ふ機き嫌げんそうに言います。

「少し、いいですか？」

「私にはあんたに用事なんてないわ」つっけんどんな返事。しかしこれは予想範はん囲い内。

　言い放つと同時、彼女は立ち上がります。そして横に立った私を無視して、鞄を掴つかみ教室の外へと行ってしまいました。故に私も──少し間を置いてから、心配そうにこちらを見ているグループに微笑を浮かべて誤ご魔ま化かしつつ、さようならと挨拶をして廊下に出ます。

　十メートル前方を歩いている、鴉からすのような黒髪を早足で追尾。玄関に差し掛かったところで追い付いたので、私はもう一度、今度は「舞鶴蜜」と、彼女を呼び捨てに。

　下げ駄た箱ばこから靴を出そうとしていた彼女は、ようやくこちらを一瞥しました。

「……何よ機き械かい人形。学校の中で話し掛けてくるなんてどういう了見？」

「別に校内で話をしないというルールは決めていないはずですが。それに二カ月前の事件の際にはあなたが私に話し掛けてきたではありませんか」

「ふん……相変わらず機き微びのない言語中枢だこと」

　嘲ちよう笑しようと憤ふん慨がいの中間のような顔で、彼女は私を睨にらみました。

「ここでいい訳？　クラスメイトがわんさか来るわよ」

「構いません。そもそも、私があなたと話をしているのを見られても問題は発生しません」

「は、機械人形らしい科白せりふだわ。……で、何なのよ一体」

　時間はありません。面めん倒どうそうに後おくれ毛を弄いじる蜜へ、私は単刀直入に問いました。

「舞鶴蜜。あなた……先刻のあの殺気、いったいどういうことですか？」

　詰問へ、蜜はほんの一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめます。しかし、

「どういうこと、って言われてもね」直後、薄うすら笑いを浮かべ、軽く肩を竦すくめました。

「……とぼける気ですか？」

「とぼける？　あなた何か勘違いしてるんじゃないの？」

「勘違いではありません。あなたは確たしかに……」

「そういうことじゃないわよ」蜜は私の言葉を遮り、呆あきれたように言います。

「私がどういう存在なのか、あなたまだよくわかってないんじゃないの、ってこと」

　瞬間。

「……っ!?」私の感覚器官が、不意に悲鳴をあげました。

　肌が反射的に粟あわ立だち、本体にアラート。目の前の存在が発した微細な変化を危険と判断。

　舞まい鶴づる蜜みつは、そのまま──薄うすく微ほほ笑えみを浮かべた顔のまま、姿勢も変えません。

　しかし私の体内裏面に在る本体が、それを察知し大きくざわめきます。

　それは、つい一時間ほど前、私が教室で感じたものとまったく同じ、殺気、でした。

「私は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』よ？『全一オール・イン・ワン』」

　唇を歪ゆがませ、蜜は私を嘲あざけるように吐き捨てます。

　指先をゆっくりと動かし、自らのこめかみをとんとんと叩たたき、

「脳のう髄ずいに潜ひそむ私のこいつは、私の中の敵意以外のすべての気け配はいを喰くらい尽くしてこの世界に居座った。だから私は敵意以外の何ものも持たず、敵意でしか自己を表現できない。それ故に──授業中だろうが何だろうが、飽和したそれが殺気として溢あふれ出たとして、いったい何の不ふ思し議ぎがあるのかしら？　むしろ、私自身が教えて欲しいものだわね。それ以外の意志の発はつ露ろを、どうやって行なえばいいのか」ゆっくりと上目遣いに睨にらんできました。

「舞鶴……蜜」私が呟つぶやいた直後、

「ま、いいわ」気配は収束。いつも通りの空気がその場に戻ってきます。

「あんたが何をどう勘違いしようと私には関係ないもの。……単にね、別べつ保ぽの紳士ぶった態度が気に入らなかった、それだけよ。抑えなかったのは私のミスでもあるし、そこは素直に謝あやまっておきましょうか？　あんたの脆ぜい弱じやくな演算機き能のうを阻害しちゃって、悪かったわね」

[image: ]

　まったく謝しや罪ざいの意志がないただの皮肉でした。信用に足るものではありません。が、

「……追及しても効果がないのは事実ですね」

「ま、勘ぐるのは結構だけど。あんたさ、でも……その程度のことに妙な疑問を持つなんて、計算し過ぎなんじゃないの？　或いは計算不足か」

　蜜みつは私を訝いぶかしげに見て、眉まゆをひそめました。

「世界はそれほど複雑でもないわよ」

「わかりました。そういうことにしておきましょう。しかし……世界はあなたの考えるほど単純でもありませんよ。少なくとも、私の演算ですべてを計算できるほどには」

「近視的な考え方ね」

「いえ、見解の相違です」

　会話は剣けん呑のんですが、そこにはもう先程の敵意はありません。

　蜜は手に持っていた靴を土間へと投げ捨て、私に背中を向けました。

「お友達も待ってるようだし、もうこれ以上話すことはないわ」

　私が振り向くと、そこにはきみちゃんが居い心地ごこち悪そうに立っています。気付きませんでした。蜜の殺気で少々感覚が鈍っているようです。

　いえ──。

　或いは蜜の殺気に過剰反応したのも、きみちゃんに気付けなかったのも、一昨日おとといからずっと恒常的に抱えている、あのエラーのせいなのかもしれません。

「申し訳ありません、きみちゃん」

「んーん。私もたった今玄関に来たところ……あ、でも……」

「いえ、大丈夫ですよ」蜜はもう行ってしまっていました。

　私はきみちゃんに向き直り、笑え顔がおを作成します。

「八や重えちゃんはまだ？」

「そのようですね。部室に行くのでしたら、私たちより時間がかかるでしょうから」

「硝しよう子こちゃんの用事は終わったのー？」

「野や暮ぼ用ようがあっただけですから」遠回しな嘘うそですが。

「ふうん」と、

「あのさ、硝子ちゃん。……さっき、舞まい鶴づるさんと話、してたよね？」

　特に怪しむ気け配はいではなく、単に確かく認にんするような口く調ちようでしたが──きみちゃんが、舞鶴蜜の消えた玄関の先を見詰めながら、私にそう尋ねてきました。……聞こえていたのでしょうか？

「ええ。事務的なことですが。どうかしたのですか？」

「うん。あのねー。前からちょっと思ってたんだけど、硝子ちゃんと舞鶴さんって仲いいのかなあ、って」決して何かに感付いているようには聴きこえませんでしたが──それにしても、無む意い識しきに鋭するどいですね、きみちゃん。

「どうしてです？」

「うん。だってちょっと前、何か舞まい鶴づるさん、用事で硝しよう子こちゃん呼び出してたじゃない。だからひょっとしてお友達なのかなあ、って」きみちゃんが言っているのは、二カ月前のことです。

　八や重えさんはその時、私が蜜みつに嫌いやがらせをされると思ったそうですが──割と呑のん気きなきみちゃんにとってはどうやらまったく違う印象だったようですね。

　私は、薄うすく笑えんでから、軽い溜ため息いきとともに言いました。

「実は、うちの先せん輩ぱいと彼女のお姉さんが知り合いでして。それで時々、事務的な話をすることがあるのです。しかし、彼女はああですし、友人関係にあるとはとても言えません」

「へえ。そうなんだー。舞鶴さん、あまりお友達とか欲しくないのかな？」

「さあ……その辺りは何とも言えませんね」

「そっか。いつも恐い顔してるから、損だよねー。根はいい人なのに」

「……え？」きみちゃんの言葉は、未いまだかつて私の聴きいたことがない蜜の評価でした。

「きみちゃん、舞鶴さんとは中学が同じでも話したことはないと言ってましたよね？」

「うん。でもねー、いい人だよー」

「それは……」もしや、私の知らない微ほほ笑えましいエピソードでもあるのでしょうか。

　迷子の子猫に餌えさをやっていたとか、こっそり花か壇だんに水を撒まくのが日につ課かだとか……。だとしたら脅迫材料になります。私は、きみちゃんに続きを促しました。が、

「え？　いや、別にそういうのはないと思うよー。中学の時からあんま変わってないし」

「はぁ、では……」

「だって優やさしそうじゃん」

　返ってきたのは、まったくとぼけた、実にきみちゃんらしい科白せりふでした。

「それは……直感のようなものですか？」

「ん？　何となく。あのねー、悪い人かどうかってさ、見れば何となくわかるじゃない？」

　普通はわかりません。というか恐らくきみちゃんもわかっていませんよ？

「それにね硝しよう子こちゃん、世の中には悪い人なんてそうそういないんだよー？」

「はあ」楽らつ観かん主義なのか、或いは達観主義なのか。前者でしょう。

「そういうものですか」

「そういうものだよー」

「いえ……まぁ確たしかに、『根はいい人』と言うのなら、人類のほぼ全員がそうなってしまうでしょうけど……」逆に言えば、根本からの悪などという概念は異常を意味します。

　他者への共感性が皆かい無むなサイコパスは、どの時代どの社会にも一定の割合で生まれてきます。が、たとえ彼らであろうと、社会に適応するために善意を表現することは可能です。それすら不可能な人間、根本からの悪というのは、一種の病でしかありません。

　敵意しか表に出せない舞まい鶴づる蜜みつが果たしてどちらに属するのかは、一考の余地がありますが。

「しかし、いい人も悪いことをしますから、気を付けなければ駄だ目めですよ、きみちゃん」

「あはは。わかってるよ硝しよう子こちゃんー。変なのー」爛らん漫まんに笑うきみちゃん。

　本当にわかっているのか少々疑問です。営利誘拐とかに巻き込まれかねません。

「キャンディを貰もらったからと言って知らないおじさんに付いて行ってはいけませんよ？」

「何言ってんの硝子ちゃん！　そんなことする訳……あ、八や重えちゃん来たよー」

　ともあれ、彼女ももう十六歳。さすがにそれはないでしょう。

　こちらへと走ってくる八重さんに大きく手を振るきみちゃん。

　私は彼女に倣ならって片手を小さく挙げながら、先程の舞鶴蜜の言葉について微かすかに思考しました。世界を計算し過ぎ──それはそれで、正しい意見なのかもしれません。

　ひめひめのことも。それをマスターに言えずにいることも。

　過剰な計算の結果、予測され得る未来を複雑化し過ぎた上でのエラーなのかもしれません。

　ここはひとつ、甘味を摂取して思考をクリアにするとしましょうか。




　　　　‡




　ケーキ屋でお茶をして、その後ウィンドウショッピングに勤いそしみ、硝子や八重と別れてから二十分。直なお川かわ君きみ子こは、自分の住まいへ向かって、のんびりとしたペースで歩いていた。

　時刻は午後七時、いつもより少し遅めだ。だけど今日きようは、夕食の下した拵ごしらえを朝のうちに済ませていたから大丈夫。母親が帰ってくる八時までに火を通せば終わりだ。

　今日は楽しかったなと思う。もちろん、いつも楽しいのだけれど。

　思い出すと顔が綻ほころぶ。家に帰る時にはひとりで居間の電気を点つける作業に寂しくなるけれど、友達と遊んだ日はそれを忘れられるのだ。

　家に辿たどり着く最後の角を曲がる。集合住宅の階段を昇り、鞄かばんから鍵かぎを出す。

　三階の三〇一号室が、君子の家だ。扉を開けた。

「……あ」と。そこで君子は、いつもと違う光景を目にする。

　普ふ段だんは薄うす暗ぐらい玄関。しかしその向こうにある居間から、扉越しに人の気け配はいがあった。

　──お母さん、帰ってる。

　珍しいことだった。いつもは夜遅くまでパートで働いているし、今日の朝も何も言わなかった。いったいどうしたのだろう。こういう日はあまりないから、少し嬉うれしい。

「ただいまー」靴を脱ぎながら言った。返事はない。けれど、それを誰だれかが聴きいてくれているという事実だけで幸せな気分になる。靴箱にスニーカーを仕し舞まい、居間の扉を開けた。

　母は座ざ椅い子すに座って、テレビを見ていた。

「ただいま。今日は早いね、お母さん」鞄を置き、その背へ声を掛ける。

「ご飯、すぐに作るから……」今日きようは食べてくれるだろうか。一緒に食べてくれたら、久しぶりのひとりきりではない食事だ。そんなことを考え、君きみ子こはダイニングキッチンへと歩き、

「……君子？」背後から掛けられた声で、反射的に足が止まった。

　──瞬しゆん間かん。楽しかった気分が一転。心が凍り付く。

「な……に？」その声音は、優しい時の母親の声ではなかったからだ。

「今までどこに行っていたの？」

　言葉は詰問だったが、それは問い掛けではなく、もはや叱しつ責せきに近かった。

「あ……あの、明日あしたから夏期講こう習しゆうがあるから、それの予習を……」咄とつ嗟さに嘘うそを吐つく。別に悪いことをしていた訳ではないけれど、この雰囲気の中で遊んでいた、とは言えない。

「そう」母は立ち上がった。

　しかし君子の方へは行かず、真まっ直すぐに──居間の隅に置いた、君子の鞄かばんへと歩く。

「あ……！」今度こそ、全身が萎い縮しゆくした。

「お母さん、待っ……！」叫びは無視される。

　母は鞄を手に取るとファスナーを開け、そのままそれを逆さにした。ばらばらと音をたてて、教科書が、ノートが、弁当箱が床へ落下する。筆箱が衝しよう撃げきで開き、中のものが散らかるが母は構わない。呆ぼう然ぜんとする君子を無視して座り込み、床にゴミのように積つみ重なった君子の荷物を漁あさり始める。まずい。そう思った。

　ここ一週間ほどはなかった。だから安心していた。けれどそれは──単に、母の仕事が忙しくて、あまり顔を合わせていなかっただけだということには、気付かなかった。

　そして忙しいということは、母がストレスを溜ためている、ということも。

「勉強していたんだって？　じゃあ、これは何？」すぐに母は、散乱した荷物の中から、ひとつの小さな紙袋を見付け、立ち上がり、振り向く。

　青い包み。ショップに寄った時に買った、ヘアピンだった。

「それ、は……あの、私、」たいした値段ではない。小遣いの範はん囲い内ないだし、本当ならば責められる謂いわれなどない。それでも君子は全身を竦すくませ、ふるふると首を振る。

「ふん。色気付いちゃって」勝手に袋を開けて中を見た母は、そのままそれを床に放る。

　八や重えと硝しよう子こに選んでもらったヘアピンだった。だから、ぞんざいな扱いをされたのがショックだった。思わず泣きそうになるが、母はそれすらも許さない。

「私が必死で働いて、お腹なかを空すかせて帰ってきたっていうのに、あんたは呑のん気きに買い物？　あんたを学校に行かせてるのは勉強のためよ？　……それなのにあんたは、遊び惚ほうけて」

　低い声で呟つぶやきながら、一歩ずつこっちへ近寄ってくる。

　月二千円の小遣いをなんとか遣やり繰くりして、たまにケーキ屋に行ったり、何カ月か小遣いを貯ためて服を買ったり。それが遊び惚けるということになるのだろうか。確たしかに母には金銭面で迷惑と苦労を掛けているとは思う。でも、だからこそ、夏休みの間はアルバイトだってするつもりで、面接も受けた。夏休みいっぱい働いて三万円。五千円だけ自分のために使って、あとは全部貯金しようと思っていた。それなのに──。

「……きゃっ！」髪を掴つかまれ、引き寄せられる。

「あんたはどうして？　……どうしてそう、私を困らせるの!?」半ば絶叫のような金切り声が耳みみ許もとで響ひびいた。口を寄せられた左ではなく、反対側の耳から聴きこえた。

　左耳は四年前に、もうとうに──鼓膜が破れている。

　床へ叩たたき付けられる。あとはもう、条件反射で身を丸めるしかなかった。

　いつものように、いつもそうされている時のように、まずは足あし蹴げにされた。

「このバカがっ！　遊ぶことだけ覚えてっ！　この……！」

　母が何を言っているのかはよくわからない。響くのは下腹への衝しよう撃げきと、鈍い痛みだ。アルマジロみたいな姿勢を取っているからあまり痛くはない。でも、もうすぐ痛くなる。効果がないのに苛いら立だった母が背中を蹴り始めるから。──ほら。

「何とか言いなさいよ。言い訳はないの？　それとも男にでも買ってもらったの？」

　この段階になると、母の罵ば倒とうは絶叫から呟つぶやきへと変わる。背中が痛い。息ができない。それでもこれはまだ耐えられる。まだ、悲鳴をあげずにいられる。

「ねえ、君きみ子こ」お仕置きは、次のステップへと移った。

　母は君子の髪を再び鷲わし掴づかみにすると、無む理り矢や理りに顔を上げさせる。

「あんた、自分が悪いことをしたっていう自覚はあるの？」

「わた、し……」引っ張られる髪が痛くて、上う手まく喋しやべれない。

「何とか言いなさい！」瞬しゆん間かん。

「あ……ひ……ぐ！」スカートの中に手が入れられる感触と同時、内うち股またが強く抓つねられた。息が止まる痛み。何度されても我慢できるようにはならない。全身が萎い縮しゆくする。

「どうなの？　自覚はあるの？　だったら謝あやまれば許してあげるのよ!?」

　謝ろうにも息ができないし、喋ることもできない。思考すらままならない。

　それがわかっていて、母は執しつ拗ように、謝れ、謝れ、と繰くり返している。

「……そう。わかったわ」内股の感覚がなくなった頃ころ、母は厳きびしい口く調ちようとともに君子の身体からだを床へと放り投げた。「あんたは、悪いことをしても謝れない悪い子って訳ね」

「ちが、ちが……」痛みでぼうっとする意い識しきを、荒れた息を整ととのえながら、君子は必死で否定した。違う。謝れない悪い子なんかじゃない。私はちゃんと謝ることができる。

　悪い子だけど、ちゃんとごめんなさいって言える。だから許してください、と──。

　言おうとした。でも、もう遅かった。

　母はいつの間にか、居間の押し入れから、木製の箒ほうきを取り出していた。

「……ひ！」悲鳴が喉のどの奥から飛び出す。

「ごめんなさい！　お母さん、私……そんなつもりじゃ……か、は！」

　弁明は最後まで続かない。箒ほうきの柄を上から、力任せに、鳩尾みぞおちの辺りに押し付けられて。

「……は、あっ！」鈍い呼気が洩もれた。息ができない。呼吸困こん難なんと吐き気が同時に来る。

　君きみ子こは仰あお向むけに、ケーキ屋で食べたミルフィーユを戻した。

　厭いやな音が耳に響ひびく。甘い臭においのする吐と瀉しや物ぶつが喉のどに詰まって激はげしく咳せき込む。その衝しよう撃げきで再び嘔え吐ずき、厭な音が喉と耳に響いた。箒が離はなされると同時、堪たまらずに横向きになる。

　胃の奥から溢あふれるものが止まらない。クリームの甘味が余計に吐き気を促した。

　涙が溢れていたけれど、それすらも自分ではわからなかった。

「何吐はいてるのっ……汚いわね！」

　母の言葉はもはや耳に遠い。背中を何度も打ち付けられるがそれもよくわからない。勢い余って柄の先端が眼の端を掠かすめたが、それすらも痛みは感じなかった。

　ただ苦しくて、痛くて、吐いたものが気持ち悪くて、それから──いつものように。

　恐怖と、罪悪感が、胸に満ちた。

「どうしてあんたはそうなの……？」

　息を荒げる母は、いつの間にか涙声だった。

「どうして？　どうして私の言うことを聴きかないの？　どうして私の娘なのに、私の思い通りにしてくれないの？　ねえ、どうして……？」

　母はもう自分を殴っていない。吐き気が治まってくる。それと反比例するように罪悪感が増していく。お母さんの言う通りだ、と思った。自分は悪い子で、迷惑ばかりかけて、だからこうして母を怒らせ、そして悲しませている。申し訳なかった。情けなくて泣きじゃくった。

　それが、長年の虐ぎやく待たいの末に身に付いた、不合理な感情だとは知らずに。

「ごめん、な、さい」慟どう哭こくしながら起きあがり、口くち許もとを拭ぬぐい、君子は涙声で言った。

「ごめんな、さい……許して、くださ、い。私は、悪い子……です……」

　苛いら立だたしげに母が箒を床へ投げ捨てる。涙目になったまま、君子を一いつ顧こだにせずに踵きびすを返し、自分の部屋へと歩き出す。夕暮れの静寂に足音と、それから扉を閉める音が響いた。

　後は、君子の嗚お咽えつ。

　のろのろと立ち上がる。周囲を見渡した。

　カーペットは自分の吐き散らかしたもので汚れている。沢たく山さん吐いてしまったのではないかと思っていたが、量は少なかった。その代わり、制服がどうしようもなく汚れていたけれど。

　掃除しなくちゃ、と思い、ふらつく足を一歩踏み出した。まずは服を脱いで、カーペットを綺き麗れいにして、自分の荷物を元通りにして、それから──。

「……あ」だけど、その時。

　ぽたり、と。頬ほおを伝った何かが、床へと落ちた。

「……痛、い……？」赤黒いものだった。

　手を遣やると、右目、瞼まぶたの上が僅わずかに切れていた。

「まずいなあー……」思わずひとりごちる。

　そう言えばさっき、箒ほうきの柄が当たったような気がする。

「うー、どうしよう」明日あしたも学校なのに、顔に怪け我がをしてしまった。じきに腫はれるだろう。転んでしまったと言い訳をするとしても、ちょっとみっともない。

　けれど、途方に暮れる訳にはいかない。早くしないと、吐いたものの掃除が大変だ。

　君きみ子こは思うように動かない足を引ひき摺ずりながら脱衣所へ行くと、制服を洗せん濯たく機きへと放り込みスイッチを入れ、今度はタオルを濡ぬらして居間へと戻り、それから三十分ほどかけてカーペットを掃除した。さすがに染みが残ってしまったけれど仕方がない。時計を見るともう午後八時になろうとしていたから、慌ててキッチンへ行き鍋なべに火をかける。

　あまり遅くなって、お母さんがお腹なかを空すかせてはいけないと、そう思った。
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　明日から始まる一週間の夏期講こう習しゆうが終われば、本格的な夏休みとなる。中学までとまるで違う私立進学校独特のシステムは面めん倒どうだったが、夏休みの課か題だいを先に半分ほど終わらせられると思えば気が楽だ。それに──正直なところ、学校へ通えるのは少し嬉うれしい。

　私立挾はさ間ま高こう校こう一年九組、上うえ野の恭きよう一いちは、そんなことを思いつつ自室のベッドの上に寝転がり、ぼんやりと音楽を聴きいていた。流れてくる女性ボーカルに合わせて適当に口ずさみながら、勉強から逃とう避ひしている。時計は夜の十時。十一時になったら勉強を再開しようと思った。

　その間に考えるのは、彼女のことだ。

　手に持った写真を食い入るように見る。四月、カルチャーセンターでの懇こん親しん合宿の時にこっそり撮とった写真。そこには、恭一の目当ての女の子が、無表情で写っていた。

「……ああ」同じクラスの、城き島じま硝しよう子こ。

　入学して、ひと目見た時に完全にノックアウトされた。

　男にしてはかなり小柄な恭一よりも、遥はるかに低い身長。まるで人形のような小さな顔。たまにしか見せない笑え顔がおもポイントが高い。何より──うっとりするほどに、可愛かわいい。

　偶然にも四月に隣となりの席となった恭一は、それ以来席替えのくじ引きの時にはいつも係の男子に働きかけて彼女の隣をキープしてもらっている。入学式と同時、美少女だなんだと評判になっていた彼女だったが、早々に彼氏持ちだという噂うわさを聴いて涙を呑のんだ者も多い。それ故に、恭一が尚なおも果か敢かんに諦あきらめずにいることに協力してくれるクラスメイトもいる。席替えの係もそのひとりだ。見返りとして週一度の割合で色々と奢おごらされてはいるが、仕方ない。

　しかし。

　彼氏ではない、といつも否定しているし、従い兄と妹こ同士ということだから、きっと大丈夫だと思っていた。彼女は嘘うそを吐つくような娘こではないように思えたし、彼女自身の言げん質ちだから安心していたけれど──昨日きのうの帰りに目にした光景は、恭きよう一いちの心に暗い影かげを落としていた。

　そもそもの発端は、恭一の想おもいを知っているクラスメイトの牧まきたちによる画策だ。

　城き島じま硝しよう子こ、皆みな春はる八や重え、直なお川かわ君きみ子こ。いつも一緒にいる三人を、グループごと海に誘おう。言い出したのは牧だった。三人とも彼氏がいるとは公言していないから、上う手まくすれば乗ってくれる、と。固そうな性格の皆春八重がいない時を見計らって強引にでも話を付けてしまえばこっちのものだということで、細かな計画まで立てて実行した。

　結果──その甲か斐いも空むなしく現実を突き付けられ、今に至る。

「……やっぱ、付き合ってるのかな……」思わずひとりごちる。

　ベッドから起きあがり、壁かべを前にして座り込んだ。

　現実に考えたくはないが、手を繋つないで帰るなんて、完かん璧ぺきな証拠ではないか。

　結局、昨日のことがあって、その後どうするかはまだ何も決まっていない。中止か、それでもまだ誘うのか。が、やはりどんなに前向きに考えても、無理じゃないかなと思う。

　ただ、考えると、切ない。諦あきらめろと言われて、はいそうですかとはとても思えない。

　恭一は手元の写真をそっと指先で撫なでながら、目を細める。

　──彼女に彼氏がいなければ、どうにかなると思うのだけど……。

　細面で中性的だとよく言われる自分のルックスには多少の自信があった。何回か告白されたことだってある。性格が悪い訳でもない。背が低いのはコンプレックスだったが、それだって彼女みたいに小さな娘こが隣となりにいれば気にならない。だから大丈夫だ、と。

　あとはあの先せん輩ぱいと彼女が、どうにかして別れてくれれば──。

　なんだか辛つらくなったので、恭一は写真をベッドの下に仕し舞まった。

　切なくて、写真だけでは物足りなくなったのだ。

　起きあがり、部屋の隅へ行く。

　そこにあるのは、男の部屋には不釣り合いな、白いクローゼットだった。子供の頃ころに買ってもらったものだが、今でも大事にしてある。

　ゆっくりと、二段になったクローゼットの上段、観かん音のん開びらきの扉に手を掛けた。

　取っ手には南なん京きん錠じよう。ポケットから鍵かぎを出し、差し込んで外す。

　私服は下段に仕舞ってある。中にあるのは──自分の私服ではない。

　そこには、誰だれにも決して見せてはならないものが入っていた。
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　まず目に付くのは、中央に置かれた、白いもの。

　両手で抱えるほどの大きさをして、クローゼットの中に背をもたれさせている。

　滑らかな肌と、細かく真まっ直すぐに伸びた繊せん維いの髪。そして華美な服──。

　人間を三分の一ほどに縮ちぢめた球体関節人形が、そこにはいた。

　顔立ちはどこか、城島硝子に似ている。

　だからこそネットで見付けてすぐに購こう入にゆうした。二カ月前のことだ。

　うっとりするほど綺き麗れいだった。

　今ではお手製のリボンもつけ、容姿は瓜うり二ふたつだ。

　服は自分好みのものを選んで買い、着せている。襟えり元もとと袖そで口ぐちにフリルのついたワンピースだ。いつかこういう服を彼女にも着せたいと思った。そしてその時のために、彼女のサイズに合わせて、同じ意匠のワンピースもオーダーメイドした。だからクローゼットにはただ一着、将来、自分のものになった城き島じま硝しよう子このための服が掛けられている。

　こういうのが好きな自分は少し変だとは自覚している。

　事実、この趣しゆ味みのことは誰だれにも言っていない。小学生の頃ころ好きになった女の子の部屋に綺麗なビスクドールがなければ、人形を蒐しゆう集しゆうする趣味など持たなかったのにとは思う。

　その娘こに人形たちを見せられて──その娘自身よりも人形の方が美しいと思い、高揚している自分に気付かなければ。そして人形の造形と小ささに心を奪われて、その娘への興きよう味みをすっかり失ってさえいなければ。

　今までに購こう入にゆうした人形は十二体。この人形を買うまではクローゼットの中に並んでいた。

　だが、それらも今はもうどこにもいない。城島硝子に出会い、同時期に彼女とそっくりなこの人形に出会って以来、今まで持っていた人形は全部、砕いて捨ててしまった。

　だからこれは、自分が元に戻れるチャンスなんだと思う。

　何な故ぜなら恭きよう一いちの胸の中には、この人形じゃ不満だ、という思いがあるのだから。

　似ているだけでは駄だ目めだ。人形では物足りない。

　それは初めての経けい験けんだった。どんなに綺き麗れいな女の子でも、人形に敵かなうはずがないと思っていたのに。城き島じま硝しよう子こに出会ってからは──彼女自身をこそ、所有したい。

「……そうだ」人形を見ながら、呟つぶやいた。

　諦あきらめてたまるか。彼氏がいようといまいと関係ない。

　クローゼットの中を見渡す。その内ない壁へきには一面に、城島硝子の写真が貼はり付けられていた。

　さっき恭きよう一いちが見ていたのと同じ、プリントアウトした沢たく山さんの写真が。

　今日きようは駄目だったけれど、明日あしたこそはどうにか手を打とう。

　応援してくれる人たちだっているのだ。きっと何とかなる。そう決意して、恭一はクローゼットを閉め、ベッドの上に置かれた携帯電話を手に取った。

　今日の経緯いきさつを説明して相そう談だんしようと、そう思いながら。
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　時刻は夜の十時を回っていました。

　私は自宅の居間で、どうしてこんなことに、と思考します。

　飲みかけのグラスに入った氷を鳴らし、微かすかに息を吐きますが、答えは出ません。

　部屋の中には喧けん噪そうと狂乱。ここは私たちの家なのですが、お客さんたちはお構いなし。

　そう。あれは──今から丁ちよう度ど三時間前、午後七時のことでした。




　私たちは、七時半に来るはずの里り緒おさんを迎えるため、準備をしていました。

　マスターは飲み物の買い出しへ。そして私は三人分の料理の仕込みを。

　家のチャイムが鳴ったのは、仕込みを終えた直後。

　私は料理の手を止めて玄関へ出ました。マスターならば鍵かぎを使って入ってくるはずで、だったら誰だれだろう、里緒さんが来るには早い、と思考しながら。

　そして、疑問を持ちつつドアを開けた先には──、

「やっほー、硝子。来たよー」予定通り、里緒さんが、

「…………え？」その他ほかを三人ほど連れて、玄関に立っていました。

「あのね。里緒が治ったお祝いだから、里緒ひとりじゃダメだって殊こと子こが言うの。だからみんな連れて来たよ？　ちゃんと食材沢たく山さん買ってきたからね」

「は……あ」

　私は、里緒さんの両手に下げられたスーパーのビニール袋を見つつ、反応に迷い──。




　それから三時間。

　居間のテーブルの上には、和洋中取り混ぜた色とりどりの料理が並んでいました。そしてその横のソファには飲み干された空き缶が幾つか転がっています。ちなみに酎ちゆうハイ。未成年の飲酒は法律違反ですのでよい子は真ま似ねをしてはいけません。

「……なんでこんなことになっちまったんだ……？」

　体育座りで居間の壁かべに向き合ったマスターが、この世の終わりのような声で呟つぶやきます。

「マスター。そろそろ諦あきらめませんか？」声を掛けましたが、背中は動きませんでした。

「もう、いいじゃないか硝しよう子こ、こんな奴やつ放っておけば」

「……ふふふ。見て里り緒おさん。晶あきらさんのあの背中。まるで虫のようよ。まったく無様ね」

「ねえ、晶もこっちおいでよー」

　殊こと子こさん。佐さ伯えき先生。里緒さん。

　すっかり出来上がった三人が、それぞれ楽しそうに声をあげました。

　正直なところ……なんでこんなことに、というマスターの科白せりふにはまったく同意です。

　今日きようこそはひめひめの件をマスターに相そう談だんしようと、そう結けつ論ろんしていたのですが──いえ、確たしかに、止めようのないことだったのは確かですし、今そんな話題を出す訳にもいきません。

　私はソファへ座り、周囲を見渡しました。

　それにしても……。

「佐伯先生、いいのですか？　教師の立場であるあなたが飲酒を許容するのは……」

「……うふふふ、愚問ね、硝子さん」しかし先生は昏くらい声で、

「教師の仕事は午後五時までなのよ。あなたたちが急性アルコール中毒で倒れようが知ったことではないわ。それにしてもいったい何がそんなに楽しいんでしょうね……どんなに酔ったとしてもこの最低最悪な現実からは逃れられないというのに……」この状況に満足しているのか不満なのか今ひとつ判断できませんが、くすくすと嘲あざ笑わらいました。

　私は、言われて周囲を見渡します。

　里緒さんはいつも以上ににこにこしています。

　殊子さんは飄ひよう々ひようとしていました。この人はざるです。

　マスターは酔っているのか酔っていないのか、相変わらず壁かべとお話し中。

　私は、この場ではただひとり飲酒していませんので、除外です。

　まあそれぞれに急性アルコール中毒の心配はないでしょう。

　そもそも殊子さんの持ち込んだお酒は微々たるものでしたし、虚軸キヤストの固定剤リターダでもあるマスターたちは、基本的に薬品類には耐性が強い身体からだになっていますから。

　……ただひとりの例外を除いて。

「ちょっと、そこの機ひ械かい人にん形りよう！」

「……何ですか」

　舞まい鶴づる蜜みつ。まさか彼女まで来るとは……ちょっと、その。

「私のグラスが空いてんのよ。気が利かないわねさっさと注ぎなしゃい」アルコールに脳をやられた彼女は、さっきから──スラングで表現するなら──完全にラリっていました。

「……、しゃいとはなんですか」

「うるひゃいわね！　ゆっとくけど、こんなとこ私は来たくもなかったんらからね!?」

　……いえ、予想できたことではあります。

　蜜みつは里り緒おさんに強く出られると断れないというのはわかっていました。確たしか六月にファミレスへ行った時も里緒さんに誘われてしぶしぶながら付いてきていたのですから。

　しかし何よりも予想外だったのは、この酒乱ぶり。

「……殊こと子こさん、保ほ護ご者しやとして責任を取ってください……」

「お、いい感じだねえみっちゃん。けっこう空けたの？」

「いえ、確たしか最初の一杯だけしか飲んでいないはずですが……」

「さっさとひろー！」

「はいはい」私は舞まい鶴づる蜜のグラスにオレンジジュースを注ぎました。

　もはや前後不覚なのでばれやしません。果汁でも摂とっていなさい。

「そうだよ。そもそもだいたい何でこいつまで来てるんだ……？」

「おや、復活したのですかマスター」

　壁かべから戻ってきたマスターが、ソファに座って料理を摘つまみ始めました。

「……いい加減諦あきらめた。絶望を通り越すといっそ笑えてくるな」

「なによ！　私らってねえ、不本意なのよ！　里緒がどうしても来てくれって頼むから、仕方なく来てやっらんらから……ちょっと聴きいてんの!?」

　そんなマスターに蜜が絡み始めます。マスター、心底迷惑そうです。

「いやあ、まさかこんなになっちゃうとはなぁ」殊子さんが他ひ人と事ごとのように言いました。

「殊子さん……舞鶴蜜の最初の一杯にお酒をこっそり混ぜたのはあなたですよ？」

「あれ、そうだっけ？」しかもすっとぼけます。

「でも、たった一杯だよ」

「虚軸キヤストのくせにアルコールに弱いなんて……本当に予想範はん囲い外がいです」

　二時間半前くらいまでは、舞鶴蜜は恐ろしく不ふ機き嫌げんでした。

　ソファに座り、一言も喋しやべらずに苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていたのですが──最初の乾杯が終わってから、あっという間にこのような惨事になってしまったのです。

「……舞鶴さんのこの痴ち態たい、録ろく画がしておいたら一生脅迫できるわね……くすくすくす」

　佐さ伯えき先生がぽつりと言います。……殺害される可能性も高いですよ。

「ダメだよネア、脅迫なんてしちゃあ。でも、録画しておくのもいいかもね。だって今の蜜、可愛かわいいんだもん」佐伯先生の肩へ背を預けながら、里緒さんが嬉うれしそうに言いました。

「……可愛い……そうかしら。いい？　里緒さん。どんなに可愛くてもね、人間なんて所しよ詮せんは血の詰まった肉袋なのよ。潰つぶれて拉ひしやげれば汚く無様に散らばるだけなの。だから過度に期待しては駄だ目めよ。期待するから裏切られた時に泣きを見ることになるのよ…………！」

「じゃあ、ネアは、里り緒おのこともそう思ってるの？　だったら悲しいな」

「里緒さんはそんなことないわ。潰れて拉げても可愛かわいいに決まってるんだから」

　うふふふ、と佐さ伯えき先生が不気味な笑えみを見せ、里緒さんが、褒ほめてくれるなんてうれしいな、と顔を綻ほころばせながら、その肩に頬ほお擦ずりします。

　ちなみにこのふたり、非常に仲がよく──と言うより、佐伯先生が里緒さんを異様に気に入っているのです。里緒さんは『アンノウンゆらゆら』の力でも抗あらがえない『死』を、虚軸キヤストとしての能力である分裂を使って克服できるただひとりの存在だから、だそうで。

　しかし、澱よどみを周囲に振りまく佐伯先生と天てん真しん爛らん漫まんな里緒さんとの組み合わせは、正反対の気け配はいが混じり合う作用で形容不能な不ふ思し議ぎ空間が展開されるのもまた事実です。

　そんなふたりを他よ所そに、私はマスターを見ました。

「なによあんた、私の酒しやけが飲めらいってのぉ？」

「飲めるかっ！　ってか、お前は人格変わり過ぎだ！」

　こちらはこちらで、酔っ払った舞まい鶴づる蜜みつに絡まれています。普ふ段だんは口を利くどころか目さえ合わせたがらないふたりなのですが──これは佐伯先生の言う通り、記念撮さつ影えいでもしておいた方が今後有効かもしれません。蜜を牽けん制せいする際にも、マスターを脅迫する際にも。

「あー……お酒しやけ、飽きたわ」そうこうしていると蜜が唐突に立ち上がり、千ち鳥どり足あしで廊下の方へと向かいます。トイレでしょうか。

　解放されたマスターは盛大な溜ため息いきを吐つき、グラスの中身を一気に空にしました。

　マスター、お酒に逃げて許されるのは、あと二十五年ほど経たって働き先の企業で女性社員に陰口を叩たたかれるようになってからですよ？

「うふふふ。こちょこちょこちょこちょ……」

「あはっ。きゃんきゃんきゃんきゃん」

　佐伯先生と里緒さんはいちゃつき始めました。佐伯先生が里緒さんをくすぐっているだけなのですがふたりともテンション高いですね。

　周囲を見渡しつつ、そんなことを考えていると、蜜が戻ってきます。

　瞬しゆん間かん──私は、

「舞鶴……蜜……？」

「はぁ、らぁにぃ？」ソファへ腰掛けた彼女。

　その右手に持っていたのはスプーン。そして左手には、

「それは……私がデザートとして買っていた『ジョニーおじさんの焼きプリン』……！」

「お酒に飽きたって言ってんれひょ」

　反射的に立ち上がった私を意に介さず、蜜はプリンの封を開けると、プリンのことをまったくわかっていない動作で突入角も考えずスプーンを突っ込み、それを口に運びました。

「マスター！　マスター！」

「ん、どうした？」

「プリン、見てくださいプリン！　私の！　舞まい鶴づる蜜みつ！　勝手に！」

　ああ、あまりのことに言語機き能のうにエラーが。

「は？」反応鈍くこっちを見るマスター。この人使えません。

「舞鶴蜜っ！　それは、ジョニーおじさんが私のために……！」

　已やむなく彼女へ詰め寄りますが、蜜はそれを見てげらげらと笑います。
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「残念ねー。ジョニーおおじひさはんんは私わらひのためにこれ作ったのよ？　知ひらなかったの？」

「そんなはずはありません！」

「ジョニーおじさんは実在しない……」しかし突進はマスターによって制されました。

「マスターまで邪じや魔まするのですか!?」

「また買ってやるから我慢しろよ」

「何を言っているのですかマスター、同じ商品でもまったく同一の味かどうかは保証できないのですよ？　つまりあれを食べ逃すと、私はもうあの味を二度と……」

「お前は世界中のプリンを喰くい尽くす気か!?」

　そうこうしている間に蜜がプリンを食べ終わってしまいました。にやにやと空の容器を私に向かって見せびらかす彼女。睨にらみ返してもジョニーおじさんはもう私に微ほほ笑えんでくれません。

「ああ……私は敗北主義者です」ソファに座り、私は床をじっと見ました。

「だからまた買ってやるって……。と言うか舞まい鶴づる、お前人の家の冷蔵庫勝手に開けるなよ」

「いいらない、減るもんりゃないひ」

「減りましたっ」

　私の文句を無視し、蜜みつはまた立ち上がります。

「あー、もう一個……」

「マスター、止めてください！」

　わかったよ、と呆あきれたように言い、マスターが行く手を阻はばんでくれました。なんだか蜜が暴あばれ始めましたが、これ以上犠ぎ牲せいを出す訳にはいきません。マスター、ファイトです。

「なんかご機き嫌げんだね、硝しよう子こ」

　そんな私を、殊こと子こさんがからかってきました。

「……ご機嫌に見えますか？」

「うん、とても」

「だとしたら殊子さんの目は節穴です」まったく。

　私は再びグラスを手に取ると、ジュースをひと口喉のどに流し込みました。

「……ふぅん」殊子さんはそれでも、私をじろじろと、楽しそうに見てきます。

「どうしたのですか殊子さん、そんなに私がプリンを失ったのが……」

「ねえ、硝子」

「……え？」

　と──。

　その呼びかけに向き直った私の身体からだが、反射的に硬直しました。

　私の隣となりに座った殊子さん。

　その眼が、さっきとは打って変わって──笑っていないのに、気付いたのです。

「なん……ですか？」自然、私の声帯もまた、強こわ張ばりました。

　周囲の喧けん噪そうは変わりません。けれどそれらが消失したような感覚。

　殊子さんの視し線せん、気け配はい、それらすべてが、私に集中されていました。

　それは、有ゆう機き体たい部分が言うことを聴きかなくなるほどのプレッシャー。

　故に私もまた、全感覚器官を殊子さんに向けざるを得ずに──。

「殊子さん……いえ……『目ハ覚ラまハしラ時計』……何、を？」

「そんなに気負わなくていいよ」破顔。

　しかし、その笑え顔がおは決して、見る者を安心させません。

「あのさ、何かあった？」殊子さんは私に問います。

　──その質問の鋭さ。それは、舞鶴蜜の殺気とはまったく別種の重圧でした。

　蜜みつのが、触れるものすべてを壊こわそうとするプレッシャーならば、こちらは触れたものすべてを変えてしまうプレッシャー。あたかも、生命の危険は感じず、ただ侵しん蝕しよくされるような。

　まるで、こちらの本質を、内面を、すべて見透かすような──。

「何かあった、とは……どういうことですか？」

「うん、だってさ」彼女はゆっくりと、両手を頭の後ろで組み、

「普ふ段だんの硝しよう子ことは態度が違うし」

「何な故ぜ……そう思うのですか」

「普段の硝子なら、『ご機き嫌げんだね』なんて言葉に『ご機嫌に見えますか？』なんて返したりしないよ。『機械の私に機嫌など存在しません』って……そんなことを言うんじゃないかな？」

　その言葉は図星。故に、私の心拍数が上昇。

「いや、何かあったって言うより、少し変わってきてるのかな。今日きようの硝子は初めて会った頃ころとは違うよ、ほんのちょっとだけど。……いつも一緒にいる晶あきらクンは気付いてないかもね」

「何を仰おつしやっているのですか？　殊こと子こさん。私に感情は……ありません」

　対する私の言葉には、力が入っていませんでした。

　殊子さんは私の内部に存在するエラーを──見抜いている……？

「どういう事情があるのかわかんないし……ひょっとしたら姫ひめのことでかもしれないけど」

　もちろん殊子さんは、ひめひめが無限回廊エターナル・アイドルの手の内にあるなど知る由よしもありません。ですからこれは、単にひめひめが死んだというその一点を指して言っているのは明らかです。

　だけど、それでも彼女の言葉は私の三半規管から全身へと巡ります。

　心拍数が更に上昇。そしてこれは──胸が──痛い？

「ね、硝子」空になったグラスがテーブルに置かれる音がしました。

「ひとつ尋ききたい」

「なん……でしょう？」

　私を見る目はどこか真しん摯しに、

「ま、その姫のことも踏まえてだけど……この世界のこと、かな？」

　殊子さんは、言います。

「たとえばさ。ここにいる皆は、本来、この世界の住人だ。共生型の里り緒おと晶クンはもちろんだけど、私たちも……固定剤リターダとしては、この実軸ランナに生まれ育ったことに変わりない」

　それはいつもの饒じよう舌ぜつではなく、訥とつ々とつとした、

「でも、硝子だけは違う。別の世界で生まれて、そこで育って、そうしてその世界が滅んで、その後、実軸こつちへ来た」どこか言葉を選ぶような──そんな声。

「……そういう考え方もできますね」私は俯うつむき、頷うなずきます。

　寄生型の虚軸キヤストは、共生型と違い、固定剤リターダと完全に同化してしまいます。故に、たとえ虚軸キヤストであったとしても──殊子さんや蜜や佐さ伯えき先生は、元々はこの世界に生きる普通の人間だった訳です。もちろん、虚軸キヤストと別個体として存在する固定剤リターダの、里り緒おさんやマスターも。

　だとしたら、私は。私だけは、この場所に本来いないはずの存在。

　つまりは、

　機き械かいであり感情のない身であることも加え、圧倒的に、根本的に──異質ということ。

　喧けん噪そうは聞こえません。殊こと子こさんの言葉だけが、私の耳に入ってきます。

「ねえ硝しよう子こ。あんたはさ……」どこかはぐらかすように、それでもどこか問い詰めるように。

「あんたは、この世界のことを……どう思ってる？」

「……え」

「言葉通りだよ。来たばかりの頃ころと今とでは、あんたは変わってきてる。少なくとも、自身の感情を無む意い識しきのうちには否定しなくなった程度に。それがどういう方向に動くのか、私は知りたいんだ。私にとっては……いや、世界にとっては……その程度に、あんたは危険なんだ」

　それに、その言葉に。

　私の内部本体における思考回路、その今まで繋つながっていなかった部分が──一いつ瞬しゆんで繋がったかのような、そんな錯さつ覚かくを覚えます。

　この世界のことを、どう思っているのか。

　それはつまり、この実軸ランナに対して、私がどう向き合っていくべきなのかという問い。

「殊子さん……」私は隣となりの彼女を見詰めました。

　息を吸い、ゆっくりと、自身の思考、そして存在理由を再さい確かく認にんするようにして。

「私は、私自身の存在維持を優ゆう先せんして、生まれた世界を放り出した機械です。そんな私が、世界を殺した私が、世界の何に拘こう泥でいするというのですか？　それは……私の生まれた虚軸キヤストであっても、この実軸ランナであっても、何も変わらない」

　言葉を選ぶように。自己の根源に立ち返るように。

　しかし確実に、今この身体からだの裡うちにあるエラー、それを否定せずに。

「『この世界に居場所を作る』など、ただの詭き弁べんです。誰だれかに使われることでしか存在し得ない私は、単に私自身の使用者を、所有者を求めてこの世界へ来たのです。……それに、お忘れですか？　私の目的を。『全一オール・イン・ワン』たる、この私の存在目的を」

　殊子さんの視し線せんが僅わずかに険しいものへと変わりました。当然です。

　彼女は私のことを危険な存在だと思っていて。

　私もまた、自身が危険な武器であることを理解しているのですから。

「私は『全一オール・イン・ワン』ですよ、『目ハ覚ラまハしラ時計』。全一オール・イン・ワンとは、世界を滅ぼすための武器。……所有者を通してしか世界を見ることが叶かなわず、所有者の破は壊かい行為によってしか存在意義を見み出いだすことが叶わない、世界の終わりカーテンフオールの執行者です」

　故に、それはまったく正しいことであり、私の真理。

　だけど──だけど。

「ですから……」

　ひめひめを失った私に対しての、殊こと子こさんなりの問い。その答え。

　殊子さんがどういう意図でそれを尋きいてきたのかはわかりません。

　この人が私のことを『変わった』と言うのなら、確たしかにそうなのかもしれません。

　しかし、どちらにせよ。

　私は、今までずっと抱えてきた身の裡うちのエラーが、ひめひめのことを考える度たび、ひめひめのことをマスターに言おうとする度に現れていたあのエラーが──。

　消えていくのを、理解していました。

　いえ。

　消えたのではなく、エラーはそのままに、それをエラーであると、認にん識しきしなくなった。

　私は、言います。




「ですから、殊子さん。私は……マスターが世界を滅ぼすその日まで、この世界のことを全機能を駆使して守護します。世界を滅ぼすのが私であれば、世界を滅ぼしていいのも私だけです。私は故に、世界そのものに決して拘こう泥でいせず、けれど世界の平へい穏おんには全力で執着しましょう。マスターの腕の中で、神か悪あく魔まになるその日まで……私は私の世界と友人たちから、最期の刹せつ那なまで決して、絶対に、何があろうと眼を逸そらしません」

　そう。

　それこそが、私の存在意義。

　機き械かいの分際で、何を迷う必要があったのでしょう？

　ひめひめもまた、私の掌てのひらにある世界なのです。

　だったらそれを取り返すのに、手段を選んではならない──。




　言葉の後に残るのは、緊きん迫ぱく。

　そして──一いつ瞬しゆんの間があって、

「だったら、礼を言うよ」と。殊子さんが、微かすかな笑えみを見せました。

「は？　……礼、ですか？」予想範はん囲い外がいの言葉へ、私の思考回路が僅わずかに遅延。

「ま、しっかり世界を理解しなよ、硝しよう子こ」

　質問には答えてくれず、殊子さんは楽しそうに笑っていました。

「世界をちゃんと理解しないと、世界は滅ぼせないってこと。どんなに力を持っていても、自分のことを理解できてもいない奴やつに身を委ゆだねるほど世界は小さくも脆もろくもないんだ。まずは愛して、それから憎んで、拒絶して、許容して、それからもう一度、本当の意味で愛して。あんたはまだ赤ん坊だ。大人になるには先が長いよ。……晶あきらクンも、ね。そういうこと」

「ちょっと、殊子！　あんたよあんた！　何を呑のん気きに構えてるのよこのバカ女っ！」

　もう一度問い直そうとした時、蜜みつが殊こと子こさんに向かってそう叫びました。

「はいはい」殊子さんは苦笑すると立ち上がり、私から離はなれていきます。

　私は機きを逸したまま──その場に座り、近くにあったグラスを手に取りました。

　誰だれかの飲みかけたアルコールを一口。……この身体からだには合いません。

「……最悪だ……」

　蜜から逃れたマスターが、疲れ果てた顔で私の隣となりに来て、ソファに腰を下ろしました。

「マスター。私が大人おとなになったら、お酒の味も味覚が許容するようになるのでしょうか？」

「は？　何言ってんだお前」

「たとえば、そう、プリンのように」

「……勘弁してくれ」

　頭を抱えるマスター。確たしかに、それはまだ先のことです。今の私には、ジュースが適正。

「マスター。私のグラスが空いています」

「注げってのか？　まったくお前は……」

　ぶつぶつ言いながらも氷まで入れてくれるマスターの肩に、私は頭を載せました。

　殊子さんの質問。

　返答如何いかんによっては私を殺すつもりだったのかどうか、それはわかりません。

　しかし──少なくともそれは、私の中にある何かのスイッチを入れてくれました。

「マスター」

「なんだ？」

「明日あしたの夜でいいのですが……話しておかなければならないことがあります」

　──認めましょう。

　私はたぶん、恐れていたのです。

　マスターの敵である無限回廊エターナル・アイドルになったひめひめ。

　そして、無限回廊エターナル・アイドルを憎んでいるマスター。

　そんなこの人が、ひめひめと相あい対たいした時、何を選択し何を実行しようとするのか。

　その選択と実行を、どういう形で私に命令してくるのか。

　この人の選択如何によって私が失うかもしれないものを──決して失ってはならないものを失ってしまうことを、恐れていたのでしょう。

　最悪の可能性を避けようとする、機き械かいとしての特性が故に。

「なんだ？　大事なことか」

「ええ。ですから明日、落ち着いてから」

　私は立ち上がり、空いた食器を片付けるべくテーブルに目を向けました。

　明日は学校。そろそろこの宴えん会かいも、お開きにしなければ身体からだが保もちません。
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　明けて、次の日。十二時三十分。

　夏休み初日にして夏期講こう習しゆう初日の、普ふ段だんよりどこか開放的な教室での授業が終わり、私は僅わずかな疲労を覚えた手足を椅い子すに座ったまま伸ばしました。

　昨夜ゆうべの宴えん会かいの片付けが終わったのが、午前一時。それから就寝して起きたのが五時なので、普段よりも二時間ほど寝不足のまま臨のぞんだ講習でした。ある程度の疲労は制御できるものの、有ゆう機き体たいの抱える本能的な睡眠欲求を調ちよう節せつするのにも限度があります。

「お疲れだねー、硝しよう子こちゃん」きみちゃんがそんな私のところへ笑いながらやってきました。

「きみちゃんこそ、片目では黒板が見み難にくかったのではないですか？」

「うん。けっこう疲れるねー、これ」普段とは違い、彼女は右目に眼帯を着けています。

　昨夜、転んで柱に目をぶつけてしまったとのことでした。傷が浅かったのは不幸中の幸いですが、ともあれ不注意で怪け我がをしてしまうのは幸いとは決して言えません。

「ドジするから」呆あきれたように、だけど心配げな口く調ちようで、八や重えさんがきみちゃんの頭をぽんぽんと叩たたきます。えへへー、と照れ隠しに舌を出すきみちゃん。

「八重さん、今日きようは部活は？」

「練習あるけど、たぶん早めに終わるよ。……どうしようか」

　八重さんは既に帰り支じ度たくを整ととのえていましたが、私ときみちゃんはまだ。それと言うのも、

「どの程度で終わるかが問題ですね。一緒に帰るには効率が悪いと推測されます」

　今日は午後から、保ほ護ご者しやを交えての三者面めん談だんが行なわれるのです。

「うん、しかも私、今日のラストだしー。硝子ちゃんはけっこう早いよね？」

「ひとり五分という予定ではありますが、後ろ倒しになるのも明らかでしょうし……」

　面談は今日と明日あした、それから週末の日にち曜よう日びの三日間に分けて行なわれます。私ときみちゃんは今日、八重さんは日曜日。予定では十三時から始まって十四時半に終わることになっていましたが、順番は基本的に出席番号順ですから、三人一緒の帰宅は諦あきらめた方が賢けん明めいでしょう。

「じゃ、今日は各自解散ってことで」

「そうだねー」

「うん。じゃ、また明日」八重さんは私たちに手を振って教室を去っていきました。

「さて。どうしましょう」

「ご飯はー？」

「そうですね。私、十三時に先せん輩ぱいとの用事があるので、それまでに食事を済ませる必要があるのですが……構いませんか？」

「え、何？　デート!?　デートなのー？」

「……何な故ぜ面談前にそのようなことをする必要があるのですか、きみちゃん。面談の打ち合わせですよ。先輩と。向かいの家のおばさまが面談に来てくださるので、それもあって」

　私の場合、三者面談ではなく四者面談という訳です。効率に無む駄だが多いので芹せり菜なさんのおばさまだけで充分だと言ったのですが、マスターは頑がんとして首を縦たてに振りませんでした。

「へえ、豪華だねー」そんな私へ、相変わらず少々難なん解かいなことを言うきみちゃん。

「でも、進路かぁ。高校入ったばかりなのに、ちょっとわかんないよねー」

「確たしかに時間的な猶ゆう予よはありますね。それに成せい績せきもこれから先、上下する可能性の方が大きいですし」もっとも私の場合、学力という面で言うなら変化することなどないのですが。

「ところで、きみちゃんのお母さんは休みが取れたのですか？」

「うん、前から言ってあったから」

「……そうですか」

　現在、きみちゃんの家は母子家庭です。二カ月ほど前まではきみちゃんとお兄さん、それにご両親の四人家族でしたが、お兄さんの直なお川かわ浩こう輔すけさん、お父さんの直川慶けい太たさんは、もうこの世にはいません。いえ──世界によって、最初からいなかったことにされたのです。

　お兄さんは虚軸キヤストと同化し、舞まい鶴づる蜜みつによって殺されました。

　そしてお父さんは無限回廊エターナル・アイドルと同化し、里り緒おさんへと攻こう撃げきを仕掛け返り討うちに遭あいました。

　だからある意味で、虚軸キヤストの一番の被害者は、私の知る限りきみちゃんです。

　私に何かができたのか、或いはできなかったのか。それはもう今となっては計算しても無む駄だなことです。しかし、だからこそ、私はきみちゃんのことを守らなければならないと結けつ論ろんしています。これ以上無限回廊エターナル・アイドルによってきみちゃんの世界を壊こわされることは、私自身にとっても、もちろんマスターにとっても、許容できるものではありません。

　きみちゃんの周囲に虚軸キヤストが存在していないか。私は二カ月前からずっと、可能な限り優ゆう先せんし、里緒さんにも手伝ってもらって調しらべていました。その兆候は現在のところ、なし。

「きみちゃんは、進路どうするのですか？」

　故に、あとはきみちゃんの人生そのものの問題ではあるのですが──、

「やだなあ硝しよう子こちゃん。それを今日きよう話し合うんだよー」

　私の立場はあくまで友人。介入できることも、今の状態では限られています。

　私は、それもそうですね、と頷うなずき、鞄かばんの中からお弁当を取り出しました。

　正直なところ、私の進路などよりも、きみちゃんのこれからの方が重要なのですが。




　私ときみちゃん、ふたりの昼食が終わり、時刻は十二時五十五分になりました。

　残すイベントは三者面めん談だん。私の面談は更に四十分後、十三時四十分からの予定ですが、マスターとの打ち合わせが五分後に迫っているので悠ゆう長ちように構えてはいられません。

「そろそろ行かなくちゃいけないんじゃないの？　硝子ちゃん」そう言うきみちゃんも荷物をまとめています。もうすぐ先生が来るので、面談のために教室を空けねばなりません。

「いえ、実は、待ち合わせ場所はこの教室の前なので」

「あ、そうなんだー」

「きみちゃんはどうするのですか？　時間がかなり余っているのでは」

「うん、私は図と書しよ館かんで本読んでるー。今日きようはねー、ディックにしようかなって」

「ディックですか。何を？」

「んーとね、『流れよ我が涙、と警けい官かんは言った』。硝しよう子こちゃんは何が好き？」

　機き械かいの私に好きも嫌いもないのですが、ディックはひと通り読破しています。

「そうですね、『ユービック』でしょうか」私は、最初に読んだ彼の著作を挙げました。

「あ、それまだ読んだことないー」

　ひめひめがもしいたら、確かく実じつにつっこみが入りそうな会話ですが──止める人はおらず、きみちゃんはじゃあ次にそれ読んでみよう、と呟つぶやきます。

　と──。

「あの……城き島じまさん」

「はい」不意に背後からかかった声に、私は思考を停止させ、振り返りました。

「どうしました？　上うえ野のくん」声の主は、上野恭きよう一いちくんです。

　怖おず怖おずと、私の顔色を窺うかがうようにして、こっちを見ていました。

「今から、何か用事ある？」

「はい。ありますが……何か？」

　上野くんは、困惑した表情を浮かべ、だけど直後、

「あのさ、ちょっと話あるんだけど……いい……かな？」

　決心したように唇を引き結び、私に問います。

「用件は何でしょう？」もうすぐ先せん輩ぱいとの待ち合わせ時刻です。まあ、あの人のことですから、五分前になっても来ていないのであれば遅刻する確かく率りつが高いですが。

「うん、ここじゃちょっと……」

「十分……いえ、五分以内に済ませられる用事でしょうか？」

「いや……うん、大丈夫」やけに思い詰めた表情で、上野くんは頷うなずきます。

「いいのー？　硝子ちゃん。もうすぐ……」

「ごめん、すぐ済むから！」言い訳のようにきみちゃんへ言いつつ、上野くんは譲ゆずりません。

　私は、彼の表情から、上野くんが思い詰めていると判断しました。

　用件は想像がついています。恐らくは海の件。

　察しているであろうきみちゃんもまた、心配そうな表情でした。が、

「そうですね。わかりました。きみちゃん、大変申し訳ないのですが……」

「硝子ちゃん……」

「ええ。大丈夫ですよ。……先輩がもし来たら、伝言を頼めますか？」

「……、うん、わかった。教室の前で待っといてあげる」

　私の懇こん願がんへ、きみちゃんは察してくれたようでした。

「……ありがとう！」一方、私の返答に、上うえ野のくんは喜色を浮かべます。

　そうして出入り口へと先に行き、私を促しました。周囲の男子──牧まきくんたちが、彼に視し線せんで合図を送るのを決意の表情で見返しつつ、拳こぶしを握っています。やはり海か。

「あの、じゃあ……えっと、向こうに」

　上野くんは私を引き連れて、教室を出ました。

　そのまま無言で、廊下の突き当たりまで。付いて行く途中で振り返って廊下を見渡しますが、マスターの姿は廊下にありません。遅刻確かく定てい。あとでお仕置きですねこれは。

　きみちゃんか八や重えさんをゲットするため、まずは私を説得して他方向から攻める気でしょうか。これははっきりと断らなければなりません。

　思考しながら歩いていると、階段のある踊り場で上野くんが止まりました。玄関とは反対側にある階段のため、使う生徒は少数の階段です。人ひと気けはありません。

「あの……さ」周囲に誰だれもいないのを確認すると、上野くんはゆっくりと言います。

「用事って言うのはさ、まあ、あの……」

「……はあ」

「その……」

「はあ」なかなか用事を言わない上野くんに、私は生返事しかできません。と、

「あ、あのさ！」上野くんは決心したように語気を強め、

「一緒に暮らしてる先せん輩ぱいのことだけど……やっぱ城き島じまさん、あの人と付き合ってるのかな？」

　私の顔を見ずに、そう呟つぶやきました。

「いえ、何度も言っていますが、彼氏ではありませんよ」

　海のことかと予測していたのですが、遠回しに来る気でしょうか。

「でも、あの……その、この前さ、知り合いが偶然、見たんだ」

　何をです、との私の言葉に続いた上野くんの声は、まるで消え入るようでした。

「城島さんと、その先輩が……手を繋つないで歩いてるところ」

　それは恐らく、一昨日おとといの件。偶然というのは嘘うそで、私たちを尾行していたのは上野くんを含めた一同です。やはり海の話である可能性が高いですね。しかし否定してしまった以上、実は彼氏ですなどと嘘を吐つくのも、今後のリスクが高くなります。

「いえ、別に彼氏だから手を繋いでいた訳ではありませんよ。私と先輩は兄妹きようだい同然に育ちましたし……と言うより、ほぼ兄妹のようなものですから。時々手も繋ぎます」

　仲のいい兄妹であれば、不自然なことではありません。

「そっか、そうなんだ。よかった」返ってきたのは安あん堵どの溜ため息いき。

　これは間違いなく、だったら海に行こうと、そうなるはず。私は断りの文句を脳内に準備しました。それにしても──誰がきみちゃんか八重さんのどちらに好意を持っているのかはわかりませんが、こんな回りくどいことはせずに、直接告白するのが効率的でしょうに。

「あのさ、だったら……」

　意を決したように、上うえ野のくんは口を開きます。

　私は、私たちは海へは行けませんよ、と、そう返事をする準備をしました。

「だったらさ、城き島じまさん。もうストレートに言っちゃうんだけど……」

「はい」

　しかし、




「あのさ、僕と付き合ってくれない？」

「………………はい？」




　しかし──。

　私の耳に届いたのは、まるで予想外の言葉でした。

「だからさ。もし彼氏とかいないんなら、僕と付き合ってくれないかな、って」

「あの、上野くん……？」

「はい」何な故ぜか敬語の彼に、私は尋ねます。

「それはつまり、あの……私と男女交際しないかという提案だということですか」

「いや、まあ、そういうことなんだけど……」

　尋きいた直後、無意味な質問をしたことに気付きます。

　思考回路が軽い混乱を起こしている様よう子す。

　ああ──なるほど……って、

　……え？

　私の中で、ここ数日の彼の行動がようやく繋つながりました。

　いえ、昨日きのうよりも更に前から──彼は私に対して、不自然な態度を取ることがありました。周囲に八や重えさんたちがいたので判別し難にくかったというのもありますが、あまりに予測外だったので可能性として検討してすらいなかったというのが本当のところでしょうか。

　或いは、ここ数日のエラーが私の論ろん理り回路に破は綻たんをもたらしていたのかもしれません。

「これは……」予想範はん囲い外がいのことに、またエラーが出始めました。

　今度は、ひめひめの件とは別種のものです。

　好意。男女交際。知ち識しきとしては知っています。理解していたつもりでした。でも。

　でもまさか、自分の身にその問題が降り掛かってくるとは。

「まさか……そんな」

「え？　あの、城島さ……ん？」

「これは……どう」

「えっと……城島さん？　何言って……」

「え、あ、何でもありません」私は上うえ野のくんへ咄とつ嗟さに言葉を作ります。

　だけどそれは計算したものでは決してなく、むしろ場ば繋つなぎにしかなりません。

「あの、上野くん」

　どうするべきか。何を言うのが人間として自然か。そのシミュレーションができません。機き械かい部分が完全に麻ま痺ひしています。エラー頻ひん発ばつ。これは少々……。

　思考はめまぐるしく動きます。恋愛感情とは何か。他者のそれを、自分はどうするべきか。

　けれど、男女交際とかお付き合いとか、好意とか、そんな言葉に、

　私の脳は、目の前の上野くんではなく、別の人を想像していて──。

　口は、勝手に動いていました。

「上野くんの要望に、私は応こたえることができません」

　私と上野くんの間に沈ちん黙もくが流れます。その間も、私は言葉を探し続けています。

「……やっぱりさ、城き島じまさん、あの先せん輩ぱいと……付き合ってるの？」

　まるで否定して欲しそうに、上野くんは歯は咬がみしました。

　エラーのせいで私は行動を決定できず、しかし、やはり唇は自動的に言葉を。

　それは、

「先輩とは恋人関係にある訳ではありません。でも私は……あの人の傍そばに、ずっといます」

　言い終わると同時。

　私の中で繰くり返されていたエラーが、瞬しゆん時じにして消失。これが何なのか自身でも理解しないままに、私はただ、結けつ論ろんらしき感覚だけを得ました。

　確たしかに、仮にマスターが私を恋人として扱おうとするなら、私はそれに同意します。

　私を所有していいのは、私の身体からだを扱っていいのは、マスターただひとりなのですから。

　でも、この感覚は、それとは違う。

　結論が出ても動どう悸きが治まらず、肺に酸素が行き渡らない、そんな結論──。

「……そう、か」上野くんが俯うつむきます。

「先輩が待っているので、行きますね、私」

　私はそれでも、上野くんに声をかけました。

「ごめんなさい、上野くん」

「……うん。ごめん、こっちこそ」彼は私から目を逸そらし、呟つぶやきました。

　ですから私は一歩を踏み出し、その場を立ち去るべく、彼の横を通り過ぎます。




　廊下を歩みながら、思考しました。

　昨晩、殊こと子こさんが私に告げたこと。

　──しっかり世界を理解しなよ、硝しよう子こ。

　彼女の言う通り、私にはまだ足りないのでしょう。

　世界を滅ぼすための力。世界を守るための力。それを行使し、マスターに行使してもらうためには、まだ私は世界を充分に理解しきっていないのです。

　数カ月前までは、それでも構わないと結けつ論ろんしていました。

　心を持たない私と、心を持ったマスター。

　彼から痛みを奪った私と、痛みを欠落させた彼。

　ふたりでひとつ、それで十全だと。

　けれど、やはりそれだけでは、まだ足りないのかもしれない。

　現に私は、虚界渦アンダーゲートの開放に至っていない。

『虚界渦アンダーゲート』──虚軸キヤストが虚軸キヤストとして、この世界に居場所を作った時に開けるようになる門。

　全世界の設計図たる『世界系インスト』にアクセスし、かつて存在した私の世界を実軸ランナに呼び寄せることは、未いまだ私にはできずにいます。恐らくは、それが証拠なのです。

　二カ月前、八や重えさんを助けようとした時にはなかった演算矛む盾じゆん。

　だけど二週間前、ひめひめを失った時に発生したエラーと、死んだはずのひめひめが目の前に現れた時の、回路の混乱。主人たるマスターに隠し事をするという、あり得ない行動。

　そしてついさっき。自分の意志とは関係なく、口から勝手に出てきた言葉──。

　それは世界を理解し感情を理解する過程で自己の内部に生まれた、ブラックボックス。

　どうすればいいのでしょう。

　私の機き能のうが足りないのか。或いは世界が複雑過ぎるのか。

　私は、私がどうなってしまうのか、それがわからない──。

　教室へと入りました。

　マスターがきみちゃんと、少し他よ所そ他よ所そしい雰囲気で話をしています。それを見た私の本体に、またひとつ予期せぬ小さなエラーが発生し、直後、バグとして処理されました。
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　母が来る時刻まで図と書しよ館かんで暇を潰つぶし、それから校門まで母を迎えに行って、教室で待機すること二十分。結局、予定の時刻よりも三十分オーバーして、君きみ子この三者面めん談だんは始まった。

　午後三時、五分前。君子は今日きようの最後だ。だけど担任の別べつ保ぽ先生には疲れきった様よう子すさえなく、いつも通り背筋を伸ばして真ま面じ目めな顔をしていた。母も、普ふ段だんとは見違えるくらいぱりっとしたスーツ姿で、なんだか自分ひとりが浮いている気分になる。

　そんな雰囲気の中、別保先生が、落ち着いた様子で口を開いた。

「君子さんの調ちよう査さ票ひようには、高校卒業後は就しゆう職しよく、とありましたが」

「ええ」母は他所行きの笑え顔がおで、先生へ頷うなずいた。

「それが娘の望みなら、私は構いませんわ」

「そうですか」先生はそれだけ応こたえると、少し俯うつむいて手元の調ちよう査さ票ひようを一いち瞥べつする。

　正直なところ──君きみ子こはとてつもなく緊きん張ちようしていた。

　昨日きのう、図と書しよ館かん前の廊下で先生に言われたことが気になっていたのだ。

　大学に行く気はないのか、と。確たしかに行けるものならば行きたい。けれど母親を困らせる訳にはいかないし、そのせいで母が苦労するのならば行かない方がましだと思う。

　先生はひょっとして、そのことを言い出すかもしれない。そうなったら少し厭いやだなと思い、そんなことを言い出しませんように、と願ねがった。

　しかし、案の定というか、不幸なことにというか。

「……お母さん。今後の君子さんの人生を考えると、私としてはやはり大学に進んでおいた方が有利だと思っています」先生は、真まっ直すぐに母の目を見て、そう言った。

「はあ」母は一いつ瞬しゆんだけきょとんとし、直後、

「しかしうちのは、出来が悪いですから……行ける大学があるとは思えませんわ」

　謙けん遜そんのような、自じ嘲ちようのような口調。

「そんなことはありません」先生はそれを即座に否定する。

「確かに成せい績せきが高いという訳ではない。しかし、大学に行かずに就しゆう職しよくを、というには早計過ぎます。しかもまだ入学したばかりだ。努力すればこれから伸びる」

「いえ、でもねえ」

「二年生の三学期まで頑張ってみて、それから決めてみても遅くない。何よりうちは進学校です。就職に有利な技能が身に付く訳ではないし……頑張ってみて、どうしても無理というのであれば専門学校に、というのが君子さんにとっても万全だと思いますが」

「あの、先生……申し上げ難にくいのですが」

　君子は、思わず身体からだを硬直させた。

　変わらずに淡々と話す先生。それに対する母の声に、少しだけ険が混じり始めたのだ。

「うちは母子家庭ですし、正直なところ先立つものがありません。大学はもちろん、専門学校に遣やる余裕もないのです。娘もそれはよくわかっています。そもそも……先生は進学校と仰おつしやいましたが、私はそのつもりもなかったんですよ。娘がどうしてもこの高校に、というものですから……大学には行かなくていいからと言うので受けさせたんです。そうよね、君子？」

「あ、はい」慌てて返事をする。母の言うことは本当だ。

「直なお川かわ……そうなのか？」先生にも頷うなずく。

　が──別べつ保ぽ先生が次に発した言葉に、

「しかし直川、だとしたら何な故ぜこの高校に進学しようと思ったんだ？　ここは大学受じゆ験けんのための高校だぞ？　大学を最初から受験しないつもりなら、それなりの理由があるんだろう」

「あ、え……」君子は、あれ？　と思った。

　自分がこの高校を受験した理由。

　確たしかに、母に無理を言ったのは覚えている。どうしても、と頭を下げたのも。母は、あんたみたいなグズでのろまなバカが受けても落ちるに決まってるけどもし受かるんだったら通わせてあげるわ、と笑った。だから必死で勉強して、合格して──全部覚えている。

　けれど、自分は何故この高校でなければならなかったのか。

「ええと」必死で思い出す。確か、同じ高校に通いたかったのではなかったか。

　それに、頑張ればお母さんも自分のことを認めてくれると思った。同じ結果を出せたらきっと自分のことも同じように優やさしくしてくれると。同じように。誰だれと？　何と？

　訳のわからない思考に、頭が混乱してきた。何か勘違いをしているのかもしれない。

「えっと……」

「ほら、この通り。さしたる理由なんてないんですよ、うちの娘には」

　考え込む君きみ子この耳に、母の溜ため息いきが届く。それで余計にわからなくなった。

　やっぱり、母の言う通りなのだろうか？

「単に制服が可愛かわいいとか、そんなくだらない理由に決まっています。ですから先生、うちの子はさっさと社会に出て、そういうだらけたところを直す必要があるんですよ」

　きっと、そうなのだろう。

　高校を志望した動どう機きも思い出せないバカな自分が、そもそも大学に行ける訳もない。

「……直なお川かわ、お前はいいのか？」

「あ、はい」頷うなずく。

「お母さんの言う通り、私、バカですから」あはは、と照れ隠しに笑った。

　これで先生もしつこく言わないだろう。親と子の意見が一致しているのだ。だから──、

「直川」と。

　先生の視し線せんに、君子の笑えみは半端なまま凍り付く。別べつ保ぽ先生は、恐い顔をしていた。

「自分のことをそういうふうに決めつけるものではない」

「あ……」

「お母さんもです。ご自分の娘でしょう。どうして信じてやれないのですか？」

「……、先生？　お言葉ですが、うちの教育方針に……」

　剣けん呑のんな先生の気け配はいに、母も語気を強めた。君子の心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打ち始める。

　──どうしよう。なんだか妙なことになりそう……。

「お母さん。実は数日前から気になっていたのですが、今確かく信しんが持てました」

　そして、君子のそんな悪い予感は、

「は？　先生、何を仰おつしやって……」

「今日きようは、そのこともお話ししようと思っていたのです。ですから日程を調ちよう節せつして、君子さんの面接を最後にさせてもらいました。お母さん。あなた……」

　思い描いたよりも遥はるかに悪い形で、当たった。




「娘さんに……君きみ子こさんに、虐ぎやく待たいをくわえていますね」




　疑問ではなく、殆ほとんど断定のような、先生の言葉。

　君子の思考が、今度こそ完全に停止した。

「……は？」母が青ざめる。

「先生、それは……君子が言ったんですか？」その声は、少し上うわ擦ずっていた。

　言いながら、こっちを見る母。焦りと、恐れと、それから何より、怒りの混じった顔。

　君子は呆ぼう然ぜんとしたまま、それでも必死になって首を振る。

　自分はそんなこと、先生に言っていない。

「君子さんの内うち腿ももには幾つも酷ひどい傷がありました。あれは幼い頃ころから、何度も何度も内出血を繰くり返してきた傷です。中には煙草タバコの火を押し付けられたようなものも」

　昨日きのう、君子が先生にぶつかって尻しり餅もちをついた時、恐らく見えたのだろう。

　傷だらけでみっともないから、ずっと隠していた。体育の時は夏でもショートパンツを穿はかずに過ごしたし、水泳の授業も欠席している。だけどまだ内腿はそんなに傷痕が目立つ方ではないから、見られて恥ずかしかったけど、たいしたことはないと思っていたのに──。

「それに、今日きようの眼の怪け我が。転んで柱にぶつけたなどと直なお川かわは言っていたが……或いはこれもあなたの仕業ですか？　……お母さん」

「な、なに、を」母が狼狽うろたえ始める。唇を震ふるわせ、顔が紅こう潮ちようしたり青ざめたりしている。

　先生は容赦をしなかった。

「そのスーツ、シャネルですね。しかも新品のようだ。あなたの私生活にまで踏み込むつもりはないが、奨学金を使っても娘を大学に遣やれない親の着る服ではないようです。……はっきり言いましょうか、お母さん。虐待の有う無むに拘かかわらず、あなたは母親失格だ。どんな理由があろうと、自分の娘の将来を潰つぶすような親は……間違っている」

　君子はもう、訳がわからなかった。

　どうして先生は突然そんなことを言い始めるのだろう。進路相そう談だんと何の関係もないのに。意味がわからない。しかも、お母さんに対して、いつもよりも、授業なんかよりもずっと険しい視し線せんを向けている。まるで──お母さんが悪いことをしているみたいに。

　身体からだ中じゆうが萎い縮しゆくしている。体温が何度か上がったように思える。心しん臓ぞうの音が教室中に響ひびいているみたいだ。どうにかしなくちゃ、そう思った。

「先生っ！」半ば裏返った声で、君子は叫んだ。

「どうした直川？　お前も事実を……」

「お母さんは虐待なんて、そんなことしてません！」

「しかし直川、その傷は……」

「違いますっ！」先生の言葉を遮って、君きみ子こは続ける。必死だった。

　そうだ。虐ぎやく待たいなど、された覚えはない。

　だって、これは──、

「これは、私が悪いから、私が悪い子だから……」

「……！　君子っ！」

　教室中に響ひびく絶叫が、君子の言葉を止めた。

「……え」

　母が、今まで見たこともないような顔で、怒っているのか泣いているのかよくわからないような、そんな顔で、君子の顔を睨にらみ付けている。

　残ざん響きようと──静寂。

　蝉せみの声が外から微かすかに聞こえてくる中、

「やはり、事実のようですね」先生が、そう、呟つぶやいた。

「……あ」そこで君子はようやく気付く。

　必死に母を庇かばおうとして、自分が何を口走ったのかを。

「私は、見過ごす訳にはいかない。教師としても、ひとりの人間としても」

　冷静な、とても厳げん粛しゆくな、先生の声。

「あ、その、せんせ……私……」何か言い訳をしなければ、そう思った。

　そうでなければ、そうしなければ──。

　母の気け配はいが飽和していく。いつも君子にお仕置きする時と同じだ。

　反射的に身が竦すくむ。でも、どうにかしないと。

　そう焦り、だけど身体からだは動かず、唇だけが震ふるえ、勝手に涙が溢あふれそうになった時。

　けたたましい音をたてて、教室の扉が開いた。




　力の限り戸を引かなければ出ないような、大きな音。

　ガラスが割れたかとすら思った。それまでの会話が瞬しゆん時じに止まった。

　母も、君子も、別べつ保ぽ先生すら、出入り口を見ている。

　そして、そこに立っていたのは──小柄な女子生徒だった。

「……失礼します」自分のたてた音とは真逆なほどに静かな声。けれど彼女の持っている剣けん呑のんな気配は、さっきまでの面めん談だんの空気と比べても決して劣るものではない。

　返事を待たず、教室へ入ってくる。

「あ……」それは、君子の知った顔だった。

「……どうした、舞まい鶴づる」

　舞鶴蜜みつさん。

　一年九組のクラスメイトで、中学時代の同級生だった。だけどいつもむすっとしていて、誰だれかと話をしている光景を殆ほとんど見せたことがなく、たまに見せたとしても皮肉げな口く調ちようと態度で他人を怖がらせることしかしない、そんな女の子。彼女は逡しゆん巡じゆんする様よう子すもなく、どこか怒ったような顔で、こっちへ向かって真まっ直すぐ歩いてくる。

「お前の面接は日にち曜よう日びのはずだが？」先生が、鋭するどい声で彼女の名を呼び、咎とがめた。

「ええ、知っています」蜜みつは立ち止まり、笑った。

「それに……お前が何な故ぜ今、校内にいる？」詰問しているような先生の声。

　そうだった。彼女は今日きよう、講こう習しゆうを欠席していた。

「学生が校内にいて何か問題でもありますか？」けれど彼女は悪びれた様子もない。

　いつも硬い表情をしていて、授業中の私語を決して許さず、生徒から怖がられている別べつ保ぽ先生。そんな先生を前にして、あの皮肉げな口調を崩さない。

「お前は今日欠席していたはずだが？」

「ええ。頭痛が酷ひどかったもので。でももうよくなりました。だから学校に来たんですけど」

「そうか。……しかし今は見ての通り、面めん談だん中ちゆうだ」

　傍そばで見ている君きみ子こすら身が竦すくんでしまうような先生の言葉。怒ど鳴なる訳でもないのに萎い縮しゆくしてしまう厳げん粛しゆくな気け配はい。殆どの生徒は畏い怖ふで黙だまり込んでしまうだろう。それなのに蜜は、まったく気にしたふうもなく、それどころか、先生を睨にらみ返していた。

「お話がありますの、先生」

「面談中だ、と言ったのが聴きこえなかったのか？」

「話がある、と言ったのが聴こえませんでした？」

　まるで、殺し合い寸前の口くち喧げん嘩かだった。

「出て行きなさい舞まい鶴づる。見ればわかるだろう？　今は直なお川かわと三者面談中だ。お前にクラスメイトのプライベートを聞かせる訳にはいかない」

「もう面談の終了予定時刻はとうに過ぎていますけど？　それに、大事な話なんです。しかも急ぎで。どうにかならないかしら？」

「どうにもならない。教室の外で待っていなさい」

「こちらもどうにもならないんです。待てません」

　そして、睨み合ったままの沈ちん黙もく。

　君子には何が何だかわからない。

　だけど、理由は判然としないまでも、とにかく恐かった。ふたりの間の空間が、その視し線せんの刺とげ々とげしさで、今にも音をたてて砕け散ってしまいそうだ。

「……あの、先生」それを破ったのは、先生でも蜜でもない。

　君子の母親が、空気を無視して割って入った。

「そちらのお嬢じようさんはお急ぎのようですし、娘の進路の話も終わりました。ですから、面接はこれで終わりということでよろしいですか？」

　母にはこの上ない好こう機きだったのかもしれない。考えてみれば君きみ子こにとってもそうだ。

「……まだこちらの話は終わっていませんが」先生は譲ゆずらなかった。が、

「ありがとうございます、おばさま」

　眼がまったく笑っていない笑え顔がおで、間髪入れずに蜜みつがそう言う。

「邪じや魔まをしてしまって申し訳ありません」

「いいえ、娘と仲良くしてくださいね」

　ただ状況を変えるためだけの空々しい挨あい拶さつを、母と蜜が交わす。

「では、先生」母が立ち上がった。「今日きようはお世話になりました」

　先生は眉まゆをひそめたまま黙だまっている。諦あきらめてくれたのだろうか？

「ほら、行くわよ君子」

「あ……はい」母に促され、流されるように君子も立ち上がる。どうにもどっちつかずで気まずいが、確たしかにあれ以上先生と話をしていたら大変なことになっていた。話が大きくなってしまう前に、うやむやでもいいから終わってよかったのかもしれない。

　母は早足で教室を出て行く。慌てて君子も歩きだした。こっちを黙って見ている先生を振り返りながら、何度も頭を下げる。少しだけ申し訳なかった。先生はきっと、自分のことを心配して、あんなことを言ってくれたのだろうから。

　でも正直なところ、あれ以上母親が責められるのは君子にとって辛つらい。そもそも悪いのはいつも母を怒らせてしまう自分だ。だから自分さえしっかりすればそれで解決する。

　先生が気にしてくれたのは嬉うれしいけれど、あとは自分の問題。

　教室から出る直前、もう一度だけ君子は、先生に向かって深く礼をした。
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　直なお川かわ母子が去り、担任教師である別べつ保ぽ透とおるとの剣けん呑のんな舌戦が終わって十分ほど経たった後。

　帰宅しようとして玄関へ出、昇降口の先にある教育棟のピロティを通過しかかったその時、舞まい鶴づる蜜の背後へ、不意にひとりの気け配はいが立った。

「……何の用？」見もせずに蜜は、その気配に向けて吐き捨てる。

「お、もうわかった？　鋭するどいな」こっそりと近付いたことを悪びれもせず、忌いま々いましい口く調ちよう。

　蜜はあからさまに舌打ちする。

　声の主はそれ以上何も言わず、ただ黙って立っていた。

「何の用、って尋きいてんだけど」

　だから振り返り──背後にいた速はや見み殊こと子こに、殺意を込めた一いち瞥べつをやった。

　さっきまでの別保と交わしていた会話に苛いら立だっているのに、その上この女まで現れるなんて最悪だと思う。嫌けん悪お感かんは隠さない。隠しても無む駄だだからだ。

「さすがに夏休みだと人が少ないな」殊こと子こは両腕を頭の後ろで組んで、周囲を見渡した。

「私の知ったこっちゃないわよ」

「そっか。みっちゃんさ、二日酔いとか大丈夫？」

「……！　煩うるさいわねっ！」痛いところを突かれ、蜜みつは思わず短く叫ぶ。

　昨日きのうの、城き島じま邸ていでのことだ。実はよく覚えていない。ただ、朝起きたら自分の部屋のベッドにいて、しかも異様に頭が痛かった。どんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまったのかはわからないけれど、殊子の愉たのしそうな様よう子すを見るに、ある程度は想像できる。

「しっかし、可愛かわいかったなぁみっちゃん。いつもああならいいのに」

「……黙だまりなさいよ。殺すわよ」

　とは言え、今はこの女の揶や揄ゆに真ま面じ目めに付き合っている余裕はない。

　講こう習しゆうを欠席して寝ていたのだが、三者面めん談だんのことを思い出して慌てて家を出てきた。昨日の別べつ保ぽと君きみ子この遣やり取りが気になっていたが故だ。

「あらら、一晩経たったらもう元に戻っちゃった。つまんないの」

　飄ひよう々ひようとした態度に虫むし酸ずが走る。蜜は顔を背けた。

「学校じゃ話し掛けるなって、前に言ったはずだけど？」

「そんなこと言って。学校じゃなくても話し掛けたら厭いやな顔するくせに」

「そりゃそうよ。厭なんだから」

「つれないなあ」

「何の用事なの？　わざわざ校内で話し掛けてくるってことは、余程急ぎの事情なんでしょうね？　そうじゃなかったら……」

「そうじゃなかったら？」

「……帰るわ。これ以上あんたと同じ空気を吸いたくないから」

　蜜は殊子を一いち瞥べつした。どうせ自分をからかおうと笑っているのだろう、そう思って。

　軽けい薄はくに、世界をすべて見通した上で傍ぼう観かんするどこかの神様のように、へらへらした顔で、自分のことをまるで全部わかったかのように。保ほ護ご者しやかお姉さんでも気取って。

　しかし──背後に見た殊子は、予想とはまるで違った。

　さっきまでのように、頭の後ろで腕を組んでもいない。よく見れば荷物も持たず、スカートのポケットに両腕を突っ込んだまま、それでも蜜の方をじっと、真剣な眼で見ていた。

「ねえ、蜜」みっちゃん、と、いつものおどけた調ちよう子しではなく。

　わざと声音を変えた、どこか真面目な口調だ。

「……何よ」厭な予感がした。

　このタイミングで出てくるなんて、ひょっとしたらと思っていたけれど──やはりどこかで見られていたらしい。自分が一年九組の教室に入って行った時からか。だとしたら厄やつ介かいだ。

　殊子は、そんな蜜をじっと見詰め、

「深入りし過ぎない方がいいよ」──言った。
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　その言葉で、確かく信しんする。

　やはり殊こと子こは、自分がさっき、何をしていたのかを知って──声を掛けてきたのだ。

「……ふざけるんじゃないわよ」自然、声が一オクターブ落ちた。

「『深入り』ですって？　あんたのふざけた倫理を私にまで強要するんじゃないわよ。どのみち私は倫理なんてもの持ち合わせてはいないわ。それはあんたがよく知ってるでしょう？」

「別に強要している訳ではないよ。それにこれは倫理とかそういう問題でもない」

　殊子は面めん倒どうそうに右手をポケットから出し、自身の猫っ毛を軽く弄いじり、

「虚軸キヤストとしての在り方の問題、かな」

「在り方……？　同じことよ」

「違うよ。私はね、蜜みつ。別にあんたが何を思い、何を大事にしているかを問題にしてるんじゃない。ただ、虚軸キヤストとして、いや……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』として、普通の人間にどう関かかわるのがベストなのか、それをよく考えた方がいいって言ってるんだ」

「よく言うわ」蜜は吐き捨てる。文字通り、吐き気がした。

「あんたのそのスタンスが恋人を死なせたってこと、わかってるの？」

　速はや見み殊子の恋人。蜜と同じクラスに所属していた姫ひめ島しま姫ひめ。

　彼女は二週間前──虚軸キヤスト『無限回廊エターナル・アイドル』が起こした事件に巻き込まれて存在を世界から抹消された。だが、そこに至る過程には殊こと子こにこそ責任があると蜜みつは思っている。殊子は昏こん睡すい状態にあった姫ひめの処置をせずに放っておいた。いや──手を出すことが恐くて、できなかったのだ。

「……そうだな」殊子は悲しげな顔をした。

「でも、だからこそ、だよ。蜜には私と同じ失敗をして欲しくない」

「矛む盾じゆんしてるわね。それがどうして『深入りし過ぎない方がいい』になるのかしら？」

　蜜は嘲あざ笑わらう。胸は痛まない。

　当たり前だ。そんな、感傷や同情などという感情は、とうに欠落している。『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』──この虚軸キヤストが脳のう髄ずいに棲すみ付いたあの時から。

「あんたみたいに傍ぼう観かんを決め込んで失敗するなんて、愚の骨頂よ」

「確たしかにその通りだ……でもね、蜜」しかし、その嘲ちよう笑しように、殊子は悪びれた様よう子すも見せない。

　それどころか、

「あんたは逆に、深入りし過ぎてあの娘こを傷付けたんだろ？」

「何……ですって？」

　蜜にとっては禁きん忌きであるあの時のことを、まるで復ふく讐しゆうのように、言った。

　蜜は思わず怒ど鳴なりかけて、唇を咬かむ。

　殊子は容赦しない。

「はっきり言うよ。蜜の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は……人を傷付けるためだけの力だ」

「だったら……」それがどうだと言うのだ。

「人を傷付ける力で人は救えない。それは私じゃなくて、あんたが一番よく知ってることだ。もちろん、人を傷付ける力で人を助けることはできる。それは可能。

　でも、助けることはできても、救うことはできない。この違い、わかるだろ？」

「……黙だまれ」殺気が抑えきれない。

　それは、蜜にとっては、決して言われたくない言葉だった。

「言葉遊びはうんざりよ」特に、この女──速はや見み殊子には。

「私がこの力で何をしようと私の勝手よ。……確かにあんたの言う通り、私には殺すことしかできないけれど、それが何か問題でもあるの？　どのみち私は自じ衛えいにしか力を使えない。そんな無様な私が……私は、誰だれかを助けようとも、ましてや救おうともこれっぽっちも思っちゃいないわ。思ってるのはね、殊子。誰かを殺したい、それだけよ！」

　一気に言う。怒鳴るように強く。

「そうよ……あの娘の兄貴も私が殺したわ。この『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で、一片の肉も残さずに粉こな微み塵じんにしてやったわ。それに何か文句があるの？　文句があるんだったら、私のこの存在を、壊れた万華鏡デイレイドカレイドを含めた全存在を、あんたの手で否定すればいいじゃないの！　それができないんだったら……いいえ、それをしないのならば、私に対して強制力を持つのは私自身でしかあり得ないし、許されないわ。もし止めたいのなら、力ちから尽ずくで来ることね！」

　半ば息を荒げつつ、蜜みつは殊こと子こを睨にらみ付ける。

　殊子は何も言わない。もう自分の言うべきことは終わったとでも言うように、だけど少しだけ悲しそうに、蜜の眼をじっと見ている。

　うんざりしたのか、耐えきれなかったのか。

　自分自身でも訳のわからない苛いら立だちに任せて、蜜は殊子に背を向け、再び歩き始めた。

　──そうだ。

　この女のくだらない感傷なんかに付き合ってはいられない。

　背負うと決めたのだ。この殺意を。この衝しよう動どうを。そして、その犠ぎ牲せいになったものすべてを。

　蜜は振り返らない。

　追ってくる気け配はいは、なかった。
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　夕方、午後四時。

　上うえ野の恭きよう一いちは、自分の部屋、ベッドの上に寝そべって、泣いていた。

　殆ほとんど自動的に洩もれてくる嗚お咽えつを抑え付けて、唇を咬かむ。

　部屋にはひとり。他ほかには誰だれもいない。

　憚はばかることはないのだけれど、泣き始めたら大声をあげてしまうのはわかりきっていたし、誰も見ていなくてもそれはみっともないという気持ちもあったから、どうにか耐えていた。

「ちくしょ……う」それでも、涙は止まらない。

　熱あつく腫はれぼったくなってしまった目頭を押さえながら、ひとり悪態を吐つく。

　告白の時期を誤ったのだろうか、と考える。

　──違う。

　どのみち、いつ告白したって、自分の未来は見えていたのだ。

「何だよ……あれ」涙声で呟つぶやく。思い出すだけでやりきれなくなる。

　あの人の傍そばに、ずっといます。硝しよう子こはそう言った。

　要するに、付き合っているとかいないとかではない。

　そもそも彼女は、最初から自分のことなど眼中になかったのだ。

　──自分はこんなにも、彼女を想おもっているのに。

　大事な人形をすべて捨ててしまうほど、彼女のことを愛していたのに。

　彼女にそっくりな人形がいて、それでもまだ足りないくらい彼女に執着していたのに──。

　それなのに彼女は、そんな自分に応こたえてくれはしなかったのだ。

　耐えられなかった。どうしてなんだろう。

　実際のところ断られることも想像していなかったのだが、現実はとんでもなく最低な方向に転がった。いっそ遠くで愛めでているままだったらどんなによかったかしれない。だって、そうすれば──少なくとも、クローゼットの中の人形は、色いろ褪あせたりしないのだから。

「そうだ……」恭きよう一いちは、涙でぐしゃぐしゃになった視し線せんを、怒りとともに机の上へ向けた。

「だいたい、あいつが無責任なこと言いやがったから……！」

　信じて、忠告に従ったのに。それなのに。

　立ち上がり、睨にらみ付けたもの──携帯電話を、掴つかむ。

「畜生っ!!」壁かべに投げつけた。思ったよりも大きな音をたてて、しかし電話は壊こわれない。

　恭一を決心させたのは、携帯電話から届く、電波の向こうの知らない人だ。

　二週間ほど前。

　友人の牧まきから紹介されて、恭一はあるコミュニティに入った。ネット上に存在する閉じた輪わだ。メンバーから紹介されることでしか入れず、本当に信用できる人間しか紹介してはいけない、そしてその場所以外でコミュニティの話をしてもいけない──そういう触れ込みで作られた秘密のソーシャルネットワーク。中ではメンバーたちが悩み相そう談だんをしたり、誰だれかの願がん望ぼうを他ほかの誰かが叶かなえてやったりなど、互助的な活動を行なっていた。活動の結果は定期的に届くメールマガジンで報告される。だれそれの願ねがいが叶いました、と実名で届くメールは、正直なところ楽しかったし、秘密活動のようで面おも白しろかった。

　だから、自分も相談した。

　好きな女の子に告白したいのだけどどうすればいいだろう、と。

　返事のメールはあっという間に集まった。そしてその中に、相談者が恭一であり、恭一が告白したがっているのが城き島じま硝しよう子こだと見抜いた人間がいた。

　自分は硝子の友人で、彼女のことをよく知っている、と。

　誰かはわからなかったけれど、何の情報もなしにそう見抜いたのだから恐らくはクラスメイトだろう。恭一はそれを信用して、その人の助言通りに、今日きよう告白した。

　──それが、この結果だ。

　そいつを、いや、このコミュニティを信用した自分が馬ば鹿かだった。顔を知っているかもしれない誰かが秘密で相談に乗ってくれる、そんな不ふ思し議ぎな高揚に酔っていた。もっと疑うべきだったのだ。今考えれば、牧が手を回して、自分をからかったのだろう。そもそも城島硝子自体、あのコミュニティに所属していないとも言いきれないのに。

　床に転がった携帯電話から眼を逸そらし、そうやって恭一は、自分が拒絶された原因を他ほかへ転てん嫁かしようとしていた。そうする以外には、耐えられない。

　だが、布団に顔を埋め、もう一度悔し涙を流そうとしたその時。

　階段を昇る足音が、聴きこえた。

　咄とつ嗟さに飛び起きる。両親だろうか。こんな時に入ってきて欲しくない。

　眠った振りをしようと思い、電灯のスイッチに手を掛ける。けれど。

　間に合わず、ドアが開いた。そして、

「……え？」予想だにしなかったことに──恭きよう一いちは呆ぼう然ぜんとした。

「やあ」

　そう言って部屋の前に立った人ひと影かげは、恭一の見たことがないものだったのだ。

　少女だった。年とし頃ごろは、自分と同じくらい。髪型は、ふたつに束ねたお下げ。

　恭一の通う挾はさ間ま学がく園えんの制服、しかも秋冬用のものを着ている。見み慣なれたはずの、しかしこの暑い季節にそぐわない服装に、恭一は違和感と気持ち悪さを覚える。

「……だれ、だ」思わず後じさりしながら、そんな間抜けなことを呟つぶやいた。

　彼女は言った。

「初めまして、って言った方がいい？　上うえ野のくん」

　少女はにこやかに笑えむ。だけどその笑え顔がおはどこか嘘うそっぽい。年相応の言葉遣いにも違和感があった。まるで──そう、演技でもしているかのような。

「誰だれ……？」目の前の人間が少女ということもあり、まともな反応ができない。涙で腫はれた目を隠しもせず、泥どろ棒ぼうか空き巣の類たぐいかと疑う気も起きず、再度そう呟く。

「そうだね」恭一の疑問に。

　彼女は落ち着き払った態度で、

「あなたの知っている名を名乗るなら……『ひめひめ』だよ」そう、言った。

　──『ひめひめ』？

　恭一は目を見開く。

　その響ひびきは、他ほかでもない。城き島じま硝しよう子この友人と自称し、コミュニティで恭一へアドバイスをした人間の名乗っていた、ハンドルネームだった。

「な……あんた……！」まさか、と思う。

　だけど、恭一は少女の顔を知らない。

　それに、どうしてこいつが自分の家を知っているのか。鍵かぎをかけていたはずなのに、どうして家に入ってきているのか。山ほどの疑問と疑念が頭の中を支配する。

「ま、混乱するのも仕方ないか。でもね、本当のことだよ。何ならあなたに送ったメール、今から読み上げてみせようか？　それとも……警けい察さつでも呼ぶ？」くすくすと笑いながら、少女はそれほど楽しそうには見えない。その様よう子すが薄うすら寒い。

　こいつ、何だ？

　目的が見えない。何がしたくてここに来たのかもわからない。ひょっとしてこの少女は、少女という皮を着たもっと別の、恐ろしい何かなのではないか──そんなことさえ思った。

「さて、上野くん。本題に入ろうか」

　ひめひめと名乗ったそいつは、部屋の入り口に立ったまま、恭一を真まっ直すぐに見詰めた。

「私の忠告に従って、見事に玉砕してしまった訳だけど……その感想は？」

「な……っ」少女の嘲ちよう笑しよう。

　明らかに自分を揶や揄ゆしたその言葉に、一いつ瞬しゆんだけ、恐怖を忘れた。

　こいつは、いけしゃあしゃあと──。

　思わず手近にあった枕まくらを掴つかみ、投げつけようとする。が、

「でもね上うえ野のくん」彼女はその隙すきを恭きよう一いちに与えずに、続ける。

「それは……硝しよう子こに拒絶されるのは、別にあなたが悪かった訳じゃない。いつだろうと誰だれだろうと、もう決まっていた。世界の法則、運命みたいなものよ」
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「……は？」恭一は呆あつ気けにとられて固まる。

　じゃあこいつは、全部わかっていて、それで自分をけしかけた、と？

　頭の中が混乱してくる。

　しかし、続いた彼女の言葉は、そんな恭一の疑問を無視するかのように──弾んでいた。

「あなたはまず、それをわからなければならなかった。だからこれは一歩前進ということ。おめでとう上野恭一。お前は……城き島じま硝子を手に入れる資格を得た」

　唐突に、少女の語ご調ちようが変化する。

　恭一は──その笑え顔がおに、反応らしい反応ができなかった。




　　　　‡




　数年振りに訪れたその場所は相変わらずうらぶれていて、懐なつかしさよりも苛いら立だたしさを助長する。もっとも、懐かしさなんて感慨などとうに失ってしまっていたから、ここに限らずどこに行って何を見ても同じなのかもしれない。ただ、苛立たしい。

　日が暮れた午後八時。

　舞まい鶴づる蜜みつは制服姿のまま、挾はさ間ま市しの外れにある住宅地の中を歩いていた。

　家には一度帰ったが、結局着替えずに家を出た。制服姿ではいろいろと厄やつ介かいかとも思ったが、いちいち着替えるのも億おつ劫くうだったし、暑い最中に動き回って私服をわざわざ汚すのも厭いやだった。そもそも制服姿を訝いぶかしむ人間がいたとしても、蜜にとってはどうでもいいことだ。

　手荷物は持たず、胸の下で腕を組んだまま歩く。記き憶おくを頼りに目的地を目指していたが、記憶にある風景と町並みがなかなか一致しない。うらぶれたままに建物だけが変わってしまったのか、或いは自身の記憶が風化してしまったのか。両方だろう。

　とは言え──焦しよう燥そうはあったけれど、逡しゆん巡じゆんもある。早くしなければ、という焦燥と、行ってどうする、という逡巡。矛む盾じゆんする感情が、ひょっとしたら道に迷わせているのかもしれない。

　行動を起こしてしまっている自分が無様だ。

　歩きながら苦笑し、昼間のことを考えた。




「……どういうことですか？」と。

　直なお川かわ君きみ子ことその母親が教室から去った後、蜜は教師である別べつ保ぽ透とおるを問い詰めた。

「何を言っているんだ」別保は刺とげ々とげしい蜜の声に動じたふうもなく、不ふ思し議ぎそうに応こたえた。その返答は、彼にとって当然のものだっただろう。

　唐突に、用事があるなどと言って乱入してきた蜜は、誰だれが見ても相当に不可解だった。自分でももう少しマシな言い訳があっただろうにと思うほどに。けれど蜜は上う手まい詭き弁べんを考え付かなかったし、頭に血が上って冷静さも失っていたから仕方がないことなのかもしれない。

　後先考えずに乱入したのは──激げつ高こうしてのことだったのだから。

　面めん談だんが始まってからずっと、教室の外で黙だまって話を窺うかがっていた。しばらくは冷静に盗み聞きできていたのだが、話が不ふ穏おん当とうな方向に進み、ついに我慢できなくなったのだ。

　だから、別保がどんな不可解さを抱いていようと、蜜にはもはや関係なかった。

「ふざけないで」表向き使うようにしている敬語すら忘れて、蜜は別保へ詰め寄る。

「何を考えてるの、あんたは……！」

「だから、何のことだと言っている」

「自分が言ったことをもう忘れたの!?」話が噛かみ合っていないのは自分でもわかっていたが、抑えることも冷静になることもできなかった。

「あんたは本当に教育者なのかって尋きいてるのよ」

「舞まい鶴づる、お前は何の……」

「今あんたがここでしていた話のことよ！」苛いら立だちとともに半ば叫ぶ。

　まさか、本当にこいつは理解していないのか。自分のやったことを意い識しきしてもいないのか。

「まだわかんないの、さっきあんたが自分でやったことでしょう!?　……虐ぎやく待たいをくわえてる親に、虐待を受けてる子の前で、虐待をしていますね、って。あんたはそう言った。言って、娘の見てる前で親を問い詰めた！　それがどういうことか理解してるっていうのなら、どう考えてもあんたの頭はいかれてるわ！」

　自明のことなのに言い聞かせている自分が、滑こつ稽けいだとすら思った。

　問題のある親子の前で、その問題を明らかにする。

　別べつ保ぽのしたことは、誰だれがどう考えても逆効果だった。君きみ子こは母親のストレスの捌はけ口ぐちにされている。だったら精神を追い詰めれば追い詰めるほど、虐待は悪化するだろう。策としては下の下だ。そんなこと、大事なものを失なくしてしまった欠陥人間の自分にもわかる。

　別保のことを買いかぶっていた訳でも期待していた訳でもなかったが、今までの様よう子すや態度から見て、少なくともここまで頭が悪いとは思っていなかった。そう分析していた自分自身への苛立たしさも相まって、蜜みつは別保を睨にらみ付ける。

　別保は、表情を変えなかった。

「……お前は直なお川かわと仲がいいのか？」それでいて、とぼけたことを言う。

「そんなこと関係ないでしょう!?」

「関係ない、か。そうか」

「あんた、何を……！」

　あまりの話の通じなさに、殴ってやろうかとすら思う。

　しかし別保は、蜜の態度を完全に無視し、厳おごそかに肩を竦すくめる。

「関係ないのなら、お前が口を出す問題ではない、舞鶴」

「じゃああんたは関係あるっていうの!?」

「私は教師だ」いつもの、腹が立つほどに厳げん粛しゆくな声で、別保は告げた。

「虐待は間違っている。だったら糾たださなければならない」

「糾す、ですって？」

「そうだ。察するに、話を盗み聞きしていたようだから問うが……舞鶴、母親が娘に虐待をくわえることは善か、悪か？　それは当然のように悪だ」

　蜜は、呆あつ気けにとられた。

　こいつは何を言っている？　善悪？　そんなつまらない二に元げん論ろんを、学校の中だけならともかく、本気で世界に適用できると思っているのだろうか。

　疑問に答えるように、別べつ保ぽは迷いなく言い放った。

「虐ぎやく待たいは悪だ。悪はあってはならない。だから私はそれを弾だん劾がいする。それだけのことだろう。虐待などという間違ったことが私の周囲で起きているのを黙だまって見過ごすほど、私は愚かではない。それともお前は、虐待は正しいことだとでも言うつもりか？」

「な……あんたそれ、本気で言ってるの……？」

　普ふ段だん聞き慣なれている殊こと子この詭き弁べんでさえ、こうまで意味不明ではない。

「本気だと？　嘘うそや冗じよう談だんでこんなことを言うとでも思っているのか、舞まい鶴づる。親が娘に不当な暴ぼう力りよくを振るっているのだぞ。そのようなことがまかり通るような社会を私は許容できないし、するつもりもない。間違ったことは糾たださなければならない、それは自明のことだ」

　どうやら本気らしい、と蜜みつはようやく気付いた。

　世界には善よいことと悪いこと、善いものと悪いものがあって、悪いものを排除すれば理想的な社会が築ける。善行を奨励し悪事を駆逐することで、誰だれもが幸せになれる──たぶん別保はそう信じているのだ。確たしかに言っていることは間違いではないし、正しいのだろう。

　だけどそれは、正しいだけだ。

　学校で教わり、学校の外で多少の規き範はんにはなるけれど、実行するにはあまりに稚ち拙せつで意味のない概念。そもそも人間という生物の精神自体に善悪が同居し混在している以上、それは不可分なもので、だから悪を根絶することは不可能だし、何より善悪という観かん念ねん自体、絶対性を持っている訳ではない。誰だって──赤ん坊だって知っている、当たり前のことだ。

　なのに、それがわかっていない人間が、ここにいた。

「……理念や題目を掲げるのは自由だけどね」これ以上話し合っても仕方がないし、時間の無む駄だだ。蜜は盛大に舌打ちすると、別保から視し線せんを外した。

「少なくともあんたのやったことは、あの娘こへの暴力を加速させるだけよ」

　それを理解しているのか、或いは理解もせずにやったのか、それはもうどうでもよかった。ただ──撃げき鉄てつが落ちただけだ。そう思うことにした。

　踵きびすを返した蜜の背に、別保が強い声で言う。

「私が止める」

　返事はしなかった。

　簡かん単たんに言ってくれちゃって、と思った。

　──止める、ですって？

　止めてそれで終わる話なら、自分がとうに止めているのに。




　あのふざけた遣やり取りを思い出すと、苛いら立だちが増す。

　考えてみれば、厭いやな予感が当たってしまった。何日か前、あの子が別保の前で派は手でに転んで、別保が眉まゆをひそめた時の予感。自分以外の人間があの傷を見たことに妙な焦りを覚えた。

　冗じよう談だんじゃない。このままでは、ますますあの子の傷が増えるに決まっているのに。

　早くしなければ、と思う。急いであの子の家へ行かなければ、と。

　それでも、蜜みつの足は、早く動かない。

　一方で、行ってどうする、という思いがあった。確たしかにあの子の虐ぎやく待たいは、今日きようの件で激はげしさを増すだろう。ことによると目立つ箇所に消えない傷を付けられるかもしれない。いや──今日だって、あの子は目を眼帯で覆おおっていた。あれは確かく実じつに母親によってのものだろう。

　しかし。

　だったら、自分が行って、それでどうする？

　蜜は自覚していた。

　恐らく、母親が君きみ子こを虐待する原因──そのひとつは、二カ月前に自分が作ったものだ。

　直なお川かわ君子の兄、直川浩こう輔すけを殺し、その存在を世界から消し去ってしまったことによって。

　修正力リペイントマーカーで記き憶おくを消されようとも、それまであった事実がすべてなかったことになる訳ではない。単に誰だれからも認にん識しきされなくなるだけ、観かん測そくされなくなるだけだ。今までずっと兄の成長だけが生き甲が斐いだった母親の感情の行き場は失われ、本人もそれと気付かない内に『何かが足りない』という実感だけが残る。世界の仕組みなど、そんな不完全なもの。異物を排除はしても、その異物がかつて棲すんでいた空白までは繕つくろってくれない。

　だから自分のせいで、君子の母親はストレスと歪ゆがんだ愛情を、より一層君子へ注ぐようになっているのかもしれなかった。

　それを考えると、殊こと子こに言われたことが、澱おりのように蜜の足を捕らえる。

　──人を傷付ける力で人は救えない。

　なら、どうすればいいのか。

　家に帰ってからも考えてみたけれど、答えは見付からない。

　母親を殺すことは簡かん単たんだ。そうすれば君子を傷付ける相手は誰もいなくなるし、佐さ伯えきネアの力によって傷を綺き麗れいにすることだってできる。そんなことはわかりきっていた。

　仮にあの子の母親が虚軸キヤストに侵しん蝕しよくでもされれば、蜜が手を下してもそれが明るみになることはない。記憶は失われ、存在はゼロに収束する。二カ月前直川浩輔を殺したのと同じように。

　でも、と思う。

　いや、ずっと思っていた。

　あの娘この母親までもを殺すのは、あの娘を追い詰める原因にしかならないのだ。

　もう君子には母親しかいない。兄は自分が殺した。父親も無限回廊エターナル・アイドルに侵蝕され姿を消し、その後柿かき原はる里り緒おによって殺された。この上で母親まで殺してしまえば、あの子はひとりになる。

　それに君子は、あの莫ば迦かは、自分に酷ひどい仕打ちをする母親を、それでも愛していて──。

　──助けることはできても、救うことはできない。

　忌いま々いましいけれど、殊子の言葉は正しい。

　どうにかしようと思っても、自分にはどうにもできない。

　破は壊かいすることしかできず、敵意しか持たず、その上この世界から半歩はみ出してしまっている自分には、彼女を抱だき締しめて慰なぐさめる権利さえもないというのに。

「……ふん」考えても仕方がない。

　どのみち、もうすぐ辿たどり着く。辿り着けば何か行動を起こさざるを得ないだろう。それに、あんなことがあった後だから様よう子すを見に行くだけだ。何も起きていないのなら、それで──。

　記き憶おくにある風景の角を曲がる。薄うす汚よごれた集合住宅が見えてきた。

　昔、一度だけ行ったことがあるあの部屋を思い出して苛いら立だたしい気分になる。

　母から貰もらったという、使い古しの汚いヘアピンを嬉うれしそうに自分に見せ、無邪気に笑っていた君きみ子この嬉しそうな顔に、心底から敵意を覚え──、

　目指す棟の、直なお川かわ家けの部屋のドアが視界に入ったその時、

「……え？」予想しなかった光景が、見えた。

　三階の、三〇一号。

　遠い上に、夜の暗い中の蛍光灯は薄ぼんやりとした光しか放っていなかったが、固定剤リターダとなった蜜みつの視力には充分によく見える。間違いない。

　部屋の扉は開いていた。

　そして中へ入っていく、背広姿の男の姿。

「あいつ……！」間違いない。別べつ保ぽ透とおるだ。

「何してる!?」

　蜜は反射的に走りだした。常人離ばなれした速度でアパートの玄関まで辿り着き、そこから一息に階段を昇る。時間はかからない。少なくとも思考する暇がない程度には。

　三階の角部屋。目指していた場所。扉は開きっ放しになっている。何かがおかしい、そんな違和感を覚えて、蜜は土足のまま駆け込んだ。

　廊下を抜け、居間へ。

「君子っ！」知らず知らず叫び、そして──。

　飛び込んできた光景は、蜜の思考を止めた。




　まずは、部屋の奥。

　小柄な身体からだが、床へ倒れている。

　出血はない。しかし、だらりと伸ばしたままの腕が──不自然な方向に折れ曲がっていた。

　次に、反対側の隅にいる君子の母親を見る。

　彼女は、包丁を構え、緊きん張ちようして震ふるえていた。……誰だれを刺すつもりで手に取ったのだろう？

　そして蜜の目の前、視し線せんの先にある男の背中。

　別保透は、何な故ぜか片手に土木用のスコップを持って、その場に立っていた。

　どういうことだ、と疑問を覚えるより早く、

「あんたたち……何やってんの」自分でも驚おどろくほどに、冷たい声が出た。

　君きみ子こを見る。ここからでは息をしているかどうかわからない。まさかとは思うけれど、少なくとも腕が折れている。病院に連れて行かなければならない。

「そこをどきなさい！」目前にいる別べつ保ぽの背中に向かって、蜜みつは叫んだ。が、

「直なお川かわは生きている」微動だにせず、こちらを振り向きもせず、別保が呟つぶやく。その声はいつもの、教室で授業をしている時の厳げん粛しゆくなものと、何ら変わらない。

　それは、異様だ。

「あんた……まさか」咄とつ嗟さに一歩背後へ飛んだ。

　この男。ひょっとして、自分と同じ存在だった──？

　だとしたら、油断はできない。蜜に緊きん張ちようが走る。『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、自分が一度傷を負わなければ動かせない。別保が虚軸キヤストだった場合、どうしても後手に回る。

　別保がようやく、背中越しにこちらを一いち瞥べつした。

　その視し線せんはこの世界からどこかずれているようだ。戦せん慄りつが走る。蜜は身構えた。

　その時、唐突に。




「……先生は、違うよ」背後から、声がした。




「な……！」少年の声。気け配はいはなかった。

　反射的に振り向こうとすると、視界が不意に大きく揺れる。

　肩を掴つかまれ、足を払われたのだと気付いた時には、蜜は廊下へと転がっていた。

「お前たち、揃そろってどういうつもりだ？」別保の、毅き然ぜんとした声で発せられたとぼけた言葉。床へと這はいつくばったまま、蜜は周囲を確かく認にんする。そこには、

「あ……ごめんね、舞まい鶴づるさん。痛かった？」

　蜜を投げ飛ばしておきながら、それでも怖おず怖おずとした態度の、新しい客。

「あんた……なんで」それは蜜にとって、まったく予想外な顔だ。

　上うえ野の恭きよう一いち。

　同じクラスだが、接点はない。もちろん、君子にも。

　──こいつが何な故ぜ、唐突に？

「うん。実はさ……ある人に頼まれちゃって」

　上野の声。それは表向き、教室での彼と変わらない。

　だが、それでも尚なお、気配から染み出てくる、嫌けん悪お感かん──。

　まさか……！

　別保に感じた異質さとは違う。むしろ、蜜にとっては馴染み深い違和感。

「舞まい鶴づるさんの予想、外れてるよ」上うえ野のは、伏し目がちに言った。

「別べつ保ぽ先生は、世界を取り込んでいない。……僕に関しては、その……予想通りだけど」

「……あんた……」蜜みつは、上野恭きよう一いちを睨ねめ上げた。或いは、自分を尾行してきたのか。

　それにしても、いつからこいつは世界を手に入れたのだろう。

　恐らくはそれほど前からではない。学校の生徒に関しては城き島じま晶あきらと柿かき原はる里り緒おが日々確かく認にんしている。あいつらがサボっていたか間抜けでなければ、今日きようになってか。

「そう。あんたも……こっち側に来ちゃったって訳？」

　ゆっくりと身体からだを、すぐに立ち上がれる姿勢へと入れ替えつつ、蜜は挑発的に嗤わらった。

「まったく、世界の大安売りね。あいつの……『無限回廊エターナル・アイドル』の差し金？」

「え、あの……それは、言えないけど」

「それにしてはあんまり変化したように見えないわね。それとも、植え付けられたのはよっぽどちっぽけな世界だったのかしら？」

「そ、そんなこと言われても」蜜の威圧に上野は萎い縮しゆくする。

　根本はどうあれ、表面上の性質は変わっていないようだ。

　別保も、君きみ子この母親も、唐突に現れた上野を見ている。

　今のうちなら、上野をどうにかすれば君子を奪い去ることも可能だ。固定剤リターダではない別保と君子の母は蜜の動きには反応できない。逃げるのは性に合わないが、そもそも自分の力は後出しでしか使えない。ここは目的を最さい優ゆう先せんさせるのが一番いい。

　上野は怖おず怖おずと視し線せんを移ろわせている。

　ならば強気に出て虚を突けば突破できる。そう思い、両脚に力を込めた。と、

「……あ、ごめんね、舞鶴さん」瞬しゆん間かん、上野の気け配はいが、こっちに向いた。

　蜜の動きを観かん察さつして、それを阻はばもうとする。

「あの、別保先生」上野は蜜の前に立ちはだかったまま、

「直なお川かわさんを助けるんでしょう？　早くしてください。僕が彼女を……抑えてますから」

　どこか、勇気を振り絞るようにして、背中越しにそう言った。

「あんた……！」

「状況がわからないな、上野。どうしてお前がそんなことをする？」

「……だって」怪け訝げんそうな別保に、上野は唇を咬かむ。

「直川さん……母親から虐ぎやく待たいされてたんでしょう？　人形にストレス発散するみたいに。……でも、虐待なんて人形にしていいことじゃないんです。それは間違ってる。人形はただ、傍そばに置いて愛めでるべきなんです。だから、解放してあげなきゃいけないんだ」

　意味不明の言葉だ。だが別保は応こたえない。代わりに、じっと上野を見詰め、

「……わかった」そう呟つぶやくと、君子に一歩近付く。

「待ちなさいっ！」蜜は咄とつ嗟さに、上野を無視して床から跳ねた。が、

「ごめんね」目前に立ちはだかった上うえ野のが、態度とは裏腹の力で蜜みつの肩を強く押し付ける。

　バランスを崩し、蜜は再びその場に倒れた。

「……高校入ってからやめちゃったけど、まだ鈍ってはいないみたいだ」

　自身に感心したような独白。合気道か何かだろう、

「先生」

　別べつ保ぽは頷うなずき、君きみ子この許もとへと歩くと──彼女を肩へと担ぎ上げた。

「やめろ！　触るなっ!!」蜜の叫びを無視し、

「お母さん、あなたにも来てもらいます」土木用のスコップを突きつけ、母親に向ける別保。

「ひ……」

「来なさい。脅すようですが、来ないと気絶させてでも連れて行く」

　状況がまったく飲み込めていないのだろう。君子の母親は包丁を取り落とし、がくがくと震ふるえながら頷くと、別保に背中を押されるようにして歩き始める。上野はご丁てい寧ねいにも、別保の動きに合わせて蜜を阻はばむように移動し、今度は廊下側へと立たち塞ふさがった。

「待ちなさい……！　あんた、どうするつもりなのよ!?」

　体勢を立て直し、蜜は別保を一いつ喝かつした。こうなった以上、手段は構っていられない。

「相そう談だん所しよにでも連れて行くつもり？　それがあんたの方法って訳?!　冗談じゃないわ」

　いかにも、教師が考えそうなことだ。

　母親から君子を引ひき離はなし、身寄りのない君子を施設に入れ、カウンセリングを受けさせて、それでどうする？　何が救われるというのだ。仲のいい友達と別れ、親を失い、新天地ですべてを忘れて新しくやり直せるほど君子は子供ではない。一生消えない傷を抱えたまま、全部をなかったことにするなど──そんな無様、そんな不条理、自分には絶対に許せない。

「あんたの二に元げん論ろんで解決できるほど、世界は簡かん単たんじゃないのよっ！」

「世界は簡単ではない、か。確たしかにその通りかもしれん」

　君子を抱えた背中越しに、落ち着き払って、別保がこちらを一いち瞥べつした。

「しかし、それは私がこの虐ぎやく待たいを見過ごすという結果にはならない。何な故ぜなら、直なお川かわの母親は間違っているからだ。間違ったことは糾たださなければならない……それが私の行動理念だ」

「っ……そのあんたの行動が間違ってるっていうのよ！」

「私は間違っていない。何故なら、正しいことをしているのだから」

「……ふざけるな！」まったく話にならない。

　激げつ高こうして叫びながら、蜜は三度、身体からだに力を込めた。天てん井じようまで跳ちよう躍やくし壁かべを蹴けって飛べば合気道では対処できないだろう。仮にいなされて投げられてもそれでいい。

　即座に立ち上がって再び駆け出せば、上野を振り切ることだってできる。そもそもこんな気弱な──世界を手に入れて尚なお、おどおどとしているような奴やつ、たかが知れている。

　気け配はいに気付いた上野が身を竦すくませ、蜜は力を込める。

「舞まい鶴づる」しかし、静かな声が、その動きを止めた。

　いや──正せい確かくには、次に続いた一言によって。

　別べつ保ぽは、言った。

「ならば……お前は何か手を打ったのか？」

「……あ」その言葉は、蜜みつの心しん臓ぞうを鷲わし掴づかみにする。

「気付いていながら何も手出ししなかったのであれば、お前も同罪だ」

　違う。そう言おうとした。

　こいつは何を言っている？　同罪？　私が、君きみ子この母親と？

　違うと、そう否定しようと、叫ぼうとする。だけど。

　だけど、自分には、誰だれも救えない──。

　別保が再び歩きだす。君子の母親を背後から脅しながら、玄関を出て廊下へと消えていく。下には車でも停とめているのだろう。乗られたら追い付けない。

「……待ちなさい」痛む心臓を無視して、蜜は立ち上がった。

「逃がすもんですか……！」無む理り矢や理りに叫ぶ。

　別保はもはや応こたえない。代わりに返事をしたのは、目の前の邪じや魔ま者ものだった。

「ごめんね。僕も、あなたを逃がしちゃいけないって言われてるんだ」

「どけ！　殺すわよ！」

「う……」上うえ野のはたじろぐ。

　蜜は床を蹴けり、居間へと一歩下がった。

　床に落ちていた──君子の母親が持っていた包丁を拾う。慌てて追ってきた上野がそれを奪おうと手を伸ばしてきた。しかしこちらの方が速い。すかさず振る。

　刃先が掠かすめ、上野の掌てのひらに血が滲にじんだ。威い嚇かくするように包丁を構え直し、蜜は薄うすく笑えんだ。

　形勢逆転、だ。

「えっ……武器、使うの……？」

「何をとぼけたことを言ってるの？　上野恭きよう一いち」こいつがどんなに弱気だろうと、虚軸キヤストを身に宿した相手に包丁一本で戦うほど蜜は愚かではない。

「情報不足ね。誰がこんな刃物使うってのよ。知らないようだから教えてあげる」

　突き出した包丁を横に構える。

　殊こと子こによって制限されている『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。封ふう鎖さ解除の条件は、他者からの攻こう撃げき。

　それはつまり、結局のところ、蜜自身が傷を負えばいいという話だ。

　そして幸いなことに、ここは密閉した──壁かべと床と天てん井じようで囲まれた空間。

「私の世界はね、こうすることで……発現するのよ！」吐き捨てると同時。

　蜜は自らの腕に包丁を宛あてがい、勢いよく引き切った。

　鋭するどい感触。痛みはまだない。じきに出てくるだろうが関係ない。込めた力の具合からして三分程度の時間は与えられるだろう。だが、遊ぶ暇はない。五秒で充分だ。

「起きなさい……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』！」

　室内に声が響ひびく。それに連動して、蜜みつの髪の毛が一斉に、音をたてて動き出し──、

「……え……？」動き出さなかった。

　壊れた万華鏡デイレイドカレイドの反応がない。目を覚ました時特有の高揚感もない。咄とつ嗟さに、さっき傷付けたはずの手首を見る。そこには──引ひっ掻かいたような赤みだけがあった。

　切れていない。

「何……!?」思わず戸惑いの声が漏れる。切る力が足りなかったのか。

　いや──違う。これは……。

　上うえ野のが萎い縮しゆくしたまま、それでも薄うすく笑えんだ。

「情報不足って言うなら、舞まい鶴づるさんこそ情報不足じゃないかな」

　さっき手に取った包丁。見ればいつの間にか、その刃が。

　蜜の気付かない内に、陶器製の紛い物に変わっている。

「『悲ラしグきド玩ー具ル』。それが僕の世界の名前なんだ」

「物質を変化させる……力？」

「正せい確かくには、少し違うよ」あくまでこちらを警けい戒かいしたまま、眼を逸そらしつつ。

「手に触れるものが全部黄金になった王様の話があったよね？　すべての輝かがやくものが黄金だと信じてる少女が出てくる歌もあったな、確たしか。僕の力はそれとまったく逆のもの……触れたものを劣化させ、玩ト具イにしてしまうんだ。ごめんね。きみが僕をそれで攻こう撃げきしてこなければ……僕にその包丁を触れさせなければ、すべて上う手まくいったのに」

「なるほど……ね」上野恭きよう一いちの力。恐らくは、無限回廊エターナル・アイドルによって引き出されたもの。

　少し厄やつ介かいかもしれないと思う。だが──それだけだ。

「自分の力の内容をべらべらと喋しやべる辺りが幼稚ね」

　種がわかってしまえば恐くはない。上野に触れなければいいだけの話だ。

　それに、さっき何度も蜜に触れていたにも拘かかわらず力を使っていないということは──この力、人間に対しては効果がないのだろう。

「それと、詰めが甘いわ」

　刃先を立てる。陶器製の玩具おもちやでも鋭するどいことには変わりない。蜜はそれを振り上げ、

「陶器だって、突き刺せば怪け我がをするのよ！」

「あ……ダメだよ」刹せつ那な。

　言葉とは裏腹に素す早ばやい動きで懐ふところに飛び込んできた上野が、蜜の手首を掴つかむ。抗あらがおうとするがあっさりとその力が転化された。あくまで優やさしく、怪我をしないように、床へと投げられる。

「ちいっ！」舌打ちし、即座に起きあがる。起きあがりつつ、周囲を見渡した。

　身体からだを傷付けられるようなものなら幾らでもある。まずはそれを、

「ごめんね」しかし再び、今度は背後から、肘ひじの関節を取られた。

「く……！」痛みに身を捩よじる。それでも好都合だ。逆に腕を折ってしまえば──、

「きみの好きにさせる訳にはいかないんだ。ごめん、本当にごめん」途と端たん、力が緩ゆるめられ方向を逸そらされる。それでも腕は放してくれない。

　固定剤リターダになって身体能力が向上していることもあるのだろうが、かなり巧みな動きだった。

　密ひそかに後悔した。自分も何か武道をやっておくべきだったかもしれない、と。

「悪いけど……」歯は軋ぎしりする蜜みつの背後で、上うえ野のは癪しやくに障るほど遠えん慮りよがちだった。

「舞まい鶴づるさん、直情的過ぎるよ。……きみの情報、僕、知ってるんだ、全部。速はや見み殊こと子こさんのことも佐さ伯えき先生のこともきみのことも、それに城き島じま晶あきらと城島さんのことも全部聞いてる」

「……るっさいわね！」

　自分の直情径行は自分でもわかっている。

　だが、他人に指摘されたくはない。それも、こんな慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに。

「でも、どうして僕を放って逃げなかったの？　居間に入ったんだから、ガラスを破ってベランダから飛び降りればよかったのに」

　それも失策だ。こいつを殺した方が早いと、そう思ってしまったが故。

「……黙だまりなさいよあんた」こうしている間にも気ばかりが急せいた。

　もう別べつ保ぽは車に乗ってしまっただろうか。

　確たしか、近くに路上駐車している車はなかった。だったら少し離はなれた場所に停とめているかもしれない──希望的観かん測そくに、一いち縷るの望みを繋つなげる自分がいる。

　しかし、それにも増して蜜の苛いら立だちを助長するのは、

「城島晶だったら、こういう下へ手たは打たないのかな。どうも彼は凄すごく狡こう猾かつで、頭も回って、その上性格も悪いって話だし……。大丈夫かな、僕」

　こっちを手玉に取りながらもおどおどとした喋しやべり方をする、背後のこいつだ。

「あの莫ば迦かの名前を出すんじゃないわよ……反へ吐どが出るわ」

「あれ、舞鶴さん、城島晶のこと嫌いなの？　だったらもう諦あきらめてくれないかな。僕が敵にしたいのは彼だけなんだ。無用な争いごととかしたくないよ、僕」

「は、あんたの目的はあいつなの？　だったらあんたこそ私の相手なんかしてる暇はないし、選択も間違えたわね。……ここで私に殺されるんだから！」

　挑発する。けれどそれは、何の工夫もないただの罵ば倒とうでしかない。蜜は話術が苦手だ。

　確かに上野の言う通り──城島晶であれば、相手の油断を誘ったりわざと激げつ高こうさせたりはお手の物だろう。けれど自分にはそんなやり方、性に合っていないし、何より頭も回らない。目の前の弱気なこいつひとり満足に翻ほん弄ろうできずにいるのが何よりの証拠だ。

「ごめんね。でも、僕の選択は間違ってないんだ」

　そんな蜜の思いを裏付けるように、上野は口くち癖ぐせのように形だけの謝しや罪ざいをする。

「今の僕が、城き島じま晶あきらのところに行っても勝てるかどうかわからないよ。そうすると、僕が彼女を手に入れることはできない。それじゃ……意味がないんだ」

「はん……あんた、あの機き械かい人形みたいなのが好みなの？　趣しゆ味みが悪いわね」

　数日前の水泳の時間、上うえ野のがクラスメイトたちと、硝しよう子こと君きみ子こを誘っていたのを思い出す。てっきり君子を狙ねらっているのかと思ったが、どうやら相手が違ったらしい。

「機械人形だなんて言わないでよ、城島さんのこと」

「煩うるさいわね！　私はこれ以上あんたに付き合ってられないのよ」

　罵ば倒とうを交えながら、蜜みつはどうにかして抜け出ようともがく。

「あんたの好みなんて知ったこっちゃないわ！　さっさと……！」

「ねえ、舞まい鶴づるさん」

　しかし上野は、それでも蜜をいなしながら。

　今日きよう初めての、自信に満ちた声で、

「あの狡こう猾かつで卑ひ怯きようで性格の悪い城島晶……でもね」

　言った。

「そんな城島晶に、あの人なら勝てる、そうは思わない？」

「……何ですって？」
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　言うことを聴きいてくれない自分の身体からだが、何か別の容いれ物もののような気がする。視界も触覚も閉ざされていたのに、話し声だけは心に直接届いてくる。そして自分の身体を乗っ取ったそいつが──何を企たくらんでいるのかが、朧おぼろげながら伝わってくる。

　姫ひめ島しま姫ひめの意い識しきは、そんな苦痛の中、それでも消えることなく自我を保っていた。

　眼が覚めたのはいつだっただろう。

　入院着姿のまま夢ゆめ見み心地ごこちで知らない女の人と手首を切り合って意識を失い、気が付いたらこの状態になってしまっていた。あれからどのくらいの時間が経たったのかよくわからない。

　ただ目覚めた時、状況は何となく理解していた。

　自分の身体を乗っ取ったこいつの知識が流れ込んできたのだ。

『虚軸キヤスト』という、この世界ではない別の世界のこと。自分の身体を使っているのは、その別世界にいた意識体であるということ。自分はもう、一度死んでしまっていて、世界に働く修正力リペイントマーカーによって、存在を忘れられてしまっているということ。姫のことを覚えているのは、同じように世界から一歩はみ出した虚軸キヤストたちだけだということ。

　そして──硝しよう子こと、そして殊こと子こが、こいつと同じ虚軸キヤストだということ。

　不ふ思し議ぎと、ああそうなのか、とすんなり納得した。それよりも、無限回廊エターナル・アイドルが硝子に執着していて、彼女を追い詰めるためにずっと何かを画策していたことに衝しよう撃げきを受けた。

　たとえこの世界の住人でなくとも、硝子に対する認識は変わらない。素すっ頓とん狂きような態度が面おも白しろくて、一緒にいると楽しい、高校に入ってできた初めての友達だ。その硝子が陥れられようとしているのだ。よりによって、自分の身体に。何度も止めようとしたけれど無む駄だだった。身体の主しゆ導どう権けんは取り戻せず、幾ら叫んでも無限回廊エターナル・アイドルは笑うばかり。

　更にこいつの立てた計画が、姫にとっての駄だ目め押おしだった。

　それは硝子と姫の共通の友人、直なお川かわ君きみ子こを巻き込むというもの──。

　どうすればいいのかわからない。

　殊子が助けてくれないかなとも思ったが、希望的観かん測そくに過ぎない。幾らあの人だってそんなに万能ではないし、何より殊子は、姫のことを死んでしまったと思っている。

　姫には何もできなかった。

　ただ情報だけが流れ込んでくるのを享受するしかなかった。

　抗あらがえない。抗う術すべもなく、振り絞る知恵もない。

　自我だけのこの状態はとても恐く、硝子や殊子の心配だけをしてもいられない。自分はこれから先どうなってしまうのかがわからなかった。

　──さあ、そろそろ着くぞ。

　心に直接響ひびく無限回廊エターナル・アイドルの声が、姫の意識を刺し激げきした。

　何よ、と。意識の中でだけ悪態を吐つく。実際に声など出ていないけれど、それでも。

　どうせあんたなんて、失敗するに決まってる。

　無限回廊エターナル・アイドルの持っていた記き憶おくを、姫ひめも少しだけ覗のぞくことができる。

　それによると、今まで二度──こいつは硝しよう子こと硝子の彼氏さんに罠わなを仕掛け、それを破られていた。一度目は八や重えを、二度目は自分を使っていたという事実はとても悲しかったけれど、それでも硝子はこいつの企たくらみを退けてきたのだ。

　……そうよ。

　だから姫は、強がりに自身への鼓こ舞ぶを込めて、自分の身体からだを操あやつる無限回廊エターナル・アイドルへ宣言した。

　硝子は強いんだ。それに殊こと子こ先せん輩ぱいだっている。あの人は硝子の味方なのよ。

　あんたが幾ら手て駒ごまを集めて策を練ったって、勝ち目なんかないんだから！

　強い。それは、虚軸キヤストとしての力なんかじゃない。

　入学してからずっと一緒にいたのだ。それくらい姫にはわかる。あの娘こは優やさしくて、だからとても強いんだ。機き械かいだというのとはまったく関係ない。

　そんなあの娘が──たとえ自分の姿を見たとしても──こんな奴やつに負けるはずがない。

　あんたは負ける。そして硝子は……私にちゃんと、この身体を返してくれる。

　自分に言い聞かせるように。或いは恐怖を忘れるために、姫は強く思う。

　──くく、そうか。

　無限回廊エターナル・アイドルはそれでも嗤わらい、

　──まぁどっちでもいいさ。お前は黙だまって見ていろ。

　ゆっくりと、姫の意い識しきから遠ざかっていく。

　繋つながりを薄うすくしたのだ。戦いの最中に姫の感情に影えい響きようされないためだろうか。

　わからない。わからないけれど──姫はそれでも自分を奮い立たせ、もうすぐだ、と、存在しない唇を意識だけで咬かみ締しめた。




　　　　‡




　大変な一日だった──いや、大変だったと言えば、昨日きのうからか。

　午後八時半。食事と入浴が終わり落ち着ける時間になってようやく、僕は昨日からの様々が身体を疲労させていることに気付き、ソファの上で大きな溜ため息いきを吐ついた。

　下へ手たをすると虚軸キヤスト絡みのいざこざよりも気疲れしたかもしれない、そう考えている自分に苦笑するが、あながち見当外れでもないだろう。とにかく昨夜ゆうべから今日きようの昼にかけては、いろいろなことが起き過ぎていた。

　まずは昨夜の、思い出すだに恐ろしいあの宴えん会かい。

　里り緒お、殊子、佐さ伯えき先生、そしてあろうことか舞まい鶴づるまでも。

　しかもそれが僕の家でというのは誰だれが想像しただろう。いや、連れて来たのが里緒だから責める訳にもいかないのだが。それでも、酔っ払って眠り込んだ舞鶴を背負った殊子が佐伯先生と一緒に帰っていくのを見送った時には心底安あん堵どした。

　そして今日きようは今日で、硝しよう子この面接だ。

　まあ、こちらは緊きん張ちようしていた割にはどうにか事なきを得たからよかったと思う。さすがの硝子も担任教師の前では訳のわからないことは言わなかったし、芹せり菜なの母親にも厳げん重じゆう注意していたからボロを出さずに済んだ。……打ち合わせの際にはもう駄だ目めだと思ったけれど。

　将来硝子ちゃんは晶あきらちゃんのお嫁さんになるから進路なんてどうでもいいんじゃない？　などと芹菜の母親が言い出したのが原因だ。

　まだ不定です、と硝子が返したまではよかった。その後だ。

　じゃあ晶ちゃんにはうちの娘と入にゆう籍せきしてもらっていいかな、と冗じよう談だんなんだか本気なんだかわからない顔でおばさんが笑い、しかしそうなると私は二号さんということになりませんか？　と硝子が突とつ拍ぴよう子しもないことを言いやがったのだ。おばさんはそれを受けて、いつものように、私としては娘がふたりになるから構わないんだけどねえとストレンジな返答をする。更に硝子は、では私はおばさまの家から通い妻をしましょうかと理り論ろんを跳ちよう躍やくさせ、おばさんが今度は、いやむしろうちのは料理がからきしだから芹菜が二号でもいいかもしれないと、もはやどこからどうつっこんでいいのかわからないエキセントリック振りを発揮。

「しかし晶ちゃんも大変ねえ、愛人持ちは世間体が狭いわよ？」

「心配は不要です。先せん輩ぱいの場合、会社ではその事実を完かん璧ぺきに隠いん匿とくし無ぶ難なんに振ふる舞まっている未来の姿が容易に想像できますから」

「まあ最低。男として。いえむしろ人間として」

「まったくです。まあ、公言しても人としては間違っていますが」

　……会話を思い出すと、頭痛がしてくる。やめよう。

　とにかく、あのふたりが面接でも同じ調ちよう子しで喋しやべらなかったのはありがたかった。奇跡かそれとも猫かぶりかはわからないが、この際どっちでもいいと思う。

　その硝子は、今はテレビの前でビデオデッキを操そう作さ中ちゆう。録ろく画がしていた火サスだか土ど曜ようワイドだかを見ようとしているのだろうか。あまり興きよう味みがないのでどうでもいいけれど。

「マスター」

　と、何やら画面と睨にらめっこしていた顔をこっちへ向けた。

「ん？」

「ひとつお尋ききしたいのですが」

　これです、と、さっきまで早送りと巻き戻しを繰くり返していたテープを取り出し、僕に見せる。『一時録画用』とラベルの貼はられた奴やつだった。その名の通り、ちょっとした番組の上書き録画を繰り返されている、我が家で最も劣化の激はげしいテープ。

「それがどうかしたのか？」

「はい。マスターは最近これを使いましたか？」

「ああ」そう言えば、深夜の音楽番組が七十年代のロック特集をしていたので録ろく画がした。

「使ったけど、それがどうかしたか？」

　頷うなずいた僕に、硝しよう子こは無表情のまま、気け配はいを変える。

　僕は厭いやな予感がした。ほんの僅わずかな差異だが、これは僕を責める時特有のものだ。

「やはり……」案の定。

「私の録画していたはずの部分でジェフ・ベックがギターを弾ひいています」

　とは言え、硝子用のテープは他ほかにある。一時録画用を使おうとしていたということは、そんなにたいしたものでもないはずだ。僕は尋ねた。

「何の番組録とってたんだ？」

「特とく撮さつです」

「……は？」特撮って、あの特撮のことだろうか。戦隊ものとかライダーとか。

「ええ。具体的な番組名は『職しよく安あん戦隊ハローワーカー』です」

　呆あつ気けにとられる僕を他よ所そに、硝子の口からはアヴァンギャルドな題名が飛び出てきた。

「はあ……何だそれは……？」

「クラスで話題になっていたので、一度視し聴ちようしてみなければ話題に乗り遅れると判断し、先週録画しておいたものです。消されているとなると……これは……」

「お前のクラスは大丈夫か……？　だいたい何でそんなものが話題に」

「はい。メンバーの全員が無職という設定と、悪の組そ織しきが大企業の幹部で構成されているという斬新さが女子高生に大人気なのです。ちなみに、レッドは上司を殴ってクビになった会社員、ブルーは引きこもり、イエローはニート、ブラックは就職浪人、ピンクは課か長ちようとの不倫で自主退職したＯＬだそうです。やっつけた怪人が面接先の社長か重役で、メンバーの誰だれかが毎回就職に失敗するというのがお約束のオチです」

　子供番組にあるまじき病的な設定だった。

「いや、お前……それは見なくていいと思うんだけど」

「しかし……八や重えさんときみちゃんならともかく、他のクラスメイトともそれなりにコミュニケーションをとる必要もありますし」

「そうか……悪かったな、消しちまって」

「いえ、問題ありません。来週まで私がクラスで疎外されるだけですから」

「……厭いや味みを言うな」

「そもそも、マスターがさっさとＤＶＤレコーダーを購こう入にゆうしてくれないのが問題です」

「いや、現状必要ないだろ、そもそもテレビもあんま見ないし」

「贅ぜい沢たくは敵ですか？　ガソリン一滴は血の一滴という訳ですね」

「そこまでは言ってない……まあでも、家電製品買うんなら多少節約する必要はある」

　硝子があまりにジト目でこっちを見るので、意い地じ悪わるしてやろうと思った。

「そうだな……たとえば食後のプリンを我慢するとか」

「マスター」

「ん？　何だ？」

「人ひと質じちを取るとは……この卑ひ怯きよう者ものめ！」

「そこまで言うか!?」

　まあいいです、と言って、硝しよう子こは立ち上がる。

「色気より食い気です」

「……そうか」用法が違う。しかし、どうやら向かう先は冷蔵庫らしい。

「マスターは？」

「いや、僕はいい」

「欲しいと言ってもあげませんが」

「じゃあ尋きくなっ」

　減らず口を叩たたきながら、廊下へと去っていく硝子。

　僕は溜ため息いきを吐つきつつ、それでも少し安心した。

　姫ひめ島しま姫ひめのことが影えい響きようしているのか、ここ数日の硝子は少し様よう子すが変だった。論ろん理り的てきにおかしなことを言い始めたり、家事を失敗してしまったり。昨日きのうの飲み会、その前の食事の準備の時にも、調ちよう味み料りようの分量を間違え、おかずを一品、台無しにしていた。

　だけど今はもう、その様子はない。いつもの硝子へと戻っているように見える。

　気持ちの整せい理りがついたのか、それとも忘れることにしたのか、それは判然としないけれど。

　実際のところ、硝子が本心で何を考えているのか、僕にもわからない部分はある。当然だ。僕と硝子は、どんなに繋つながっていたって別個の人格なのだから。

　ただ、高校に入学してからの彼女を見ていると、やはり変化したと言える。

　特にここ三カ月は──たった三カ月だけど──いろいろなことが起きた。しかもそれは、あいつによってもたらされた、本来ならば体たい験けんする必要のない、忌いむべきものだ。

　皆みな春はる八や重えと相あい対たいしたこと。姫島姫を死なせてしまったこと。

　それは硝子の精神にどんな影響を与えたのだろう。初めてできた友人たちを裏切り、或いは失うという不条理と、主人である僕の命令に無表情に従うこととの矛む盾じゆん。そしてその処理における、機き械かいとしての判断と人間としての感情。硝子はどう受け止めているのか。それは結局のところ、僕が理解できない深い部分で鬩せめぎ合っているのは間違いない。

　あいつさえいなければと思うけれど、それでも責任は僕にある。

　せめて、硝子の抱いた感情が、プラスもマイナスもひっくるめていい方向に働いて欲しい。今日きようの面接の話じゃないけれど、将来、何もかもが終わって硝子がまだ存在していられた時に、ちゃんとひとりで立てるように。仮に僕がいなくても、それができるように。

　──まったく都合のいいことだが、考えずにはいられない。

「マスター、抹茶プリンとかぼちゃプリンはどちらがお好みですか？」

　台所から声が聞こえる。僕にもくれるつもりだろうか？　どっちでもいいよと返事をしつつも、それを微ほほ笑えましく思った。すぐに硝しよう子こは戻ってきて、僕の向かい、ソファへと座り、自分の方にかぼちゃを、僕に抹茶を差し出す。彼女がかぼちゃを選んだのは何な故ぜだろう。単なる好みか、それとも気分か。尋きけばどう答えるだろう。それはわかっている。何かしらの理屈を提示し、根拠と理由と結果を無む機き質しつに、長々と語ってくるはずだ。

　硝子の行動は、選択は、指一本を動かすのにも理由がある──それを必要とする。

　理由なしに動けるようになれば、成長したと言えるのだけど。

「どうかしたのですか？　抹茶はお嫌いでしたか？」

「いや、そんなことはないよ」苦笑してスプーンを手に取る。コンビニの安物プリンでも、皿に載せられていればそれなりに美お味いしそうだった。

「……マスター」と。食べようとした僕に、向かいへ座った硝子が声をかけてきた。

「ん？」

「プリンの前に、お話ししておかなければならないことがあります」

「ああ、そう言えば、昨日きのうそんなことを言ってたっけ？」

　応こたえながらも僕は心中で首を傾かしげた。硝子の声が、いつになく──僕が注意してようやく気付く程度ではあったけれど──強こわ張ばっていたのだ。

「どうした？　大事なことなのか」

「ええ。重要な……ことです」持ってきたプリンを見もせず、スプーンはテーブルに置いたまま、硝子は姿勢正しく僕の方を見ている。僕も居住まいを正した。

「大事なこと？」

「はい」硝子は俯うつむく。

　──何だろう。

　その顔と気け配はいはまるで緊きん張ちようしているかのようで、それは僕の知っている、僕の見たことのある硝子とは、まったく違っていた。

「私がこれを知ったのは三日前ですが、ずっとマスターには言っていませんでした。すみません……これはマスターに対する不義です」

「なんだよ、大おお袈げ裟さだな」思わず苦笑した。

　三日前。それは硝子の態度がおかしくなった時期と符合する。ひょっとして硝子は、僕に隠し事があって、だからあんな不自然な態度を取っていたのだろうか？

　だとしたら、少し可お笑かしかった。

　隠し事だとしたらなんだろう。

　硝子には悪いけれど、どうせたいしたことではないだろう。そもそも、僕にとっての本当に重要なことは虚軸キヤストのこと以外にあり得なくて、そのことに関して硝子が僕に黙だまっている理由はない。だったら、僕にとっての些さ事じを硝しよう子こが大おお袈げ裟さに捉とらえている可能性が高い。

「マスター。実は、あの……」硝子が、怖おず怖おずと口を開く。

　その時。

　タイミングの悪いことに──来客を知らせるチャイムの音が、居間に響ひびいた。

　言いかけた言葉は、それに遮られる形になる。

「……お客様のようです」

「そうだな。まあ、回かい覧らん板ばんか何かだろうさ」僕は立ち上がった。

「マスター、私が」

「いや、いい。お前は先にプリン食べてろ」

　居間を出て玄関へと向かい、扉越しに、はい、と呼び掛ける。

　インターホンがないのはこの家の数少ない欠点だ。うっかり開けて新聞勧誘やセールスだったりすると苦労する。……夜八時半にそれはないだろうけど。

「あの……城き島じまさんのお宅ですか？」返ってきたのは、少女の声だった。

　やや小さく聞き取り難にくい。

「どなたですか？」

「あの、私、城島硝子さんのクラスメイトなんですが……」

「……はあ」日が暮れてからわざわざ家に来るというのに、変な不信感を覚えた。

「失礼ですが、どういったご用件で？」

「はい。硝子さん、今日きよう学校に忘れ物をしてたのでそれを届けにきました」

　近所に住んでいる人間だろうか？　しかし硝子は何も言っていなかった。もしかしたら僕が知らないだけでただの考え過ぎかもしれないけれど、怪しいと言えば怪しい。

「少々お待ちください」そう一声かけると、僕は踵きびすを返した。

「どなただったのですか？」律りち儀ぎにプリンを食べずに待っていた硝子が、僕の顔を見る。

「なんか女の子の声で、お前のクラスメイトだって言ってるぞ。忘れ物届けに来たとか」

「忘れ物……？」

「ああ」通常なら硝子が忘れ物をするなどあり得ない。

　だけど、ここ数日のこいつならやらかしてもおかしくない気もする。

「ま、少なくとも、仲のいい友達じゃないな」僕が声を知っているのは皆みな春はる八や重えと、それから今日話をした直なお川かわ君きみ子このふたりだけだが、喋しやべり方は違った。

「そうですね。八重さんときみちゃんなら、事前に連絡を入れてくるはずですし……」

「ま、取とり敢あえず名前尋きかなきゃ始まらないな。いいか？」

「ええ」硝子が立ち上がる。僕の後に続き、玄関口まで歩くと、少し大きな声で言った。

「すいません、どなたでしょう？」すると──。

　返事がない。

「あの、もしもし……？」再度の呼び掛けにも無音。

　僕は、厭いやな予感を覚えた。予感というよりは違和感か。

「……なんだ？」

　普通の家庭であればドアを開けるところだ。けれど警けい戒かい心しんが先に立つ。

　僕は玄関の前に立ち、扉へ耳を付けた。気け配はいはない。

「硝しよう子こ」

「はい。熱ねつ源げん探査しています。が……玄関には誰だれも」

　帰ってしまったのか。だとしたら何な故ぜだ？

　考える。もし、この訪問が悪意あるものだとしたら。

　二週間前、家へ直接乗り込んできた鴛おし野の在あり亜あのことを思い出した。あいつのことだから二度続けて同じことはしないような気もするが、その裏をかいてくる可能性は捨てきれない。

　最悪の場合──あいつの差し金による、攻こう撃げきか。

　向かいの家にいるはずの芹せり菜なのことが気になる。

　まさか、前回と同じように──りなちゃんも標的の一部に組み込んでいる？

「硝子、熱源探査の範はん囲いを広げろ」

「もう行っています。しかし……家の周囲には何も……。芹菜先せん輩ぱいの家にもです。ふたりです。芹菜さんとおばさましかいません」

　おじさんが帰っていないのであれば確かく実じつだ。だとしたら──と。

「いえ……マスター！」硝子が声を強めた。

「上、二階！　ひとり……人間です！」

　僕は目を見開く。もはや確実だった。

　二階に人間がいる。侵入している。物もの盗とりでもない限り、間違いない。

　硝子の叫びと同時、僕は階段を駆け上がる。前回の襲しゆう撃げきから半月、今度はどう来るつもりだろうと思っていたが、こうも直接的とは。

　前回は遠回しだった。里り緒おと、それから姫ひめ島しま姫ひめ、それに鴛野在亜を使って。その前も直接的とは言いい難がたい。直なお川かわ浩こう輔すけと皆みな春はる八や重えの双方からだ。だったら今回も、この襲撃と他ほかにもうひとつかふたつ、何か策を仕掛けているかもしれない──考えを巡らせながら、しかし向こうの出方を窺うかがうしかない以上、何もわからない現時点での対応策はない。

　もどかしさを覚えながら、階段を昇りきる。二階は真っ暗だ。数秒遅れて硝子も追い付いてきた。しかし僕は、背後の彼女を目で確認することができなかった。

　階段を上がったその先。真まっ直すぐに伸びた廊下の奥、そこに。

　人ひと影かげが、あったのだ。

　僅わずかに洩もれてくる階下の灯あかりは届かず、姿がよく見えない。小柄であることはわかる。恐らくは女だ。だとしたら、玄関の前に立っていた奴やつだろうか。

「……誰だれだ」僕はそいつを注視しながら、警けい戒かいしつつ手元の壁かべへ手を伸ばす。

　スイッチに手を掛けた。

　蛍光灯の瞬またたき。廊下が照らされる。そいつの姿が、露あらわになる。

「こんばんは」と。そいつは言った。

　僕は、声が──出ない。

　背後の硝しよう子こが息を呑のむのがわかった。当たり前だ。

　ふたつに束ねた茶ちや色いろっぽい髪。

　さして特徴はないけれど可愛かわいげのある顔に、うちの高校の制服。

　硝子と同年代の少女が、そこにいた。

　しかし、その顔を、僕は知っている──。

「……まさか」そんな莫ば迦かな、と思った。

　彼女は死んだはずだ。

　半月前。虚軸キヤストに取とり憑つかれ、手首を切って、その生命と存在の一部を鴛おし野の在あり亜あと同化させて。……それなのに、何な故ぜ。どうやって？

「城き島じま先せん輩ぱい、お話しするのは初めてですよね」

　にこやかな笑え顔がおで、小首を傾かしげ、手を後ろにして、まるで少女のように。

「硝子、元気だった？　会いに来たよ」まるで幽ゆう霊れいのように。

　死んだはずの姫ひめ島しま姫ひめが、言った。
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　もはや勢い任せとばかりに力の限り背後へ頭突きを喰くらわせたのが幸いして、極きめられていた腕を外すことにはどうにか成功した。しかしそれでも相手には隙すきがなく、脱出と同時に手首を掴つかまれる。振りほどこうとすると力の方向を逸らされてどうにも上う手まくいかず、そのまま舞まい鶴づる蜜みつは、上うえ野の恭きよう一いちと睨にらみ合い、膠こう着ちやくしていた。

「もう三分くらい経たったかな……」

「……黙だまりなさいよ」

　気ばかりが焦る蜜に対して、上野の態度はさっきからまるで変わらず弱々しい。そのことが逆に蜜を苛いら立だたせた。相手は萎い縮しゆくしているのに──攻めてもままならない。

「その手、さっさと放しなさい？　あんた程度に握られるほど、私の腕は安くないわ」

「ごめん」上野は、蜜の手首を握る指に力を入れた。

「それはできないんだ」

「……っ！」軋きしむ痛みに蜜は激げつ高こうした。「この下げ衆す……！」

　前に出る。拳こぶしを握り、殴り掛かった。だけど挑発に乗っての攻こう撃げきは成功しない。

　上うえ野のはびくりと身体からだを反応させそれでも拳こぶしを躱かわし、同時に腕を捻ひねる。

　空を切りバランスを崩した蜜みつは、腕を引っ張られて起き上がった。顔を上げると、さっきとは位置が入れ替わっただけで体勢は変わらない。

「ごめん、痛かった？」

　上野の控えめな態度がひたすらに苛いら立だたしい。

「でも、本当に悪いんだけど、別べつ保ぽ先生、たぶんもう行っちゃったよ。どこに行ったかは知らないけど、今から追い掛けても間に合わないと思うな。……それに、きみが手出ししなくたって直なお川かわさんの問題は先生が上う手まいこと片付けてくれると思う」

「煩うるさいわね。あんたの喋しやべり方ムカつくわ」睨にらみ付けながら、蜜はふと疑問を覚える。

　そもそも何な故ぜ、こいつはここへ来たのだろう。

　君きみ子こを解放するとかどうのとか言っていたが、それでは理由として不充分な気がした。こいつはあの無限回廊エターナル・アイドルの差し金だ。無限回廊エターナル・アイドルと会ったことはないが、随分と厭いやらしい性格をしていると、そう聴きいている。ならば何か裏があるはずだ。

　──こいつがここに来たのは、私の足止めのため？

「……だったら……」

「ん？　どうしたの？」

「やっぱりあの別保も、あいつの……無限回廊エターナル・アイドルの差し金って訳？」

「ごめん、僕はよく知らないんだ」蜜の疑問に、上野は申し訳なさそうに謝しや罪ざいする。

「でも少なくとも、あの先生は虚軸キヤストと関係ないと思うけど」

「それでも、あんたは無限回廊エターナル・アイドルに命令されてここに来たんでしょう？　あいつが……何の企たくらみもなしにそういうことをする訳がないわ」

「そうなのかな」

　いちいち気に触る物言いをする。が、激げつ高こうしている場合ではない。考えろ。

　蜜に攻こう撃げきを加えにきたのか。それにしては上野のやり方は不自然だ。

　ならば、何が目的なのか。

　自分ではなければ──君子か。

　考えてみればそれが妥当だ。君子は硝しよう子この友人で、無限回廊エターナル・アイドルが標的にする理由もある。

「……ち」蜜は舌打ちした。

　別保どころの騒さわぎではない。あいつのくだらない正義感など、もう問題ではない。

　もしも君子が、この前の姫ひめ島しま姫ひめのような目に遭うとしたら。

　それはもう、日常の範はん囲いの不幸ではない。圧倒的に取り返しがつかないことになる。

「え、あの……舞まい鶴づるさん？　どうかしたの？」

「違うわ」蜜は身体の力を抜いた。

　怒りは不ふ思し議ぎと涌わいてこない。それどころではないからだ。

「もっと早く腹を決めればよかったと、そう思ってたところよ」

　包丁で手首を切る？　部屋にあるものでどうにかして身体からだを傷付ける？

　確たしかに、こいつを蹴け散ちらして別べつ保ぽを止めに行くためにはそれでよかった。

「え……どういうこと？　ひょっとして、もう諦あきらめてくれたの？」

「そうね。諦めてあげる」蜜みつは、身体の力を抜いた。

　握られている左の腕を相手に預け、右腕はだらりと下げ──。

　笑った。

　こいつを蹴散らすだけで済まないのならば、話は別だ。

「既存のものでどうにかしようって、そんな日常の生なま温ぬるい思考を諦めようかと思うの」

「……え？」

　握にぎり締しめていた拳こぶしを開く。その自由な右手で、手首を掴つかまれた左手、小指を握り、

「な……!?」上うえ野のが驚おどろき、止めようとする前に。

　蜜は、それをへし折った。

　あまりの痛みと衝しよう撃げきに顔が歪ゆがむ。咬かみ締めた歯の間から苦痛の声が漏れる。

　それでもこれは、腑ふ抜ぬけた日常から本来棲すまうべき非日常へと繋つながる、景気付けの痛みだ。

「っ……さっさと……起きなさい！」蜜は叫んだ。

「壊れた万華鏡デイレイドカレイド……!!」瞬しゆん間かん。

　まとめていた蜜の髪が、火を点つけられた蛇のようにのたうち回った。

　細やかな黒、その一本一本が伸長し、手近にあった壁かべや床や天てん井じようへと突き刺さる。

「うわ……っ！」上野が慌てて一歩、大きく飛とび退のく。だがそんなものは無意味だ。

　四方天井を平面で仕切られた部屋、そして廊下。

　そこは──侵入した平面とそこに隣りん接せつした平面とを飛び越えて乱らん舞ぶする『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の特性にはうってつけの──舞まい鶴づる蜜の独どく壇だん場じようなのだから。

「……嘘うそ、まさか……」呆ぼう然ぜんとする上野に向かって、蜜は睥へい睨げいの視し線せんで吐き捨てる。

「あんた程度に構ってられないのよ……さっさと終わらせるわ。覚悟なさい」

　気分が高揚する。できるだけ痛めつけて嬲なぶり殺しにしてやろうという衝しよう動どうが涌わく。それは、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の意志。自分と結合したことによってもたらされた、本能のようなもの。

　蜜はそれを必死で押さえ付ける。時間はないのだ。一瞬で片付けなければ。

　上野が驚きよう愕がくと恐怖の表情で身構えた。関係ない。

「教えてあげるわ。あんたのそのちっぽけな世界なんて……私の圧倒的な暴ぼう力りよくの前では、私の世界の前ではまるで無力だってことを！」その叫びが、合図だ。

　壁、床、天井に突き立った髪の毛が平面を跳ちよう躍やくし、上野の左右上空から現出する。幾本もの黒く細いワイヤーはのたうち回りながら荒れ狂い、標的を捕まえにかかる。

「ひ！」頓とん狂きような悲鳴をあげる上野。合気道などもはや無意味だ。

　一を数える間もなく──両手両脚と首筋に、髪の毛は巻き付いた。

「これで……終わりよっ！」蜜みつは片腕を振り上げる。

[image: ]

　同時、髪に力がかかる。引き斬きるための力が。

　上うえ野のの手が、脚が、そして首が、それに伴ってバターのように。

　寸断される、そのはずだった。

「……あぁ……びっくりした」しかし、次の刹せつ那な。

　蜜は、信じられない光景を見る。

　ぶつん、と。

　上野の右腕に絡まっていた数百の髪で構成された黒い帯が。

　伸びて天てん井じように繋つながったその中途から、千切れたのだ。

　続いて、左腕。右足、左足。

「よ、っと」そして最後に、首に巻き付いたものまでも。

　蜜は自分の眼を疑う。ピアノ線せんよりも遙はるかに強きよう靱じんなはずの髪が、何な故ぜこうも簡かん単たんに──。

「できなかったらどうしようかと思った」無言の疑問に答えるように、上野が言った。

　まさか、さっきの包丁と同じように、玩具おもちやに？

　風化した布を破くように『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の束そく縛ばくは解かれていく。どんな素材にさせられたのかはわからないが、圧倒的に脆もろくなっているらしい。

「……な」今度は、蜜みつが驚きよう愕がくの声をあげる番だった。

「あぁ、よかった」

　安心したようにのんびりと、四肢に巻き付いた黒い塊を取り払っていく上うえ野の。

「ごめんね、舞まい鶴づるさん……きみのその世界は、僕の世界の前では無力だったみたいだ」

　あくまで弱気に返された言葉が、蜜の胸に突き刺さる。

「でも、きみが読み違えてたんだよ。僕の『悲ラしグきド玩ー具ル』のことを」

「なん……ですって？」

　つまり上野の力は、手で触れなくても使えるということ。

　そしてこいつは、蜜が誤解するように、わざとそれを隠していた──？

「玩具おもちやにするには、僕の身体からだに触れればそれでいいんだ」

　蜜は唇を咬かむ。

　騙だまされたのは、自分の注意力不足だけが原因ではなかった。

　虚軸キヤスト『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の出自──つまり、元いた世界の性質に影えい響きようされ、蜜は嘘うそを吐つくことができない。正せい確かくには、虚偽を事実のように騙かたることができないのだ。そして自分がそうであるが故に、相手の言葉を無条件に信じ込んでしまう。もちろん明らかな嘘は見抜くことができるし、疑ってかかりさえすれば相手の態度から察することもできるが、嘘が巧妙で、かつ態度が自然だった場合……相手が騙そうとして発した言葉を疑うことができない。

　致命的なものではない。嘘を吐くことができないだけで、克服することも可能だ。

　しかし、この性質がある以上、蜜は騙し合いには恐ろしく向いていない。言語で虚偽の事実を捏ねつ造ぞうするという決定的な素質が足りないのだ。

「く……」拳こぶしを握にぎり締しめる。

　それにしても、弱気に見えてとんだ策士だ。或いはこの態度も偽装かもしれない。

「でも……まだよ。あんたのその力は、決定的なものにならない」

　しかし、悔やんでばかりもいられない。

　確たしかに自身の身体に触れたものを玩具おもちやに変えてしまうのであれば、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で縛しばろうともさして意味はないだろう。紙の鎖くさりは簡かん単たんに引き千切られる。

　ならば。だったら。

　脳のう髄ずいを走る電流たる虚軸キヤストに命令を送る。それに伴い頭髪の幾筋かが鎌かま首くびをもたげる。

「触れたかどうか認にん識しきする前に、切り裂くだけよ！」

「ごめん、それはさせられないよ」刹せつ那な。

　上野が、何かを投げつけてきた。

「ち！」高速で飛来するそれを、髪の毛で切り払う。さっきの包丁だった。

「その程度のものが……！」目くらましになると思うのか、そう言おうとした直後。

「いや、ならないと思うよ……でも」

　上うえ野のが、こちらの顔色を窺うかがうような声音のまま、

「ちょっとした時間稼かせぎにはなったかな。……周りを見てみなよ」

　口く調ちようを不ふ遜そんなものへと、変える。

　そこで蜜みつは気付いた。

　部屋の壁かべ、床、天てん井じようから、カーペットや家具に至るまでが。

　現実味のない、陳腐な色と質感に変わっている──。

「あんた、まさか……」

　──この部屋全体を？

「うん。けっこう時間かかっちゃったかな」そう呟つぶやいた直後。

「ごめんね」上野が蜜へ謝あやまりながら、身体からだを捻ひねり、壁に回まわし蹴げりを入れる。

　セルロイド製になった壁が砕け、亀き裂れつとダメージが天井と床にまで伝でん播ぱする。

「な……っ！」

　蜜と上野の体重によって、アパートの床が崩落した。




　　　　‡




　死んだはずの姫ひめ島しま姫ひめが目の前に立っている。

　その事実に、僕の思考は完全に停止していた。

「あれ、どうしたんですか？　そんな驚おどろいた顔して」彼女は言う。

　楽しそうに。まるで、半月前のことなどなかったかのように。

　──どういうことだ？

　瞬まばたきを二回。脳のう髄ずいから驚きよう愕がくを無む理り矢や理りに引ひき剥はがして、僕は目の前の異様な状況を見る。

　あり得ないという思い込みを排除すれば、現実に理屈を見付けるしかない。

　まずは、姫島姫は元々死んでいなかったとしたら。実際は生きていて、何らかの理由で無限回廊エターナル・アイドルの手先となり、こうしてやってきた可能性だ。だけど世界の修正力リペイントマーカーは姫島の記き憶おくを人々から既に消し去っている。これだと、そのことについての説明がつかない。

　だったら──幻覚や偽装か。

　あいつの手先が、虚軸キヤストを使って僕にこの光景を見せている可能性。僕を、ひいては硝しよう子こを混乱させるためだ。これは充分にあり得る。最も可能性が高いだろう。

「……硝子」僕は、背後で硬直している彼女に言った。

「気を付けろ。意い識しきをしっかりと持て」

「マスター、私……」

「相手がどう出てくるかわからない。不定量子回路を起動しておけ」

　正直なところ、厄やつ介かいだと思う。

　目の前にいる相手はひとりだが、虚軸キヤストの性質がどんなものかわからない以上、下へ手たには動けない。その上、硝しよう子こから武器を取り出すのにはある程度の時間を稼かせぐ必要もある。もしも敵が直接的にこちらを傷付けるような力を持っていた場合、充分に注意しなければならない。

　何より──相手は、硝子の友人の姿をしているのだ。

　このことが硝子にどんな影えい響きようを与えるのか、それが最大の不安要素かもしれない。

　半月前、鴛おし野の在あり亜あに取り込まれた姫ひめ島しま姫ひめの残ざん骸がいを、硝子は破は壊かいすることができなかった。

　感情が芽め生ばえかけている証拠だが、それだけに前に立つこの少女の容姿は、硝子にとっての脅威となる。姫島姫ではないと理解していても、それでも。

「で……お前は誰だれだ？」

　故に、まずしなければならないこと。

　幻覚ならば消し去り、偽装ならば暴あばけ。

「言っておくが、そんな格好をしていても無む駄だだ。僕は動じないし、硝子だって同じだ」

　嘯うそぶく。感情を消して嘲ちよう笑しようしながら、どう動けばいいかを頭の中でシミュレートした。

　自分の家だ。地の利はこちら側にある。

　ただ、この狭い廊下は少なくとも僕らにとっては不利だ。

　僕か硝子の部屋に飛び込んで鍵かぎをかけたとしても、武器を引き出す時間までは稼げないかもしれない。部屋数の多い一階へ移動して、一いつ旦たん身を隠す必要がある。

「え？『お前は誰』ですって？　いやだな、先せん輩ぱい。わかってるんじゃないですか？」

「ふざけるな」

　目の前の姫島は、相変わらず不敵に笑っている。

　或いはこいつは単なる囮おとりだという可能性もある、と僕は考えた。

　だったら、一階か背後か。硝子に熱ねつ源げん探査の感度を上げさせなければ、

「ああ、そうか」と──。

　僕にとっては、不意に。

　姫島が、くすくすと口くち許もとを押さえ、笑い声をあげ始めた。

　明らかな変化に僕は眉まゆをひそめる。

　その様よう子すを見て、彼女はますます可お笑かしそうに笑った。

「そっか、あなた、何も知らないんですね」

　それはどういうことだ、と問うよりも早く。

　姫島は、言った。

「硝子、言ってなかったんだ」

「……何、だって？」その言葉は──つまり、

「硝子！」

　僕は、背後に向けて短く尋きく。

　びく、と。機き械かいには不似合いなほどに身体からだを震ふるわせる気け配はいがした。

「マス……ター……」

　態度でわかった。これは、姫ひめ島しまの虚言による攪かく乱らんではない。

「すいません、マスター……私……は」

　歯切れが悪い。はっきりと狼ろう狽ばいしている。それは明らかに、いつもの硝しよう子ことは違う。

　ついさっきのことを、僕は反射的に思い出した。話がある、そう言った硝子。知ったのは三日前だが僕には言っていなかった、と。それはもしかして、このことなのだろうか。

「硝子……？」再度問うた声に返事はなく。それが何よりの肯定だった。

　考えてみれば、数日前からどこか様よう子すがおかしかったのも……それか。

　間違いない。硝子は知っていたのだ。知っていて、僕に黙だまっていたのだ。

　姫島姫ひめが──生きていたことを。

「あはっ！　そんな硝子の顔、初めて見るよ」

　だとすると、一度こいつは、硝子の前に姿を現したことになる。

　つまりそれが三日前。硝子の態度がおかしくなった頃ころ。

「硝子……何な故ぜ、言わなかった？」

「マスター、私、私は……あの」

　微かすかな怒りを覚えた。

　こんな大事なこと、どうして報告しなかったのだろう。

　知れば、こうして敵として現れた時に僕が姫島を殺すと思ったのか。

　だから恐くて言えなかったのか。

　もしそうだったのならば、それは理り論ろんによる思考ではなく、硝子の不合理な感情だ。

　そのこと自体は喜んでいいのかもしれない。けれど。

　その感情はつまり、僕に対しての──不信でしかない。

「マスター、私は、どうしても……申し訳……」

　ただ、今それを責める暇はないし、言い争う場合でもない。

「硝子、謝しや罪ざいは後だ。だから……お前の知っている限りの情報をよこせ」

　何故、死んだはずの姫島がこうして生きているのか。

　そして本当にこいつは姫島なのか。

　そうだとするとこいつは、以前の彼女とどう異なっているのか──。

　事前に出会っていたのなら、僕の知らないことを硝子は知っているはずだ。出会っただけであったとしても、硝子の演算能力ならば既に何らかの仮定を導みちびき出しているだろう。

「ダイレクトリンクからの情報転送だ。早くしろ」僕は硝子を急せかす。

　硝子は、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらい、そして──情報を、送ってこなかった。

「どうした？　早く……」

「マスター、ここは一いつ旦たん退きましょう。その後で情報を……」

「何を言ってる？　ここは僕らの家だぞ」

「今の状況では不利です。里り緒おさんか殊こと子こさんのところにでも……お願ねがいします」

「ふふ、主人思いね、硝しよう子こは」

　もどかしい態度を取る硝子を見て、姫ひめ島しまが微ほほ笑えんだ。

「でも、大丈夫。私が教えてあげるから」

「何だと？　お前、どういう……」

「マスター！　駄だ目めです、聴きいては駄目です！　ここは一旦……」

　硝子が僕の服の裾すそを引っ張る。

　どうしてだ？　どうして硝子は、こうも僕に──。

「いいよ、教えてあげる」

　僕は戸惑っていた。硝子は慌てていた。噛かみ合わない。

　姫島は落ち着き払っていた。

　でも、どうすればいいのかわからない。隙すきだらけだ。

「あのですね……」

「やめなさい……言わないでっ！」硝子が絶叫した。

　僕すらも聴いたことのない、硝子にとって初めての絶叫だった。

　そして。

　そんな絶叫にもまるで構わず。

　呆ぼう然ぜんとする僕を嘲あざ笑わらうかのように。

　姫島が、両腕を広げ。

　大仰に、演技じみた仕し草ぐさで以もつて。

　今までと違う声音と口く調ちようで──、

　言った。




「……久しぶりだな」




　瞬しゆん間かん。

　僕の思考が、止まる。

「聴かないで、マスター！　お願いします、一旦退却を……！」

　硝子の声も、耳に届かない。

　すべての音とすべての感覚が、急きゆう激げきに遠ざかっていく。

「四年振りか。大きくなったな、城き島じま晶あきら」

　だけどそいつの呟つぶやくような声だけは、僕の鼓膜を過剰に、狂ったように揺さぶる。




『久しぶり』。

『四年』。

『大きくなった』──。

　それは。

　それはつまり。

　僕の、

　敵。




　姿は違う。

　声も違う。

　顔も違う。

　それでも。

　それでも、理解した。

　固定剤リターダを自在に変えることで次々に人間の自我を取り込みながら、自分の世界を肥大させている、例外的な能力を持つ虚軸キヤスト。世界の法則を嘲あざ笑わらい、姿を変えて日常に隠れ続ける虚軸キヤスト。

　そして僕の日世常界を、完かん璧ぺきに破は壊かいしてしまった虚世軸界──。

　記き憶おくがフラッシュバックした。

　四年前の光景だ。

　毎週月げつ曜よう日び、決まって夢に見る光景だ。

　消えていく母と、哄こう笑しようする父。僕に呼び掛ける硝しよう子こと、絶叫する僕。

　ノイズ。欠落。日常からの墜つい落らく。非日常への激げき突とつ。逆さまに僕はすべてを失った。僕はその日からあらゆることに冷淡になった。奈な落らくの底はとても近かった。憎しみは何ものにも代え難がたかった。優やさしかった母はその日どこかに行ってしまった。どこか。この世界ではないどこか。時間と空間と次元にまみれ、その隙すき間まに存在する観かん測そくできない虚数域の海に溺おぼれている母を想像し、何度魘うなされただろう。肺に溜たまった電子が波動と粒子の間を荒れ狂い、プランク定数を拒絶した神の賽子さいころはぐるぐると回転して気道を窒ちつ息そくさせる。もがく両手と両脚はエヴェレットの嘲ちよう笑しようによって重ね合わせの水面へ落下し、どんなに抵抗しても空むなしく特異点へと引っ張られる。僕はそんな母を助けようと必死で手を伸ばすけど、その手は決まってシュレディンガーの猫によって引ひっ掻かかれ邪じや魔まされる。お前はまだその身を遷せん移いするには足りない、まずは複素数の波に乗り、生と死を飛び越えて重ね合わせるまではこの場所の空気を吸うことは許されない、そう言ってげらげらと、まるで父のように笑う。あいつのように笑う。嗤わらう。嗤う。僕が泣くのを笑っている。僕が殴り掛かっても無意味だ。何な故ぜならあいつは、虚数域の海上に浮かんで、母が溺れるのをいつもの薄うすら笑いで以もつて見詰め続けていて。助けられるのに見ていて！

　僕は理解した。

　そいつが今、目の前にいるんだ。

　ずっと求めてきた、ずっと殺そうと思っていたこいつが、目の前に──。

「硝しよう子こ」僕は、言った。

「──不定量子start:system回路起動"all in one"」

「マスター、待っ……！」硝子の声が途中で止まる。

　どうしたのだろう？　何を戸惑っているのだろう？

　機械のくせに。

　僕を心配しているのだろうか。それなら余計なお世話だ。頭は冷えている。僕は冷静だ。

　そうか。硝子は、僕が姫ひめ島しま姫ひめの身体からだを壊こわしてしまわないか心配なのだ。

　それならば大丈夫だ。何も心配はいらない。

　姫島姫は無傷でちゃんと完膚なきまでに助け出してやるから肉塊にしてやるから。

「マスター、私は、まだ、よう、」

　背後で、がしゃ、と音がした。

　僕は振り向く。

　そこには、硝子が、腹部から機き械かいの塊を一本生はやして痙けい攣れんしていた。

「ひ、いや、やあ……っ！」喘あえぎ声ごえをあげて、もう一本。

　部品でぐちゃぐちゃに構成された、意味のわからないモノ。武器のようで武器でないモノ。

「……何してるんだ？　硝子」命令に従わない彼女を、僕は促した。

「急げよ。武器だ。早く出せ」

「ひ、か……は！」

「剣、槍やり、刀、銃、鎌かま、鋏はさみ、弓、なんでもいい……さっさとしろ！」

　瞬しゆん間かん、アームのような関節付きの鉄の棒が硝子の胸の下から飛び出し、がきがきと曲がりながら天てん井じように突き刺さる。次いで右の太ふと腿ももからはコードの束が伸び、壁かべへと貼はり付いた。左の脇わきからは撥ば条ねとピンバイスを混ぜこぜにしたような物体が生え、床を貫く。

　あまりにも無様な、あまりにも意味不明な機械たちが、硝子の身体からだを突き破って出現する。

「どうした？」僕はそれに首を傾かしげた。

　もしかして──硝子は混乱しているのだろうか。

　長年の宿敵、僕の敵を前にして緊きん張ちようしているのだろうか。勝てるかどうかわからなくて不安を感じているのだろうか。だったらさっきのあの態度も、退こうとした理由も説明できる。

　でも、大丈夫だ。

　何も心配はいらない。僕は上う手まくやる。

　僕と硝子ならばきっと上手くやれる。

　あいつをきっちりと姫島姫から殺す。殺す。殺す。殺す分離させ、そうして硝。殺す。殺す。殺す。殺子の武器で無限回廊をす。殺す。殺す。殺す。完全にこの世から消滅殺す。殺す。殺す。殺すさせてやるのだ。いや。殺す殺す殺す殺す殺す、その前に父さんと母殺す殺す殺す殺す殺す殺さんをこの世界に呼びす殺す殺す殺す殺すころ戻させなければならなすころすころすころすこい。そうすればすべてろすころすころすコロス元通りだ。こいつを殺コロスコロスコロスコロせば全部元通り。あとスコロスコロスコロスコは父さんが崩れかかっロスコロスコロス殺シテたこの世界の平衡を保ヒキ裂イテ内臓ト脳漿ヲてば、それで終わりだ床ヘブチマケソレヲ踏ミ。皆で平穏に暮らそうツケテカラ高嗤。全部終わりにしようイシテヤロウ。

　がしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃがしゃと、僕の思考に伴って背後で機き械かい音おんがする。

　煩うるさい。煩い。煩い。

　何をしているのだ、硝しよう子こは？

「どうした……なんでそんなふうになってる？」

　振り向くと。

　硝子は、一体の標本と化していた。

　腹部、胸、腰、太ふと腿もも、肩、その他ほかの部位から機械の山、武器の出来損ないを大量に生はやし、びくびくと痙けい攣れんしている。武器の幾つかは天井に、壁に、床に突き立ち、それが硝子の身体からだを宙に浮かせていた。細い手を震ふるわせながら、足をだらしなく弛し緩かんさせながら、口くち許もとから血を落としながら、まるで剣山の土台のようになって、荒い呼吸でそれでも、

「ま……ー、…ねが…………、た……て……さい」何事かを呟つぶやき──、

　何を呟いているのだろう。意味がわからない。

　さっさとしろと言いたくなった。

　だから動かないのならば殴ってやろうかと、薄うす笑わらいを浮かべたまま僕は硝子へ一歩近寄り、いや……暴ぼう力りよくはよくない。せめて何な故ぜそうなっているのか、話だけでも聴きいてやろうと。

　耳を、澄すませた。

「ます、た……」

　ぱくぱくと、酸欠の金魚のように、虚うつろな眼で、こっちをぼんやりと見る硝子。

「おねがい、し、ます」

　お願ねがい。何をだろう。

　首を傾かしげ、僕は彼女をじっと見る。

　硝子は、呟いた。




「たす、けて？　いたい、……あ、きら、」




　そんな言葉が、耳に届いた。

　たすけて。いたい。あきら。

　助けて。痛い。晶あきら。

　確たしかに、そう聞こえた。

　硝子は、そう言っていた。

　その言葉。

　その言葉に。その言葉を、意味のある言語として僕が認にん識しきした瞬しゆん間かん。

　僕は、思い出した。

　反射的に光景が、脳内を駆け巡った。

　昔のことだ。




　──六年前。

　まだ、硝しよう子こがここに来て間もない頃ころ。

　彼女はこの世界に充分に安定することができず、上う手まく身体からだを動かせなかった。

　寝たきりで、喋しやべれず、ほんの少しの動作をするだけでも長い時間がかかった。

　もちろん着替えや入浴などは母が世話してくれていたけれど、それでも、母も硝子に付きっきりではいられない。だから僕は学校から帰ると、寝るまでの間ずっと硝子と一緒にいて、寝返りを打たせたり、話し相手になったり、本を読み聴きかせたりしていた。

　僕だけは、彼女と意思疎通ができた。硝子の固定剤リターダになった僕はダイレクトリンクが繋つながっていて、だから機き械かいとしての本体と言葉によるコミュニケーションが取れていたのだ。

　硝子はその頃、僕を『晶あきら』と、名前で呼んでいた。

　いつかは覚えていない。

　だけどある日、僕は、布団に寝ている彼女の枕まくら元もとで言った。

「なんだか呼び捨てにされると、妙な感じだね」

『妙な感じ、とはどのようなものでしょう、晶。私には理解できません』

　彼女はそう答えた。その口く調ちようは今と同じだが、呼び名だけが違っていた。

「うーん、機械と話してるみたいなんだ」

　当時僕が読んでいた海外のＳＦ小説で、巨大なコンピュータが敬語を使いながら相手を呼び捨てにしていたから、その印象が強かったのだろう。そしてそのイメージが、目の前の弱々しい女の子と結びつかず、強い違和感があったのだ。

『私は機械ですが』硝子は答える。その論ろん調ちようは昔も今も変わらない。

「そうじゃないよ」自分の感じていた違和感を上手く説明できず、僕は拗すねた。

「とにかく、その呼び方はやめて欲しいな」

『そうですか』無言で、口を開かず、大きな瞳ひとみでこっちを見ながら。

　硝子は何度か瞬まばたきをし、そして、

『では……晶は私の主人ですから「マスター」と呼びましょう』

　そんな、まるで僕の意図を理解していない、とぼけたことを言い──、




「……あ」愕がく然ぜんと、僕は立ち尽くす。

　あの頃ころの記き憶おく。

　まだ、あいつが現れていなくて、僕がいて、母さんがいて、父さんがいて、硝しよう子こがいて、僕は何も知らず、すべてが上う手まくいっていた頃の記憶。

　硝子を世界に留とどめることでいろいろなものを欠落させてしまってはいたけれど、それでも決定的なものは失っていなかったあの頃。

　僕はあの頃、硝子のことをどう思っていただろう？

　戦いなどとは関係なかったあの頃。彼女の身体からだの中に万能の武器が収納されていると聴きかされても実感などなく、それを使う時なんて永遠に来ないと思っていたあの頃。

　硝子を機き械かいでなく、ただのひとりの女の子として見ていた、あの頃──。

　そうだ。

　あの頃、僕だけが、硝子と意思の疎通ができた。

　それはつまり、あの頃の僕は、硝子にとって唯一の世界で。

　だから僕は、彼女の全てオールになろうとしていた。

　だって彼女は、僕の唯ワ一ンだったんだから。

　布団に寝ていることしかできなかったこの子を守ってやりたくて。

　滅亡した世界からたったひとりで来たこの子に、僕の綺き麗れいな世界を見せてやりたくて。

　ただ、それだけを考えていたのではなかったか？

　彼女をおぶって近所を散歩したことがあった。帰ってきてから母さんにこっぴどく叱しかられた。とんでもないことをしたと思った。まだ満足に動けない彼女を、僕は大きな危険に晒さらしてしまったのだ、と。泣いたような気がする。覚えていないけれど、確たしかに。涙を欠落させてしまっていた僕だけど、それでも泣いていた。

　でもそれを見て、硝子は庇かばってくれた。

　握力のない手で母さんの袖そでを掴つかみ、ゆるゆると首を振って。

　その後、母さんに言われた。

　この子は、晶あきらが守ってあげなくちゃ駄だ目めなんだからね、と。

　危険なことから守ってあげなくちゃ駄目なんだから……と。

　そうだ。

　それなのに。

　それなのに、僕は……、

「しょう……こ？」僕は、何をしている？

　いつだって僕の味方をしてくれていて、僕を決して裏切ったりしない彼女に。

　彼女にとっての世界そのものである僕は、何をしている？

　硝子が世界を信じているのに、どうして僕は、それに応こたえてやらずに──。

「硝子っ！」

　不定量子回路を強制終了させる。

　硝しよう子この身体からだから生はえていた歪いびつな武器たちが一斉に音をたてて砕け散る。

　磔はりつけになって浮いていた硝子が解放され、崩れるように床へ落下する。

　駆け寄って、抱き止めた。

　服はぼろぼろで見ていられない。唇の端から血を流し、目を閉じている。

　だけど、温かい。生きている。気を失ってはいたが、息をしている。
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「硝子……すまない」抱だき締しめても返事はない。

　僕とのダイレクトリンクは断たれていないし、有ゆう機き体たいの異常を知らせるアラートもない。過負荷により本体機能の一部がフリーズしているだけだった。

　再起動させれば目を醒さます。僕は頭の中でその命令を出した。

「く……」莫ば迦かさ加減に、自分自身を縊くびり殺してやりたい気分だった。

　無様だとか最悪だとか、どんな言葉も罵ば倒とうに足りない。

　本当に僕は──。

　それでも、失わずに済んでよかった。そう思う。

　だけど。

　怒りと憎しみに我を忘れ、その後は硝子の変化に狼ろう狽ばいしていた僕。

　そんな僕の失敗は、それだけで終わるはずもなく。

「……城き島じま晶あきら」

　そのことに気が付いたのは、背後から少女の──いや、あいつの声が聞こえた瞬しゆん間かんだった。

　まずい、と、背筋が凍った直後。

　襟えり首くびを掴つかまれた感触と同時に視界が回転する。抱だき締しめていた硝しよう子この体温が腕からすり抜ける。上も下もわからなくなり、一瞬だけの浮遊感と、叩たたき付けられる身体からだ。

「……ぐ、あ！」

　壁かべに身体がぶつかり、それから床へと転がる。放り投げられたのだ。

「く……」上半身を起こす。頭を強く打っていた。視界が歪ゆがむ。

　焦しよう燥そうを覚えた。倒れている場合ではない。

「待、て……！」見ればあいつは、僕へ背を向け、倒れた硝子を黙だまって見下ろしていた。

　どうするつもりだ。僕はそう問おうとする。しかし。

　あいつは、僕の声に首だけで振り返り。

「失望したぞ、城島晶」

　姫ひめ島しま姫ひめの顔で──ぽつりと呟つぶやく。

「なん、だと……？」

「お前は、結局何もわかっていなかったのだな」

　こっちを見る少女の顔から発せられる、尊大な声。そしてこっちを見る、酷ひどく冷めた視し線せん。

　反射的に涌わいてくる憎しみの衝しよう動どうを抑え込み、僕はよろめきつつ立ち上がった。

「どういう……ことだ？」

「どうもこうもないよ、城島晶」無限回廊エターナル・アイドルは溜ため息いきを吐ついた。

「俺おれが四年前、お前に言ったことを忘れたのか？」

　四年前。こいつが僕の両親を奪った時。

「……『お前が』」僕の答えを待たず、無限回廊エターナル・アイドルの指が俯うつぶせに倒れている硝子を指差す。

「『お前がこの娘を上手じようずに扱えるようになったら、すぐに姿を見せよう』。俺はそう言った。そう言って、お前と別れたはずだ」

「それが……どうした」

「なのにお前は何だ？　何だこのざまは？　お前はこの娘のことを何だと思っているのだ？　こいつは……最凶の害悪にして最低の罪悪にして最悪の災さい厄やくだぞ。数ある虚軸キヤストの中でも最も大きく、最も恐ろしく、最も鮮せん烈れつな世界だぞ」

　僕は、仰ぎよう々ぎようしいことを言うその顔を無言で睨にらみ付ける。

　しかし、無限回廊エターナル・アイドルの表情は──気け配はいは、まったく変化を見せない。

「それなのにお前は何だ？　持て余しているのならばまだしも、ちっとも使えていないではないか。こんな大きな世界をその手に握っているというのに、握っていたというのに、この四年間何を怠なまけていたのだ？　そんなに俺への憎しみは薄うすかったのか？」

　それは、どこまでも冷たい無感情で。

「いや……それだけではない。お前は危うくこの娘を喪うしないかけた。まだ目覚めていないにも拘かかわらず、あろうことか力を暴ぼう走そうさせ、不完全なままで奈な落らくの蓋ふたを開きかけた。それはとんでもない無様だ。羽化する前の蛹さなぎを切り開くに等しい、浅せん慮りよに過ぎる児じ戯ぎだ」

　それは、どこまでも悲しげな失望で。

「それともお前では無理だったか？　お前には荷が重過ぎたか？　この巨大な世界を抱え込むにはお前の度量が足りなかったのか？　期待した俺おれが莫ば迦かだったのか？　お前がこの娘を所有しているという、その意味すらもわからないほどに蒙もう昧まいだったのか？」

　それは、どこまでも呆あきれた、侮ぶ蔑べつの表情で──。

「だま……れ……っ！」僕は半ば叫ぶように吐き捨てる。

　頭が重い。さっき打った時の余よ韻いんで視界が二重に見える。嘔おう吐と感かんも込み上げてきた。

　何より──こいつにこんな顔をされる謂いわれなどないという不条理と、その通りなのかもしれないという自分への悔かい恨こんが、どうしようもなく苛いら立だたしい。

「黙だまれ……硝しよう子こから離はなれろ！」

　けれど僕の威い嚇かくはまったく意味をなさない。

　そして、無限回廊エターナル・アイドルは僕を背中越しに、眇すがめに見詰めながら。

　決定的なことを、言った。

「城き島じま晶あきら、やはりお前……樹いつきの言うように、失敗作だったか？」

「う……」樹。城島樹。父。あいつの名前。

　反射的に、僕の視界が真まっ赤かに染まった。

「う、ああああああああああああっ！」絶叫は意い識しきせずに喉のどを震ふるわせる。

　駄だ目めだというのはわかっていた。今僕が為なすべきは、硝子を助けてこの場から逃げ出すことだ。一いつ旦たん体勢を整ととのえ冷静になり、充分に対策を練ることだ。理解していた。

　それでも押さえきれない。

　ぐらつく頭を無視して、僕は無限回廊エターナル・アイドルへ飛び掛かった。

「……ふん」

　敵はようやく、身体からだをこっちへ向ける。僕は拳こぶしを握にぎり締しめ、そこに不定量子の反発力場を宿し、無限回廊エターナル・アイドルの顔を打ち抜こうと腕を振り上げる。

　頭のどこかでは、無む駄だなことだとわかっていた。

　案の定。

「やはり失敗作か」

　無限回廊エターナル・アイドルは冷静に呟つぶやき──突き出した拳をあっさりと躱かわす。

　すれ違いざまに、顎あごの先へ掌しよう底てい。細い少女の五指と掌てのひらが叩たたき付けられる。

　瞬しゆん間かん、酷ひどく重い、抗あらがえない衝しよう撃げき。

「ぐ……あ！」僕は紙細工のように吹き飛ばされ、今度は廊下の奥、突き当たりにある物置の扉へと激げき突とつする。あまりの勢いに扉は破は壊かいされ、身体からだは埃ほこりの積つもった荷物の山へと。

　粉っぽい空気が肌に触れ、積み重ねていた様々なものが僕に落ちてくる。しかしそれを避ける余裕もない。がらがらとけたたましい音を立てて落ちてくる、もう使わなくなったゴミ。

　無様に埋もれる僕。その喉のどから笛のような音で呼気が洩もれる。

　匂においには、血が混じっていた。

　痛みはない。ないが──脳を揺さぶられた。動けない。

「……無様な結末だな」廊下の向こうから聞こえる声は、くぐもって遠かった。

「さて。ではどうするか……」ひとりごとのように、無限回廊エターナル・アイドルが言う。

　どうにか身体を動かそうとした。しかし、動かない。

　虚軸キヤストの力でも使われたか、それともどうにもならないほどの脳のう震しん盪とうを起こしてしまったのか。それはわからなかった。耳鳴りが酷ひどい。首から上の感覚もなかった。脳が零こぼれてしまっていても不ふ思し議ぎではない。気を抜くと意い識しきが飛んでしまいそうだ。

　ただ。

　階段を誰だれかが上がってくる。その姿が、飴あめ細ざい工くのように歪ゆがみきった視界に映った。

　──まさか、新手か？

　誰だろう。人ひと影かげだというのは理解できるがそれ以上のことが認識できない。

　上がってきたそいつは無限回廊エターナル・アイドルと何事かを話し始める。会話の内容は不明だ。ただ、話をしているらしいということだけが朧おぼろげに。視界が歪みきっている。耳には高音のノイズしか届かない。身体は動かず、思考も鈍い。わからない。何もわからない。

　近付いてきた。

　廊下を歩き、こっちへ。立ち上がらなければと思う。しかしできない。

　物置の中へ入ってきた。少女ではない、少年だ。

　無限回廊エターナル・アイドルではなく、さっきここに来た奴やつ。誰だ──？

　そいつはしゃがみ込み、僕の耳みみ許もとへ、顔を近付ける。

　耳鳴りの中、微かすかに届く声。

「じゃあね、城き島じま晶あきら。……あなたの人形は、僕が貰もらっていくよ」

　言葉の意味を半死の脳が理解したかどうかという刹せつ那な。

　そいつは物置の中にあった瓶のような何かを手に取り、それを僕へと振り上げる。

　もう一度、頭部を強く殴られ、僕の意識はそこで切断された。




　　　　‡




　直なお川かわ家けが借りているアパートの部屋、その床が崩ほう壊かいしてから二十分。

　何もかもが壊こわれてしまった空間には、ただ静けさだけが満ちていた。

　建物の外がい観かんには異変がない。それどころか、アパートの住人は誰だれひとりとして、三〇一号室の惨状には気付いていなかった。争う物音や叫び声が近きん隣りんの部屋に棲すむ人々の耳に聴きこえていない訳ではなかったのだろうが、そもそも三〇一号室から怒号や罵ば声せいや暴ぼう力りよくの音が聞こえてくるのはいつものことだったらしい。だから、誰ひとりとして気に留める者はいなかった。

　隣となりの三〇二号室は空き部屋で、真下の住人は未帰宅。そのことも、騒さわぎが気付かれないのに一役買っていた。故に部屋の崩ほう壊かいは、被害者も存在せず、誰にも知られず、警けい察さつにも通報されないままに、二十分ほども放っておかれることになる。

　だから、速はや見み殊こと子こが、最初にこの惨状を目にした人間になった。




　舞まい鶴づる家けから電話があったのは、ほんの三十分前のことだ。

　蜜みつはそっちに行ってないか、と、彼女の父親から。

　殊子は理由を問うた。すると、一度家に帰ったのだが着替えもせずにいなくなってしまったとのことで──話を聴きいていると、そもそも娘を心配して彼に電話するようしつこく頼んだのは、彼の妻、つまりは殊子の実の母である女性だそうだ。

　殊子は苦笑した。気が弱いのだ。いつも蜜の挙動に過剰に、敏感に反応する。顔色を窺うかがい、そのくせにまるで信用していなくて、問題を起こすことだけを恐れているような人。彼女が心を開かないから、蜜との距きよ離りはますます遠ざかっているのに。

　本来なら放っておくところだ。

　ただ──殊子は、どうにも引っ掛かった。

　今日きようの昼、蜜の学校での行動。そしてその後の会話。

　二日酔いで来ていないと思っていたら偶然校内で見かけ、だから何の気なしに後を尾つけた。一年九組の教室の前で、僅わずかに扉を開け、気け配はいを殺して中の様よう子すを窺っていたが、しばらくして意を決したように中へと入っていき、そして──。

　よくないな、と思い注意しておいたが、逆効果だったかもしれない。

　だから義父に、捜してみるよと答え、電話を切って、家を出る。

　行く先は自然と決まった。

　あの娘がずっと執着している、直なお川かわ君きみ子この家だ。

　直川君子──中学生時代のクラスメイトで、彼女のたったひとりの友達。

　彼女自身は蜜と自分が友人だったということを覚えていない。殊子がそうした。だからその関係は一方的なもので、本来であれば彼女の現い在まを蜜が気にする必要などない。

　それでも気にしているのは、蜜の性格故だろう。

　一方的な関係は、何も産み出さないというのに。

　君子が蜜のことを覚えているのであれば報われるのかもしれないが、当の蜜がそれを望んでいないのだからどうしようもない。実際、何度か忠告したことがある。今日きようの昼が初めてではない。それでも、蜜みつの答えは変わらなかった。

　──もっとも、自分が何を言おうが蜜は聞き入れないだろうけれど。

　そんなことを思いながら、殊こと子こは直なお川かわ君きみ子この棲すんでいるアパートを目指していた。

　蜜が直接部屋まで行くとは思えなかったから、アパートの周囲で惑星みたいに付かず離はなれず、遠巻きに部屋の様よう子すを窺うかがっているのではないかと予想していた。今が夏でよかったかなと思う。冬なら、凍えてしまうところだ。スクーターに乗り、アパートが見えるところまで辿たどり着いてから、スピードを落としてその辺を見て回る。

「……いないなあ」もう帰ってしまったのだろうか、とも思った。

　そして五分ほど捜して走り、懸け念ねんは不安になる。

　ひょっとして、思いあまって部屋にまで突とつ撃げきしてはいないだろうか。

「うーん」まさかね……と首を捻ひねりつつも、心配になる。

　昼間は随分と思い詰めていた様子だった。ないとも言いきれない。

　確たしかめてみよう、とすぐに決心した。

　部屋まで行きチャイムを鳴らして、もし違ったら適当なことを言えばいい。そもそも、蜜が出掛けたのが直川君子の件ではなかった場合、殊子がここにいること自体が無む駄だ足あしだ。だったらこんなところでうろうろしていても埒らちが明かない。

　スクーターをアパートの前に停とめ、階段を上る。夜の八時半だというのに静かだった。

　チャイムを鳴らし、返事がないのに首を傾かしげ、試しにドアノブを捻ひねってみると鍵かぎがかかっていなくて──厭いやな予感を覚え、殊子は扉を開ける。

　眼に飛び込んできたのは、廊下の先にある、底の抜けた居間だった。

「……あらら」思わずあげた声はどこか呑のん気きだったが、心中はそうでなかった。

　蜜がやったのか、或いはもっと別の誰だれかによる仕業か。

「お邪じや魔ましますよ」

　口く調ちようとは裏腹に、殊子は微かすかな緊きん張ちようを覚える。

　土足のまま上がり込む。廊下は短く、一歩歩くごとに崩ほう壊かいした居間が見えてくる。

　酷ひどい有様だった。だが、それ以上に──あり得ない。

　殊子は息を呑のむ。

　鉄筋の建物で、フローリング。それなのに、床はまるで叩たたき付けられたガラスのような割れ方をしている。廊下側の損傷は酷く完全に底が抜けているが、ベランダ側はところどころが破片ごとそのままに、鋭えい利りな先端をこちらへ向けていた。壁かべにも亀き裂れつが入っている。

　そして明らかに、異常なもの。それは部屋のすべてだ。

　床、壁、天てん井じよう。部屋を構成するものすべての、質感がおかしい。

　それらは光こう沢たくがあり、だけど安っぽく、いかにも割れ易やすそうな素材でできていて、

「……これは」足下に落ちていた破片を広い、矯ためつ眇すがめつして殊こと子こは呟つぶやく。

　セルロイド。部屋全体がそれだ。

　先天的なものではあり得ない。だったら後天的なもの。

「やばいな」破片を足下に捨て、殊子は更に進む。

　抜けた床の下、つまり下にある部屋の様よう子すを確かく認にんしなければと思った。廊下は部屋に近付くにつれ、質感が変わっていく。ここもセルロイドだ。注意しなければ割れてしまう。

　ぎりぎりまで歩み、ゆっくりと下を見た。そして。

「……ち」

　部屋の床、そして家具、テレビや棚に至るまで、居間にあったすべてのものが陳腐な色の破片になって階下へと散らばっている。陶器の食器を大量に割ってぶち撒まけたみたいに。

　そしてその山の上に、挾はさ間ま学がく園えんの制服を着た、真っ黒な髪の痩そう躯く──。

　殊子は思わず飛び降りた。

　駆け寄り、身体からだをひっくり返す。

　体温はある。息もしている。気絶しているだけだ。少なくとも生命に支障はない。

　でも。

「……蜜みつ……」

　本来なら、スカートから伸びているはずの両足。

　その膝ひざから下が──ない。

　それも、まるでこの部屋のように、中途から砕けて。

　傷口から血は出ていない。それどころか断面は傷口ですらない。両脚の太ふと腿もも辺りから先、その質感が明らかに無む機き物ぶつだった。光こう沢たくがあり、滑らかで、肌はだ色いろに塗装された陶器へと変化している。そしてその上で、足は壊こわれ、砕けてしまっていて──。

「これは……ちょっと最悪かな」それでも殊子は、冷静さを失わずに蜜の身体を確認する。

　上半身は、ところどころ細かな傷があり制服も破れてはいるが、骨が折れている様子もないし、変化してもいない。少なくとも太腿から上は人間の身体だった。

　損失している部分は両足のみ。ただし、病院には連れて行けないような状態で。

　携帯電話をズボンのポケットから取り出す。

　その拍子に僅わずかにめくれ上がった、蜜の制服の上着、臍へその部分。

　そこにはクレヨンで、文字が書かれてあった。

　──『つまんない玩具おもちや。人形としても役者不足だよ』

　傲ごう岸がんで不ふ遜そん。書いた奴やつは、よほど性格が曲がっている。

　それを一いち瞥べつし唇を咬かみながら、殊子は佐さ伯えきネアの番号を呼び出した。




　　　　‡




「……！　……ら！　…きら！」

　聞きき慣なれたような声と、身体からだを揺り動かされる感覚があった。

「あきら！　晶あきらっ！」誰だれかが、僕の名前を連呼している。

　何度も何度も、繰くり返される意味を持った三文字と、肩を掴つかまれて揺さぶられる振動。

　僕はそれで──意い識しきを取り戻し、ゆっくりと目を開けた。

「晶……！　起きた!?　大丈夫？」途と端たん、耳みみ許もとの声が涙を帯びる。

「よかった……死んじゃったのかと思ったよ……？」

　どういうことだろう、と、覚かく醒せい未満の頭で考えた。記き憶おくははっきりしない。眠って起きた後のようだ。しかもやけに頭が重く、何も考えられない。

　目を開けたけれど、周囲は暗かった。光量が少なく、吸い込む空気がやけに埃ほこりっぽい。

「ねえ、大丈夫？　晶……身体、どうにかなってない？」相変わらず呼び掛けてくる声。

　僕は寝ていて、肩を抱かれ支え起こされているらしい。首の下に柔らかい腕の感触と体温があった。声は──よく知っていて、僕を覗のぞき込む顔は、その声の持ち主と一致していた。

「り……お？」柿かき原はる里り緒お、だ。

「わかるの？　里緒のことわかるんだね？　よかった……」

　里緒は声をあげて泣き始めた。

「なん……だ」どうして僕は眠っていたのか、それがわからない。

　眠ってしまう前の記憶を、頭の奥で探った。数秒考え、気付く。

　僕は眠っていたのではなく、気を失っていたことに。

　そして──。

「硝しよう子こ！」僕は、跳ね起きた。

　ようやく身体の感覚が戻ってくる。

　指先に触れる床は埃まみれだった。まだ僕は物置の中にいるらしい。里緒を押しのけて立ち上がり、ふらつく四肢とぐらぐらする頭を無視し、外へと躍おどり出た。

　見慣れた廊下。電灯が点ついていて明るい。気を失う前、そこで何があったのかを思い出す。

　僕は、あいつに殴り掛かり、物置へと吹き飛ばされた。

　そして誰かがやってきて、更に頭を殴られ、意識を失った。だったら。

「……硝子っ！」だったら、硝子は──？

「どこだ？　いるんだろ!?」廊下を進み、硝子の部屋の扉を開ける。そこは暗く、人の気け配はいはない。階下か。居間かもしれない。僕は階段を下りようとした。

「落ち着いて、晶！」背後から、里緒がそれを止める。

「……里り緒お？」振り返った。里緒は涙で顔をぐしゃぐしゃにして、僕を見上げている。
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　そうだ。里緒が何な故ぜここにいるんだろう。

「どうして……ここに？　それに……」そうだ。

「僕は……どれくらい気を失ってたんだ？　硝しよう子こはどこだ？　里緒が来てくれたんだったら、硝子も無事なんだろ？　あいつはどこへ行った？　里緒が追い払ってくれたのか？」

「落ち着いてよ、晶あきら！」

「落ち着いてられるかっ！」僕の肩に手を置いて揺さぶる里緒に、僕は叫んだ。

「どうなってるんだ!?　僕は……」

「いいから落ち着いてよ！　お願ねがいだから……晶、頭を打ってるんだよ？　大変な怪け我がかもしれないんだよ？　はやくネアに看みてもらわなくちゃいけないのに、そんなに興こう奮ふんしたらダメなんだから！　お願い、頼むから落ち着いてよ！」

　里緒は泣き叫ぶ。僕はそれでも焦る。どうにもならない。

「わかった……わかったから、話をしてくれ」それでも深呼吸しながら、僕は頭を押さえた。

　痛みはそもそも感じないから脳に損傷があるかどうかは自分でわからないけれど、少なくとも酷ひどく頭は重かった。だけどそれは、里緒の言う通り佐さ伯えきネアなら異常があるかどうかはひと目でわかる。それは問題じゃない。問題は──、

「今は何月何日だ？　里緒は何故ここにいる？」

「硝しよう子こから、メールが入ったの」

　ひっく、としゃくり上げ、それでもようやく泣なき止やんだ里り緒おが、ゆっくりと言った。

「だから急いで来たの。でも……里緒が来た時にはもう、晶あきらが倒れてて」

「だったら……硝子は？」

　僕は、ありったけの希望を込めて尋きいた。

　硝子からのメール。それはいつ送られてきたのか。もしも僕が気絶した後だったら、あいつは僕を痛めつけるだけ痛めつけ、さっさと帰ってしまったことになる。

　だけど。

　そんなこと、ある訳がないのは──心のどこかで、理解していた。

　里緒は言った。

「晶……硝子は、家にいなかったよ」

　その声は、僕に気を遣った、遠えん慮りよするような優やさしいものだったけれど、

「ごめんね、晶。里緒は間に合わなかったの」

　それでも僕にとっては、死刑宣告に充分な言葉だった。

「あ……」

「ねえ、晶……里緒も何があったのか知らないんだよ。硝子はいつメールを送ってきたの？　それに、なんで晶は倒れてたの？　里緒、訳がわかんなくて、びっくりして……」

　里緒は、携帯電話の画面を僕に見せた。

　そこには、硝子からの、ただ一言だけのメールがあった。

『すぐきて』

　漢字変換もせず、いつもの言葉遣いでもなく、必要最小限に打たれた四文字。

　送信時間は、午後八時四十一分だった。

　それは恐らく──僕と、姫ひめ島しま姫ひめの姿をした無限回廊エターナル・アイドルがここで対たい峙じしていた時間。

　僕は悟る。

　姫島姫の姿を確かく認にんしたと同時、僕の後ろで硝子はこのメールを打ったのだ。

　硝子は繰くり返していた。ここは退きましょう、と。

　たぶん、わかっていたのだろう。

　僕が冷静さを失うことを。

　そして、激げつ高こうした僕とあいつとでは、勝負にもならないことを。

　硝子は、ちゃんとわかっていた。

　僕のことを理解しきっていて、だからこそ咄とつ嗟さに里緒を呼び出し、できるだけあの状況から脱しようと、最大限の努力をしていたのだ。

　それなのに──僕は。

　僕はただ、逆上して冷静さを失って、あまつさえ硝子を傷付けて。

「あ……あ」里り緒おにもたれかかるようにして、僕はその場に座り込む。

「あ、あ」涙は出ない。いつか里緒の言った通り、僕の涙は欠落しているからなのか。

　違う。

　悲しくないのだ。

　当たり前だ。悲しい訳がない。

　自分の情けなさから来る悔かい恨こんは、悲しみなんかでは決してない。

　それは。

　どうしようもない、絶望だった。

「り、お。しょうこ、は？」

「わかんない。この家にはいないよ……」

　尋きくまでもない。わかりきったことだった。

　硝しよう子こを暴ぼう走そうさせてしまった僕に無限回廊エターナル・アイドルが言っていたこと。

　そして、最後に僕の頭を殴った奴やつが言ったこと。




　硝子は──あいつに、奪われたのだ。




「ぐ……く」声が漏れる。

　どうしようもない。里緒にしがみつくけれど、耐えきれない。

　取り返しのつかない事態を自覚し、それを引き起こした自分の失敗を思い知る。

　僕は絶叫した。

　家族のいない家に、声はどうしようもなく響ひびいた。






あとがき




　そんなこんなで『レジンキャストミルク３』をお送り致しました。

　……と言うか、読んでくださった方はもうお気付きのことと思いますが、実はこの三巻、これ一冊で話が終わっていません。けっこうあからさまに『次巻へ続く！』みたいな終わり方をしつつ、目次のページもいつもと違ってこの巻にない章も載ってたりしてます。

　今回のお話は上下巻構成のエピソードとなりました。いや、なりましたって実はプロットの段階からこうなるのは決まっていたのですが。

　そういう訳で、二巻のあとがきで触れた『舞まい鶴づる蜜みつを中心とした話』というのはこの三巻と次に出る四巻、二冊合わせてのことなのでした。そんな後出しジャンケン。ごめんなさいすみません。でもこの続きとなる四巻は来月、二〇〇六年の六月十日発売となります。

　できる限りお待たせせずに済むよう頑張ったので、どうかよろしくお願ねがい致します。

　内容も怒ど濤とうの勢いでお送りします！

　ってすいません言ってみたかっただけです。『怒濤の勢い』とか、そんな景気のよさそうな言葉を……。『！』マークまで付けやがって調ちよう子しに乗るなこのクズが。

　でも盛り上がるのは本当です。たぶん。きっと。そうだといい。




　ちなみに、先だって発売された『電でん撃げき hp Vol.41』に、蜜を主人公にした番ばん外がい編へんが載っていますので、こちらを読んで頂くと三巻と四巻がほんの少し余計に楽しめるかもしれません。もちろん、長編のネタバレは短編にはありませんのでご安心ください。

　椋くら本もとさんの描く、蜜と硝しよう子こが並んだちょっと可愛かわい過すぎる扉絵もあります。書店で見掛けたら是ぜ非ひお手に取ってみてくださいませ。




　では、お話も途中ですし、今回は短めに。

　恒例のお礼関係は四巻の方でまた改めて記します。

　何はともあれ、また来月お会い致しましょう。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。『ルナティック・ムーン』でデビュー。写真は昨年の電撃文庫忘年会の会場だった東京ドームホテルの窓から見た風景（渡瀬草一郎さん撮影）。人がゴミのようでした。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。描いても描いてもプリン…この前、食べても食べてもプリンな夢を見ました。まさか…し、侵蝕されてる!?
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